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れる。 〔堆積土〕実測図を欠く。残存しなかったか。 〔壁〕同期。 〔床面〕大略平坦で 多くの小

ピット類他がある。 〔柱穴等〕 P.1 ・ 2 ・ 9 ・10・13・15・18̃24・27・37などは十分な深さ

を有し、柱穴の可能性をもつ。配置の規則性は不明だが、焼土の周囲で、中央寄りにならぶか

のようである。 〔周溝〕巾0.25×深さ0.15m前後で、断続する。 P.3へ7 ・30・33・34などが

瀧中に存在するが、壁柱的なものの可能性もあろう。 〔炉他〕中央3ヶ所に焼土がある。実測図

を欠くので詳細不明であるが、浅い凹みを伴う地床炉の可能性をもつ。 〔その他の施設〕特に記

載は無い。 〔年代決定の資料〕良好なそれを欠く。

DJ53炉跡(第66図・図版7) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複・増改築〕記載なく不明。 〔平面形〕

東南部が開口した円形か方形。 〔縦断面形〕実測図を欠く。平面図によると、焼土上に礫がのる

こととなる。開口部は抜き取りの可能性もある。 〔石囲い部長径0,5±×短径0.5±m〕 〔堆積土〕

実測図を欠く。 〔周囲の状況〕周辺にP. lへ25が分布する。そのうち一定の深さを有するもの

を本遺構と関連すると仮定すると、 P.l ・ 4へ7 ・16・18-22などにその可能性を認めうる。

その配置に一定の規則性は無いが、径5m程度の範囲内におさまることではある。〔年代決定の

資料〕良好なそれは得ていない。

DJ68住居跡(第27図・図版7) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕記載が無いが、 P.1としたも

のにその可能性もあろう。 〔増改築〕その記載は無い。 〔平面形・規模〕未完堀であるが、大略

径5・3m土の円形基調となろう。 〔堆積土〕一応自然堆積と見徹しておく。 〔壁〕現高0.3m±前

後でほぼ垂直に近い。 〔床面〕ほぼ平坦である。大小のピット類が分布する。 〔柱穴等〕P.3・

8 ・10・llにその可能性(深さからする)があろうが、配置の規則性は不明である。 P.1の埋

土中に土器片が多く見られた。フラスコピットほどの深さをもたず、性格不明である。同様に

本遺構との関係も不明である。 〔周溝〕 1・2としたものがある。後者の巾はl.Om前後もあり、

疑問無しとしないが、一応こう呼ぶ。深さは0.5へ0.08mと変異に富む。 〔炉〕調査範囲内には

その記載が無い。 〔その他の施設〕西北部のAは、壁外周より0.17m低く、床面からは0.1m高

位にある。特記が無ぐ性格不明だが、所謂“出入口、様の施設の可能性もあろう。 〔年代決定の

資料〕良好なそれは得ていない。

EC62住居跡(第28.29図 図版Il) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EC62f.p.に先行する。

その他のピット類とは実測図を欠く。 〔増改築〕特記は無く、単期か。 〔平面形・規模等〕重複

が多く正確は期しがたいが、外径5m士、内径3.9m土の円形基調と思われる。 〔堆積土〕一応

自然堆積と見徹しておく。 〔箪現高0.3m前後で比較的急に立ち上がる。 〔床面〕大略平坦で

ある。遺物類が投棄されて残存した。 〔柱穴等〕別表のピット類があるが、詳細不明である。 P.

1は主柱穴とも、炉に関連するとも思おれるし、同港中に存在するものには支柱乃至壁柱穴的

なものもあろう。 〔周潜〕2本ある。同港1は径3.9×巾0.2×深さ0.16mで全局し、同2は径5.
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0×巾0・2̃0・25×深さ0"15mで断続する。 P・26・27間には見られない。 〔その他の施設〕上

記のP・26・27の間に帖入口“様のものの存在を想定することも出来よう。周溝1と2の間の

床面のレベルは中央部と同一であり、所謂べバ状施設祝しなくてもよいと考える。 〔年代決定

の資料〕床面上に廃棄された可能性をもつ土器群であり、大木7 a式が見られることから中期

初であろう。

EC68遺構(第30図・図版11)住居跡と確信出来ないのでこう呼んだ。 〔検出面〕 K.T.層中か。

〔重複〕 EC68 P・ 1他と重複するが実測図を欠く○ 〔増改築〕記載が無い。 〔平面形・規模〕詳

細不明だが、東西径4・0±×南北径3m ±前後の楕円形基調か。 A・Bと本遺構の関係も不明で

ある。 〔堆積土〕別表のとおり。自然堆積としておく。 〔壁〕現高0.3m前後で傾斜面をなす。

〔床面〕ほぼ平坦で小ピット類がある○ 〔柱穴等〕積極的なそれは指摘できない。 〔周溝〕南

壁直下にそれらしいものがある。巾0・2×深さ0・1m前後である。 〔炉〕その記載は無い。 〔その

他の施設〕貯蔵穴の記載は無い。既述のA・ Bに“出入口、様のものの可能性を想定すること

はできる。 〔年代決定の資料〕良好なそれを欠く。

EG24住居跡(第31図・図版11) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複・増改築の事実〕そのいずれの

記載も無く、単期か。 〔平面形・方向・規模〕未完堀であり不明だが、東西2.7+α×南北4.0十

αの長方形乃至長楕円形となろう。 〔堆積土〕比較的単純な堆積状況を示し、自然堆積と見傲し

ておく。 〔壁〕ほぼ垂直に立ち上がり、現高0・28mである。 〔床面〕壁沿いにピット類が多く、

かつ中央部に土器と焼土の集積部がある。 〔柱穴等〕 P. 1̃21までのものがあるが、深さのみ

をとるとP・2 ・ 6 ・ 8・14・21などに可能性があり、その配置は壁際に寄るとも考えられる。

〔周溝〕その諮域は無い。 〔炉他〕詳記は無く正確ぼ己しがたいが、床面上の焼土が所謂現地性

のものであれば、炉(地床炉)の可能性ももつ。 〔その他の施設〕記載は無い。 〔年代決定の資

料〕焼土中出土の土器類であるが、細片のため詳細不明。

EH50住居跡(第32図・図版7) 〔検出面〕K.T.層中か。 〔重複〕近世墳墓墳丘下位にあり、 EG50

f・P〇、 EGO3p・2、 EH50p.他と重複する。実測図を欠き詳細不明。 〔増改築〕記載が無い。 〔平面

形・規模〕東西径5.5m ±×南北径5.lm士の円形基調と思われる。 〔堆積土〕実測図を欠く。

残存しなかったか。 〔壁〕同前。 〔床面〕平坦で小ピット類が存在する。 〔柱穴等〕十分な深さ

をもつものはP.18のみであり、詳細不明という他はない。多くのピットの配置が外方の周溝に

沿うように分布する点を考慮すると、それらは内側の周溝の痕跡と見倣すべきかとも考えられ

る。 〔周港〕二重のものをもつ。外側のものは、周溝l・3・5であり、内側のそれは周溝2・

4と小ピット類である。巾0.2×深さ0.26へ0.06mの規模である。断続状況は重複のため不明。

〔炉〕記載が無い。これはEH50p,が、本遺構に後続する証佐かもしれれ、。 〔その他の施設〕

記載無く、存在しなかったか。 〔年代決定の資料〕良好なそれは得られなかった。
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後述のようにEH50p.からは大木8式類似(若干不明瞭だが、おそらくは大木8 b式期)の

土器を出土している。また周溝を2重に有する円形プランの竪穴住居跡は本遺跡では大木7 a

式期に属す可能性がある。以上のような事実と、既述のように本遺構が炉跡を欠失している事

実を総合すると、本遺構とEH50p.との間には明白な時間差があると判然しうる。より積極的

には本遺構に中期初という時期を想定しうることにもなる。粗製深鉢と思われるものの体部破

片lしか得ておらず、強弁は避けるが、一応上の時期を可能性の1つとしてあげておく。

① ⑥
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_ 一 一 /
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(①.②の可能性を示した。)

第20 C」27住居跡柱穴等配置模式図
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EG24住東西

屈 色 調 性 状拭 そ の 他 

a b ぐ d 

5YR%∴∴璃赤禍 ハミス若干.椙偉しめI用あI上ややかたい。 

7.5l′暗く 同 上 同 上 周∴∴∴∴上 

了.5l“郎清∴明∴褐 7.5YR%∴∴∴褐 

粘土航′、ミスなし、しか出納・炭化物若手 

性といこふI上がだい。 

ハミスなし言ん性なし,歓か〈′、サハサ 

層 色∴∴∴摺 性 状 そ∴∴の 他 

a b C d ぐ 

5l’R霊 嘱赤禍 しダ十川若干みI上やや硬い吉雄ややあI主 

へミス掴†千‥ クロボタブロ/ク昔干。 

2.5l’R労板暗水禍 しめI用あまI)小言 aよI)歓吉雄なし。 

10YⅣ米∴∴∴禍 しめI屈みI主∴頓、へ∴∴精確もI)。 

了.51’郎泌∴暗∴褐 しめI用少しゐI上やや頓、雄性ややみI上 ハミスプロ′ク.車上 

了.5l’蹄l 同 上∴∴∴同 上 同 上 クロボタブロノク着工 

17 (0・11) EIlOlf.p EIlO2p.
18 (0・08) 上端径 0.175±×? L28±×1.0±

19 (0・07) 下 ′I L03±×? 1.0±×0,9±

20 (0・15) 深さ 1.16± 0.52±-0.27±

21 (0.24)

(以上は深さ)

第3I図 EG24住居跡実測図
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第32図 EH50住居跡実測図

-
44
-



(b)諸ピット類

検出されたピット類は280以上と極めて多数にのぼる。以下にはその簡略な説明を行なうが、

それらは一応形態分類が施こされている。その基準を最初に示し、次に個別の説明を行なう。

(l)ピット類の形態分類

検出されたピット類(建物の柱穴その他と思われるものは除外する。語の本来的な意味、即

ち一定以上の規模を有し、小竪穴状に近いものである)を、その平面形態・縦断面形態他によっ

て分類する。ただし重複遺構にあっては、遺構個別の平面図、とりわけ新期のそれを欠く例が

多いこと、また遺構の土層断面図、あるいは個別の遺構断面図を欠く例が極めて多いこともあっ

て、すべての遺構についての正確な分類は行なえなかった。したがって分類は、実測図類が完

備された、極めて限定的な遺構中心に行なっており、それらを欠くものについては、その可能

性の指摘程度のことしか行なっていない○後者についてはタイプ名に疑問符を付して区別した。

以下にその基準を記す。

平面形態は大別して 竹)円形基調、 (口)楕円形基調、レ、長方形基調、臼その他(不整形が多い)

の4種となる。縦断面形態は、竹)壁がほぼ垂直に立ち上がり、円筒形をなすものと、壁下端部

のみが若干外方に張り出すものである。所謂ビーカー型に近い。 (口)口径より底径が大きく、壁

がオーバーハングし、天井部に近くなるもの。所謂フラスコ型に近い(これらには、その上位

に垂直に立ち上がる壁を有するものと、それを欠くもの、壁下端部が急激に外方に張り出すも

の、等の変化がありうるが、既述のような制約があり、区別しえなかった)。レ)壁はほぼ垂直に

立ち上がるが、浅く金ダライ的なもの、などに大別される。

付加構造的な面を見ると(イ)床面上に何ら施設を備えていないもの、 (口)床面中央に小規模な

穴をもつもの(考古学の慣用にしたがい、これらもピットと称し、 Pitl、 2などとした)。(滴

記の小六を複数個もつもの。臼溝状(周溝状のもの、分枝したもの等の数類型があるが一括し

た)のものをもつもの。 (内壁の補強的措置のあとをもつもの、などの種類がある。

以上のものを組みあわせると、第33図のような分類基準を設定できる。最後者の構造的側面

は、各形態にそれぞれ対応するものであるから、ここでは第二義的な項目として扱い、形態的

側面を主要な指標とした。

〔A〕平面形は円形基調で縦断面形が円筒形乃至ビーカー型に近い。底面その他の構造施設

で細分すると、

(A-1)特別な施設をもたず、ほぼ平坦な底面を示す。

(A-2)底面ほぼ中央に小穴1のみをもち、その他をもたない。
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(A鵜3)底面ほぼ中央のlと、壁際の2の小六計3がほぼ一線にならぶ。

(A-4)やや大きめ、不整形の穴乃至凹みを、やや壁寄りにもつ。

〔B〕平面形は楕円形基調で、縦断面形が円筒乃至ビーカー型に近い。同様に細分すると、

(B-1)壁際の底面に小穴1のみをもつ。

(B-2) (底面上に複数の小穴をもつものの中で)底面中央の1、壁際の各l-2の複数個

が、長軸方向にほぼ一線にならぶ配置をとる。小穴は7にのぼる例もある。

(B-3) (上と同様に複数個をもち)中央部の一列に加え、壁沿いにさらに複数個がならぶ。

(B鵜4) (同上)長軸方向に加え、短軸方向にも一列にならぶ。

(B」5) B葛-2以下の複数の小穴をもつものに、溝状のものも加えられる。溝には、一列

状の小穴を連語するかのように長軸方向にのびるものと、底面中央の小穴から十字型・ Y字型

に枝分れしたかのようなものの変異がある。

〔C〕平面形は長方形基調で断面形態が円筒形乃至ビーカー型に近い。同様に細分すると、

(C-1)床面上に何らの施設も無い。

(C-2)底面中央に小穴l (壁際にも伴う例もある)。のみをもつ。

(C-臆3)底面中央の小六lと壁際の複数個が長軸方向にならぶ。

(C「4) C「3にさらに溝状のものが加わる。中には各隅から中央にのびるものもある。

〔D〕平面形は円形基調、縦断面形が所謂フラスコ型のもの。同様に細分すると、

(D-1)底面上に何ら施設をもたない。

(D-2)底面ほぼ中央、あるいはややずれた位置に小穴1のみをもつ。

(D-3)底面中央に1、それ以外にlの2程度の小穴を有する。

(D-4)底内面には小穴をもたず、壁際の相対する位置に各1の小穴をもつ。

(D-5)底面中央にl、壁際に2他の複数の小六が一列にならぶ。

(D-6) D-2に同港状のものが加わる。

(D-7) D-5に三叉状に分枝する溝状のものが加わる。

(E)平面形は円形基調、あるいは不整形で深さは0.5m以下とかなり浅い。細分する。

(E-1)縦断面形が金ダライ型に近い。

(E-2)上が、フラスコ型風に張り出すもの。

なおEの分類基準は壁高を指標とした点で他と原則が異なっており、かつ、削平等で上半部

を失なった他のタイプを混じる可能性もあるが、一応設けた。
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本文中のタイプの記載は以上に拠っている。

(2)ピット類個別説明

以下に、ピット類の個別説明を行なう。記述項目は、 ①検出面(構築面) ②重複関係、 ③増

改築の事実の有無、 ④平面形、 ⑤縦断面形、 ⑥規模、 ⑦堆積土の状況、 ⑧床面の状況、 ⑨年代

決定の資料の順に配列してある。若干補足する。

①は、実測図中に明確に検出面を記してあるものについてはそれを記した。大半については

それを欠くので、遺構の占地位置と地形・土層図等を勘案して、可能性を記した。その場合K.

T.層(黒沢尻火山灰層)、 M.P.層(村崎野パミス層)の略号を用いた。

②は、先後関係を示す実測図類が具備されているものについては当然それから先後関係を判

断した。しかし、実測図が不明確・先後関係についての詳記を欠くもの・実測図を欠くものに

ついては出土遺物を資料とした。したがって、良好な遺物を欠くもの・同一時期の遺物を出土

したものについては、具体的先後関係を明らかにしえなかった。

③については、特記があれば、それに従ったが、大半はそれを欠いた。したがって、遺構の

遺存状況等を第一の基準としてそれを判断したものが多い。

④は、未完堀のもの、重複の甚しいものには疑問符を付した。便宜的に別掲のタイプをここ

に記した。

⑤は、完掘前の実測図を具備するものについてはそれに拠った。それを欠くものは完掘時の

状況に拠らざるをえなかった。この場合の信頼度は極めて低いことになる。しかし一応の資料

として、記録を欠くものには完掘時の遺構断面図を作成・提示した。便宣上、後掲の形態分類

をここに記した。

⑥は上端径(長径×短径) ・中端径(長径×短径) ・下端径(長径×短径) ・深さ(検出面から)

の順に話した。単位m (以下同じ)。なお、重複等により規模があいまいなものには数字の後

に土、十α等を付した。中端を欠くものは(×)の如くに記した。

⑦は、実測図を具備したものについては当然それを提示した。層中で、必ずしも自然堆積と

のみは解されない層(不自然層、ひいては人為的埋没層となる。後述。)にはスクリーントーン

を貼付した。そのような層の存在が若干の問題を提起すると考えられたからである。ただし堆

積土の上層断面図を欠くものが多かったので、それを必ずしも十分には行ないえなかった。

⑧は、床面に見られる何らかの施設(小穴・溝・粘土・礫・焼土・炭化物他)の存否と、遺

物の存否を記した。なお一部ではあるが、壁外周(遺構外)に分布する小穴などについてもこ

こで記したものがある。小六については、慣例上pit l ・2‥…・の如くに命名した。それらの

規模については別に(図中に)記した。

-
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⑨は、床面直上密着等のものを得た場合はその時代・時期を遺構のそれとした。埋土中一下

位出土のものの場合は、それらと同期か、それ以前とした。異なる時期の遺物が混在する場合

は、当然所期のそれをとった。なお多くの遺物には出土層位の明記を欠いたので、それらはす

べて壁土出土扱いとした。それらの中に、床面出土のものが存在する可能性は否定できず、ま

た、異なる遺物併存の場合に、古期のものが床面上から、所期のものが埋土中から出土してい

た可能性もまた大いにあるが、その間の区別はなしえない。違憾である。とりわけ既述の廃棄

上層の可能性の問題と関連させると、後者の峻別の必要性は極めて高いものがあるが、残念で

ある。

Aブロック(斜面下位・裾部分)ピット群(第34図)

実測図不備かつ遺物も見られないので、平面上の規模のみを図中に記すに留めた。

(調査地北端部の北面する斜面に位置するピット類であるが、遺構の深さの記入がなくかつ遺

物も残存しないので、平面的規模のみを図中に記すに留めた。)

Cブロック東北斜面下ピット群(第35-38図・図版12-16)

遺跡の東北辺を限る沢地形へ降りた斜面裾部に若干のピット群を検出した。それらのうち遺

物等の出土状況他に特異なもののみを記述し、それ以外のものは一覧表形式によって提示する

こととした(第10表)。

その中で遺物の良好な遺物の出土をみたものはCB53p.1である。その床面上に深鉢型土器

が横転位で位置したものである。中期(大木8 a式期)と思われる。

これらのものの縦断面形には金ダライ型・浅いフラスコ型等のものがあり、いずれも浅いも

のである。それが本来的な形状を示すか否かについては、遺構の所在位置上の特殊性もあり判

断できない。ただし、平坦面上にのる諸ピット群に比較し、小規模なものが多い点は特徴と見

徹してよいものであろう。したがって平坦面上のそれらとは別の性格のものである可能性もあ

ろう。それは斜面裾部という占地状況からも想定されることである。その立地は湿度を考慮し

ないものとは考えられず、その点では西日本における貯蔵穴と見徹される袋状ピット類の立地

に共通するものとも考えられる。本遺跡における類例は前期末に関連するものが多いと思われ

るが、立地の共通性には留意したい。その対象物の異同によって、その構築部位・占地にも異

同が生じる可能性があるとも考えられるのである。したがって、今後は立地に関係なくこの種

遺構を追求すべきことも求められよう。

Cブロック平坦面上のピット群

CB18f.p. (第39図・図版16) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕単期か。 〔平面形〕円形基調(若

干楕円形) 〔縦断面形〕完掘時はD-2である。 〔規模〕 (1.95×1.75) ・ (?) ・ (2.8×2.55) ・ (1.

葛-
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11±) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕大略平坦である。ほぼ中央にPitlが存在する。 〔床

面上の施設〕 pitl (0.38×0.3×0.25) 〔年代決定の資料〕遺構中出土と思われる土器・石器

群である。ただし、埴土出土と思われるものを二次的資料として用いる。中期初頭か、その前

後と思われる。

CD15f.p. (第39図・図版16) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕単期か。 〔平面形〕円形基調。 〔縦

断面形〕完掘時はD鵜2ではある。 〔規模〕 (2.35±×1.95±) ・ (×) ・ (2.3±2.2±) ・ (0.98へ0.

5±) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕ほぼ中央にpitlが存在し平坦である。 〔年代決定の

資料〕壁土中出土のものを二次的資料として活用する。大木7 a式期か、それ以降と思われる。

CD18f・P. (第39図・図版16) 〔検出面〕 K.T.層か。 〔重複〕単期か。 〔平面形〕円形基調。 〔縦

断面形〕完掘時は若干のフラスコ状を呈す。したがってD-6のタイプとした。〔規模〕(1.64±×

1・64) ・ (1・45±×1・45) ・ (1・65±×1.65±) ・ (0.92±) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕

中央にpit lが存在。壁直下全局に周溝状の溝がめぐる。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得てい

ない。

CI21 f・P.1 (第39図・図版17) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 CJ24住居跡の北壁部分と重複

する。実測図を欠くこと・相互に同時期の遺物を出土することなどから、明確な先後関係は指

摘できない。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕完掘時はD-2ではある。 〔規模〕 (1.55±×1.

15±) ・ (×) ・ (1・75±×l.8±) ・ (l.2±) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕ほぼ平坦であ

る。中央にpitlが存在する。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを二次的資料として用いる。大

木6式期か、それ以降の時期と思われる。

CI21f・P.2 (第40図・図版17) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕未完掘であるが、発掘部分にお

いてはその事実はない。 〔平面形〕未完堀のため詳細不明。円形乃至楕円形基調か。 〔縦断面形〕

完掘時は、所謂ビーカー型に近いのでA-3かB-2のいずれかのタイプとなろう。 〔規模〕

(2・3±×1・3±) ・ (×) ・ (2.25×1.2±) ・ (0.76へ0.43) 〔堆積土〕実測図を欠くが、別掲のよ

うな詳記がある。 「単層」なる特記の解釈のためには資料が不足しており、無理な判断は行なわ

ない。 〔床面〕大略平坦である。発掘調査部分にpitl ・ 2の2個の小穴があることからすると、

先にあげた2タイプのうちのB-2の可能性がより強いとも思われる。 〔年代決定の資料〕良好

なそれを欠くが、大木6式期前後の可能性をもつ。

CI24 f.p'1 (第41図・図版17) 〔検出面〕、 K.T.層中か。 〔重複〕 CJ27住居跡、 CI24f.p.2とそ

れぞれ重複する。記録を欠きさらに良好な遺物も得られておらず、先後関係は不明。 〔平面形〕

重複により詳細不明だが、楕円形基調か。 〔縦断面形〕未完堀であり、さらに記録を欠くことか

ら、詳細不明。ただしE-1的なものである可能性をもつ。 〔規模〕 (2.2±×1.6±) ・ (×) ・ (2.

1±×1・6±) ・ (0・7土へ0・4±) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕ほぼ平坦である。 pitlへ6
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までのものが存在するが、本道樺に確実に関連するものはpitl程度であろうか。その他のもの

は関係不明としておく。 〔年代決定の資料〕正確な遺物は得られなかった。周辺に分布する遺構

の年代を考慮すると、縄文時代中期前葉前後のものではあろうか。

C124f.p.2 (第41図・図版17) 〔検出面〕 lと同様にK.T.層中か。 〔重複〕 CI24f.p.1、 P.2と重複

するが、記録・良好な遺物の両者を欠き、先後関係不明。 〔平面形〕未完掘であるが、円形基調

ではあろう。 〔縦断面形〕完掘時はD-2である。 〔規模〕 (l.2±×?)・(×)・(1.6±×?)・

(1.21±) 〔堆積土〕実測図を欠く。 〔床面〕ほぼ平坦である。中央部にpitlがある。 〔年代決定

の資料〕正確なものは得られておらず不明である。周辺の遺構の年代を考慮すると、縄文中期

前葉前後の可能性がある。

Ci27 f.p.1 (第40図・図版7) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 CI27f.p・2、 CI30f.p・、 CJ27住

居跡と重複するが、記録を欠き詳細不明。出土遺物からみると、 CJ27住居跡には先行しよう。

その他とは不明である。 〔平面形〕未完掘であるが、円形基調のものではあろう。 〔縦断面形〕

完掘時はD-1である。〔規模〕(l.1±×2). (0.9±×?). (l・35±×?). (0・96±)〔堆積土〕

実測図を欠き不明。 〔床面〕大略平坦である。西南部壁際に礫群が存在する。特記を欠き性格不

明であるが、人為的なものとすると、壁の補強措置的意味をもつ可能性がある。 〔年代決定の資

料〕埋土出土と思われるものを二次的に用いると大木7 a式期か、それに後続する時期であろ

ci27 f,P.2 (第40図・図版18) 〔検出面〕 K・T・層か。 〔重複〕 CI27f.p・1、 CI30f.p.、 CJ27住居

跡と重複する。記録を欠き詳細な先後関係は不明○遺物を見ると、少なくともCJ27住居跡には

先行する。 CI30とは、同時期のものを出土することから、具体的先後関係は不明。 〔平面形〕

実測図未完のために正確は期しがたいが、円形基調の仲間には入ると思われる。 〔縦断面形〕完

掘時はD-2ではある。 〔規模〕 (l.85±×1.35±)・ (l.8±×1.55±)・(2・15±×1・9±)・ (0・

97±) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕大略平坦といえる。ほぼ中央にpitlが存在する。

他に北部壁際に土器3個体が存在する。埋置他の措置がとられたか否かについての記載は無く、

不明である。 〔年代決定の資料〕上記の床面土出土の土器群である。大木6式期か、それ以降の

時期と思われる。

CI30 f.p. (第40図・図版17) 〔検出面〕 K・T・層中か。 〔重複〕 CI27f.p・1、 2、 CJ27住居跡と重

複する。記録を欠き、明確な先後関係不明であるが、出土遺物からすると、少なくともCJ27住

居跡とCI27f.p.1には先行する。 〔平面形〕未完掘であるが、円形基調であろう。 〔縦断面形〕

完掘時はE-1的ではある。 〔規模〕 (l.9±×?).(×).(l.7±×?).(0.67±) 〔堆積土〕実

測図を欠き詳細不明。 〔床面〕大略平坦であるのみ。ただし、西部壁際に小礫1がある。これも

先と同様に人為的なものとすれば、壁の補強的な措置の可能性がある。 〔年代決定の資料〕壁土

-
52
喜



出土と思われるものを二次的に用いると大木6式期か、それに後続する時期と思われる。

CJ24 p. (第40図・図版17) 〔検出面〕 CJ24住居跡の床面即ちK.T.層中である。 〔重複〕 CJ24

住居と重複し、それに後続すると思われる。 〔平面形〕楕円形基調である。 〔縦断面形〕その本

来の上半部を欠くが、 B-4の仲間と思われる。 〔規模〕 (1.75±×l.4±) ・ (×) ・ (1.52±×l.

15±) ・ (0.26+α) 〔堆積土〕際立って不自然な層は見られない。 〔床面〕ほぼ平坦である。中央

に1、東西南北の壁際に各1、計5のpitが存在し、 B-4の典型例とも見える。このような配

置は何らかの施設(たとえば上屋構造的な)を想定させるものである。なお壁にかかるpit 6

が、本遺構に伴うかについては疑問がある。 〔年代決定の資料〕大木7 b式期とも思われる資料

を得た。

CJ30f.p. (第41図・図版18) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 CJ24住居跡と重複。記録を欠き

先後関係不明。出土土器の比較によっても明確な先後関係は見出しえない。 〔平面形〕長楕円形

乃至隅丸長方形。 〔縦断面形〕完掘時はC-2と思われる。 〔規模〕 (3.8×1.8) ・ (3.75±×l.

65±) ・ (3.55×1.6) ・ (0.72十α) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕ほぼ平坦である。中央

附近にpitlが存在する他の特記事項はない。なお壁外周にpit2-4が存在する。特記がないの

で詳細不明だが、本遺構に伴うものであるとすれば、何らかの施設(上屋構造)に関連しよう。

しかし別掲のとおり、その深さにはばらつきが目立つので、強弁は避けておく。 〔年代決定の資

料〕埴土出土と思われるものを二次的に用いる。写真によると、壁土中一下位(本来的遺構に

おける)に土器の集中する面があるともみられる。大木6式期か、その前後と思われる縄文土

器多数、同石器多数を得た。

DA15 f.p. (第42図・図版19) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 CI21住居跡、 CI21溝状遺構と

重複する。前者とは、実測図不鮮明につき若干疑問があるが、それに後続すると思われる。後

者には先行する。 〔平面形〕南北長の楕円形。 〔縦断面形〕 B-3の典型例である。 〔規模〕 (2.

6±×2.2±) ・ (×) ・ (2.5±×2.3±) ・ (1.25±) 〔堆積土〕顕著な異常は認められない。 〔床面〕

大略平坦面をなす。床面中央に1、北一北東部に7、南東部にlの小ピット類が分布する。一

定以上の深さを有するpitlへ5、 9などは、何らかの付加施設の可能性がある。とりわけpitl

へ3は長軸方向に一線にならぶ。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に用いる

と大木6式期か、それ以降の時期と思われる。

DA24 p. (第42図・図版19) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 CJ24住居跡と重複するが、実測

図を欠き、先後関係不明。 〔平面形〕東西長の楕円形。 〔縦断面形〕完掘時は中段を有するビー

カー型に近く、 B-1の仲間であろう。 〔規模〕 (2.45±×l.45±)・ (2.2±×1.2±)・ (2.1±×

1.28±) ・ (1.03±) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。写真によると、壁土中一上位に土器が多数見

られ、またその上位にパミス層と思われるものも見える。したがって、人為的な廃棄が行なわ
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れた可能性がある。 〔床面〕ほぼ平坦であり、西北隅にpit lが存在するのみである。 〔年代決定

の資料〕壁土出土のものを二次的資料として用いる。大木6式期か、それ以降のものと思われ

る。

DB12 f.p.1 (43図・図版19) 〔検出面〕 K.T.層中である。 〔重複〕 DB12f.p. 2に重複しそれ

に後続する。ただし断面図と平面図とがまったく一致せず、疑問がある。 〔平面形〕楕円形基調。

〔縦断面形〕東・西・南壁はビーカー型、北壁のみがフラスコ型なる実測図の表現である。こ

れも疑問であるが、一応B-5の仲間としておく。 〔規模〕 (2.3±×1.85±)・(×).・(2.

05±×?) ・ (0.88±へ?) 〔堆積土〕一様な堆積状況であり、判断を下しかねる。 〔床面〕 pitl

-3が東西方向に一線にならぶ。南壁直下が階段状になり、そこに貼り床的措置が施こされて

いるらしい。 〔年代決定の資料〕 DB12f.p.とのみ記してあり、 Noが付されていないのT,遺物

の特定はできない。大木1式・ 6式・大木7a式へ7b式相当の諸破片が見られる。

DB12 f.p.2 (第43図・図版19) 〔検出面〕 K.T.層中である。 〔重複〕 DB12 f.p.1、 CI21溝状遺

構と重複する。後者に先行する。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形態〕 D」2タイプの典型例で

ある。 〔規模〕 (?)・(×)・(l.6±×?)・(0.97±へ?) 〔堆積土〕一様な堆積状況を示す。そ

の性格は判断しがたい。炭化物の混入状況からすると、堆積過程にそれほど長い時間を想定さ

せない。 〔床面〕中央やや南寄りにpitlが存在する程度である。 〔年代決定の資料〕 DB12 f.p.1

で述べたとおりである。

DB15f.p. (第43図・図版19) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕その事実は無いと思われる。た

だしpit4.5に疑問がある。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕完掘時はD-5と思われる。 〔規

模〕 (1.8±×1.8±) ・ (1.67±×1.67) ・ (2.05±1.95±) ・ (l.02±一0.95±)、 〔堆積土〕記録を

欠き不明。写真の記録はあるが、詳細不明である。 〔床面〕ほぼ平坦である。 pitl ・ 3 ・ 8が、

SWへNE方向に一線にならんで分布する。その他にpit2がある。なお壁外周にpit4. 5があ

る。 Pitl. 4. 5らも一線にならぶ。 Pit4. 5がこの遺構に組みあうか否かについては正確な

記録を欠き不明である。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを二次的資料として活用する。大木

6式期か、それ以降の時期と思われる。

DB18f.p. (第42図・図版19) 〔検出面〕 K.T.層か。 〔重複〕 DA24住居跡、 DBlOl他と重複す

る。前者に先行し、後者とは、語録を欠き先後関係不明。 〔平面形〕現状は楕円形的であるが、

本来的には円形基調と思われる。 〔縦断面形〕完掘時はD臆7の典型例となる。 〔規模〕 (2.4±×

1.3±) ・ (2.0±1.5±) ・ (2.6±×2.4±) ・ (l.45±) 〔堆積土〕実測図を欠く。写真は存在する

が、一様な堆積状況の一部を見せるにすぎない。 〔床面〕ほぼ平坦である。中央と、東西端部に

それぞれピットが一線にならぶ。他にpitlから南へ溝状のものが延び、南壁際で三分枝する。

壁直下の数個所に礫が分布する。特記は無ぐ性格不明だが、壁の補強的措置の可能性がある。

-
54
-



〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に用いると、大木6式期か、それ以降の

時期と思われる。

DB21 f.p. (第44図・図版20) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DA24住居跡、 DB101他と重複

する。前者に先行し、後者とは記録を欠き先後関係不明。なおpit2・ 3は詳記が無く詳細不明。

本遺構と組みあうと仮定すると、何らかの施設(上屋構造関連)の可能性もあろう。 〔平面形〕

円形基調。〔縦断面形〕中段を有するフラスコ型であり、D-2の典型例である。〔規模〕 (1.2±×

1.2) ・ (×) ・ (2.3±×2.3±) ・ (1.35±一l.6±) 〔堆積土〕パミスが多いとされる⑤の存在は異

常であり、人為的な土砂投棄があったと考えられる。 〔床面〕ほぼ平坦であり、かつほぼ中央部

にpitlがある。また壁直下の各所に礫も分布する。これらの性格については詳記も無く不明だ

が、補強的措置に関連する可能性がある。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを二次的資料とし

て用いる。大木6式期かそれ以降の時期と思われる。

DB24f.p. (第44図・図版20) 〔検出面〕 K,T.層中か。 〔重複〕 CI21住居跡かあるいはCJ24住

居跡と重複するが、記録を欠き、かつ出土遺物に時期差を見出しえない故に、先後関係不明。

〔平面形〕円形基調か。 〔縦断面形〕D-5タイプの典型例である。 〔規模〕 (2.4±×?) ・ (×) ・

(2.8±×2.55) ・ (1.3±) 〔堆積土〕自然堆積と思われるが、 ④の焼土は「固い」と註記されて

おり、所謂現地性焼土の可能性もあろう。また、遺物も集中しているかのようである。したがっ

て、土器の投棄の行為の存在と大半が埋没した段階での二次的利用(転用)に供された可能性

がある。 〔床面〕ほぼ平坦である。中央にpitl、北壁際に2 ・ 3、南壁際に4 ・ 5が、束壁際

に5が分布。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に用いると、大木6式期か、

それ以降と思われる。

DB30 f.p. (第45図・図版20) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 CJ24住居跡と重複する。記録

を欠き、かつ出土遺物に時期的差異を見出しえない故に、先後関係不明。 〔平面形〕南北に長い

楕円形である。 〔縦断面形〕完掘時はB-2の仲間である。 〔規模〕 (2.55±×l.85±) ・ (×) ・

(2.4±×2.0±) ・ (1.23±) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕ほぼ平坦である。中央にl、

北部に2、南東部にlのピットが存在する。他に西南部床面上に土器破片が存在する。 〔年代決

定の資料〕上述の土器である。大木6式期か、それ以降の時期である。

DBlOl・ 102・103 (第45図)実測図類不備につき、一覧表形式のまとめとした。

DC24遺構(第46図)特記事項が少ないので、表によっての記述とする。

DClOlピット群(第46図)特記事項が少ないので、一覧表形式で提示するととどめた。

DD15f.p. (第47図・図版20) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕単期か。 〔平面形〕円形基調。 〔縦

断面形〕完掘時はビーカー型に近く、A-2タイプの仲間と見徹した。〔規模〕 (2.4±×2.3±) ・

(×) ・ (1.85±×l.72±) ・ (0.94±一0.91±) 〔堆積土〕記録を欠き詳細不明。 〔床面〕ほぼ中
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央にpitlが存在し、その東隣に植物種実(シソ)が分布するo pit2.3には「上端から摺り込

まれている」との詳記がある。この詳記のみではその性格は明らかにはならない。二者が本遺

構に組みあわさる可能性(その場合はA-3タイプとなる)と、先後関係をもつ可能性の両様

がある。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを二次的資料として活用する。大木6式期か、それ

以降と思われる。

DE.DFピット群〔第48図〕詳細不明のピットが多いので、一覧表で示すにとどめた。ただしDF24

f.p.、 DF21 p.1の二者のみ説明を行なう。

DE24f.p. (第47図〕 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DE24溝状遺構に先行する。 〔平面形〕円

形基調。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と思われD-3の仲間であろう。 〔規模〕 (l.9±×1.

75±) (1・7±×1・65±) ・ (2.1±×2.05±) ・ (1.04±-0.93±) 〔堆積土〕記録を欠き詳細不明。

〔床面〕中央やや南寄りにpitl、その内部及び西にpit2. 3が、南壁直下にpit4がそれぞれ分

布する。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを二次的資料として用いる。大木7 a式期か、その

前後と思われる。

DF21 p.1 (第47図) 〔検出画一重複〕までの項目はDF24f.p.に同じである。 〔平面形〕不整形

である。重複の結果の可能性もあるが、不明。 〔縦断面形〕完掘時は少なくともEの仲間(E葛1

か)ではある。 〔規模〕 (1.6±×1.5±)・(×)・(1.25±×l.15±)・(0.3±一?) 〔堆積土〕記

録を欠き不明。 〔床面〕 pit lへ3が床面に、壁面にpit4. 5がある。他に壁外周にpit 6. 7

が分布する。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを二次的資料として用いる。大木7 a式期か、

それ以降と思われる。

DG12f.p. (第50図) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DE18住居跡と重複するが、記録を欠き、

かつ遺物に時期差を見出しえない故に、先後関係不明。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕完掘

時はフラスコ型と思われ、 D-2の典型例であろう。 〔規模〕 (2.32±×1.95±) ・ (1.87±×1.

7±) ・ (2.15±×2.0±) ・ (1.19±一0.81±) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕ほぼ平坦で、

中央にpitlが存在するのみである。なお壁外にpit2-5が存在し、 5以外はかなり深い。何ら

かの遺構に関連しょうが、詳細不明である。 〔年代決定の資料〕埋土出土と思われるものを二次

的に用いると大木7 a式期か、それ以降と思われる。

DG18f.p. (第50図) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕特記はなく、単期か。 〔平面形〕円形基調

か。ただし底面は南北長の楕円形に近い。 〔縦断面形態〕完掘時は中段をもつフラスコ型と思わ

れ、 D-2であろう。 〔規模〕 (2.12±×l.8±)・(1.8±×1.65±)・(2.25±×1.98±)・(1.

28±×1・09±) 〔堆積土〕記録を欠き詳細不明。 〔床面〕ほぼ平坦である。中央にpit lと、その

西に土器片が分布する。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に用いると大木7

a式期かその新しい時期と思われる。
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DHO6f.p. (第50図・図版21) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕単期か。 〔平面形〕東西長の長

方形であろう。 〔縦断面形〕ビーカー型に近く、典型的なC-3タイプである。 〔規模〕 (2.53±×

1.54) ・ (×) ・ (2.22±×1.3±) ・ (1.0±̃0.79±) 〔堆積土〕⑥層の性状や、水平位に近い堆積

状況は自然堆積以外の人為的措置の反映をうかがわせる。 〔床面〕ほぼ平坦でpit lへ5が、

長軸方向に一線にならぶ。東西端のピットの間隔が狭くなる。 〔年代決定の資料〕良好なものを

欠くが、大木6式期前後のものではあろう。

DHO9f.p. (第51図) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕特記は無く、単期か。 〔平面形〕円形基調

か。 〔縦断面形〕壁下端部が急激に外方に張り出す、所謂袋状に近いが、一応D臆3タイプの仲

間とした。〔規模〕(1.73±×l.68±). (1.56±×1.3±). (l.82±×l.58±) ・ (0.77±へ0.68±)

〔堆積土〕極端な水平位の堆積状況は不自然であろう。 〔床面〕ほぼ平坦である。中央やや東寄

りにpitl 、西北部壁際にpit2が存在する。 〔年代決定の資料〕埋土中̃下位出土のものを援用す

ると、大木7a式期か、その新しい部分と思われる。

DH.DIピット群(第51図)特記事項が少ないので、一覧表形式とした。大部分はEの仲間であ

ろう。

DH15 f.p.1 (第52図・図版21) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DH18 p、 DH15 f.p.3他と重

複するが、記録を欠く。遺物からみると、 DH18f.p.3には先行する可能性があり、その他とは

不明である。なおDH18住居跡とも重複し、それに先行する。 〔平面形〕重複のため不明だが、

楕円形基調か。 〔縦断面形〕重複で詳細不明だが、 A-2の仲間ではあろう。 〔規模〕 (1.25±×

1.2±)・ (×) ・ (l.15±×1.0±) ・ (0.66±-0.48±) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕ほぼ

平坦で中央にpitl、北東位にpit2. 3.西南壁直下にpit4が分布する。他に東南堂外にpit5

がある。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを二次的資料として採用すると、大木6式一7 a式

期か、それ以降と思われるが確言できない。

DH15 f.p.2 (第52図)一覧表形式にした。時期は不明である。

DH15f.p.3 (第52図・図版21) 〔検出面〕 K.T.層か。 〔重複〕 DH18住居跡・DH15f.p.l、 DH15

p.2他と重複する。 DH18住居跡に先行、 DH15 f.p.1後続し、その他とは不明。 〔平面形〕円

形基調か。〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と思われD鵜3の仲間とみなした。 〔規模〕 (2.15±×

1.65±) ・ (×) ・ (2.0±×1.75±) ・ (0.82±一0.69±) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕中

央にpitlと、そこから西南方へのびる溝がある。Pitlは方形基調ともみえる。他に壁外にpitA・

B・ Cがある。共伴関係不明だが、ここに記す。 Cはかなり深いが、具体的には性格不明であ

る。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に用いると、 7 a式期か、それ以降と

思われる。

DH18p. (第52図)特徴を欠く故に、一覧表にまとめた。
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DH24 f.p. (第51図・図版21) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DG24住居跡、 DG24溝状遺構

と重複し、両者に先行する。ただし、実測図を欠き、遺物からの判断である。 〔平面形〕円形基

調。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と思われD-3とした。 〔規模〕 (l.95±×l.95±) ・ (×) ・

(2.2±×2.1±) ・ (l.11̃0.6) 〔堆積土〕記録を欠き詳細不明。 〔床面〕ほぼ平坦であり、中央

にpitl. 2が、南北方向に隣接する。 〔年代決定の資料〕良好な資料を得られないが、縄文時代

のものではあろう。

DH50f.p. (第53図・図版21) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕その事実は無いと思わ、れる。た

だし、 PitAとの間にその可能性があるが如くにも見えるが、記録を欠き詳細不明。 〔平面形〕

東西長の楕円形基調か。 〔縦断面形〕軽いフラスコ型かと見えるが、 B臆2とした。 〔規模〕 (2.

15±×1.6±) ・ (1.85±×1.2±) ・ (1.9±×1.85) ・ (0.89±へ0.76±) 〔堆積土〕自然堆積と考

えられる。 〔床面〕床面中央にpitl、東西両端にpit2.3があり、一線にならぶ。他にpit4も

ある。なお壁外のpit5-16も便宜上ここにまとめた。これらの具体的機能は不明である。 〔年代

決定の資料〕埴土出土のものを二次的資料に採用すると、大木7 a式期かそれ以降と思われる。

DH53 Pl.P2.その周辺のピット群(第54図)一覧表形式にまとめた。

DHlOl他も同様とした。 (第55図)

D103f.p. (第56図・図版22) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕特記は無く、単期か。 〔平面形〕

円形基調か。 〔縦断面形〕中段をもつフラスコ型で、 D-3の典型例である。 〔規模〕 (2.2±×

1.9±) ・ (1.85±×1.5±) ・ (1.93±×1.73±) ・ (1.09土へ0.97±) (堆積土〕自然堆積と思われ

る。 〔床面〕中央にpitl、西壁直下にpit2が分布する。他に若干床面から上位に縄文土器片が

出土した。なお壁外のピット類もここにまとめた。さらに東隣の焼土1も同様である。いずれ

も記録を欠き、詳細不明である。 〔年代決定の資料〕埋土出土と思われるものを二次的に用いる

と7 a式期か、その新しい部分と思われる。

D156 p.、 DJ59 p.他(第60図)一覧表形式にかえた。

DilOl他(第63図)すべて一覧表形式とした。

D162f.p. (第61図・図版22) 〔検出面〕 K.T.層中である。 〔重複〕特記は無く単期か。 〔平面形〕

円形基調。 〔縦断面形〕中段を有するフラスコ型で、 D-1の典型例である。 〔規模〕 (1.9±×

1.9±) ・ (?) ・ (2.05±×1.05±) ・ (1.42±一1.18±) 〔堆積土〕 (①のあり方は不自然であり、

人為を感じさせる。 〔床面〕 M.P.層中につくられ、ほぼ平坦である。 〔年代決定の資料〕壁土下

位出土のものを採用すると、大木6式期か、それ以降と思われる。

Di65P.1、 D162p.2 (第58.59図)特記事項を欠くので、一覧表形式で提示する。前者は、大

木7 a式期か、その新しい部分である。

DI21、ピット群(第6lへ62図)すべて一覧表形式にかえた。

-
58
-



D106p. (第57図・図版22) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕特記は無く、単期か。 〔平面形〕長

方形基調。 〔縦断面形〕ビーカー型に近く、 C-4の仲間であろう。 〔規模〕 (3.18±×1.95±) ・

(×) ・ (2.78±×1.65±) 〔堆積土〕③のあり方は不自然であろう。 〔床面〕長軸方向にpitlへ7

が一線にならぶ。さらにpit2 ・ 5から各隅にむかい溝状のものがのびる。他に一部の壁直下に

礫が分布する。性格についての特記は無い。 〔年代決定の.資料〕壁土中一下位出土のものを援用

すると、 7a式期か、それ以降と思われる。

DIO9p. (第56図・図版22) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DI12住居跡とは記録を欠き先後関

係不明。 CI21溝状遺構に先行。 〔平面形〕長方形基調。 〔縦断面形〕ビーカー型でありC-2の

仲間とした。〔規模〕〔(2.46±×1.77±) ・ (×) ・ (2.12±×1.5±) ・ (1.11±一0.45±) 〔堆積土〕

自然堆積と思われる。 〔床面〕中央にpitl、南東壁際にpit2がある。他に外周にpit3. 4があ

る。後二者の性格は記録を欠き不明。 〔年代決定の資料〕壁土中一上位出土のものを援用すると、

大木7 a式期かそれ以降と思われる。

DJO9f・P. (第64図・図版23) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EAO9pに後続し、 CI21溝状遺

構には先行する。 DI21住居跡とは記録を欠き先後関係不明。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕

中段をもたないフラスコ型で、 D-2タイプであろう。〔規模〕 (1.7±×?)・(×)・(2.45±×

2.05±). (1.17±へ?) 〔堆積土〕自然堆積と思われる。 〔床面〕中央にpitlがある。なおpit2

はレベルからして、 EAO9p.のものと見徹した。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを援用する

と、大木7a式期か、それ以降と思われる。

DJ12f.p. (第65図・図版23) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DI12住居跡に後続か。 〔平面形〕

円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D-1の仲間である。 〔規模〕 (1.17±×1.15±) ・

(×) ・ (1.75±×1.7±) ・ (0.8±へ0.59±) 〔堆積土〕詳記を欠くが㊤と遺物のあり方は不自然

と思われる。 〔床面〕南壁際にpitlがある他の特記事項は無い。 〔年代決定の資料〕壁土出土と

思われるものを二次的に用いると、大木7 a式期か、その前後と思われる。

DJ50p.1 (第65図・図版23) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕ほぼ単独で存在する。 Pit2. 3

としたものにその可能性があるが、記録を欠き不明。 〔平面形〕長方形基調。 〔縦断面形〕ビー

カー型でありC-2の仲間であろう。 〔規模〕 (2.5±×1.8±) ・ (2.35±×1.65±) ・ (2.38±×

1.6±). (0.965±̃?) 〔堆積土〕④のあり方は不自然と思われる。 〔床面〕中央にpit lと、南

北壁際に礫各1が分布する。 〔年代決定の資料〕壁土上位出土のものを援用すると、大木7 a式

期か、それ以降と思われる。

DJ50p.2 (第66図・図版23) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DJ50住居跡に先行すると思われ

る。 pit2とも可能性があるが、記録を欠き不明。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕浅く金ダラ

イ型であり、 E-1の仲間であろう。 〔規模〕 (1.55±×1.45±)・ (×)・ (l.4±×l.28±)・ (0.
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35±) 〔堆積土〕自然堆積か。 〔床面〕ほぼ平坦であり、西南壁際にpitlがある。 〔年代決定の資

料〕良好なそれは得られなかった。

DJ59f,P. (第67図・図版24) 〔検出面〕 K.T.層中である。 〔重複〕特記はなく、単期か。 〔平面

形〕円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型と思われ、 D-1の典型例。 〔規模〕 (2.6±×2.35±) ・

(×) ・ (2.2±×2.03±) ・ (l.2±一l.05±) 〔堆積土〕③のあり方は明らかに不自然であり、人

為と思われる。 〔床面〕平坦である。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを二次的資料として活

用すると、大木7b式期か、それ以降と思われる。

DJ68p. (第58図・図版24)一覧表形式とした。大木7 b式期か。

Eブロック

EA62p. (第73図・図版27) 〔検出面〕 K.T.層中(?)。 〔重複〕 EB62f.p.に先行か。 〔平面形〕長

方形乃至楕円形基調〔縦断面形〕その他としておく。断面図によると箱薬研的〔規模〕 (1.5±×

1・5) ・ (1・25±×0・95±) ・ (l.1±×0.6±) ・ (1.3±̃l.07±) 〔堆積土〕自然堆積か。 〔床面〕

完掘時のレベルと、土層断面図中のレベルに差があり、詳細不明、 〔年代決定の資料〕良好な資

料はないが、大木7 a式期か、それ以前の可能性をもつ

EB62f.p" (第73図・図版27) 〔検出面〕 K.T.層中(?)。 〔重複〕 EA62p.に後続か。 〔平面形〕円

形基調か。 〔縦断面形〕典型的D-2としておく。 〔規模〕 (2.6±×2.1±) ・ (1.75±×l.6±) ・

(2・3±×2・2±) ・ (l・27土へ1.04±) 〔堆積土〕㊥の性状は不自然であろう。 〔床面〕中央にp.

1があるのみ。 〔年代決定の資料〕出土層位の明記を欠くので二次的資料として活用すると、大

木7b式期か、その前後と思われる。

EAO3p.1 (第68・69図、図版25) 〔検出面〕 K・T.層中か。 〔重複〕 EAO3p.2、 f.p.3、 EBO6f.p.と

重複するが、実測図不明瞭のため、先後関係不明。前二者とは遺物に時期差は見出し得ないが、

最後者のそれよりは新しくなる。なお後述のように、調査途中の写真や、断面図等を見ると、

当遺構とされたものが、複数遺構からなる可能性もある。 〔平面形〕写真によると方形基調、実

測図では楕円形基調となるが、後者をとっておく。 〔縦断面形〕ビーカー型に近いA-2として

おく。 〔規模〕正確には決しがたい。深さは完掘前は0.7m前後あったらしい。 〔堆積土〕⑤のあ

り方は不自然とも思硝しる。 〔床面〕pitlがあるのみである。写真によると、複数ピットが存在

するようでもある。 lはかなり深いといえる。 〔年代決定の資料〕出土層位の明記を欠くので

二次的資料として活用する。大木8 b式期かそれ以降と思われる。

EAO3p.2 (第68.69図、図版25) 〔検出面〕 K・T・層中かo 〔重複〕 EAO3p.1、 f.p.3、 EBO6f.p.

と重複。前二者とは実測図不備と、遺物に時期差を見出しえないことから先後関係不明。最後

者とも同様である。ただし、遺物的には、本遺構が、後続する。 〔平面形〕楕円形基調。 〔縦断

面形〕ビーカー型か、それに近いフラスコ型と思われるが、 B-2の仲間としておく。 〔規模〕
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(3.0+α×2.4十α) ・ (×) ・ (3.0十α×1.85±) ・ (0.84±) 〔堆積土〕⑤のあり方は不自然と思

われる。 〔床面〕中央南北一列にp l-6が存在。 p. 5の西に礫が分布。 〔年代決定の資料〕壁

土出土のものを二次的資料として活用すると大木7 b式期かそれ以降と思われる。

EAO3f.p.3 (第68. 69図、図版25) 〔検出画〕 K.T.層.中か。 〔重複〕-EAO3p.1、 P.2と重複。記

録を欠くが、遺物からすると両者に後続か。 〔平面形〕楕円形。 〔縦断面形〕フラスコ型で、若

干疑問はあるがD-3の仲間とする。〔規模〕 (2.15±×1.85±) ・ (×) ・ (2.4±×1.95±) ・ (l.

26±へ1.19±) 〔堆積土〕 (∋のあり方はやや異常と思われる。 〔床面〕中央にp. 1があるのみ。

西壁上のp. 2も便宜上ここに記す。 〔年代決定の資料〕出土層位の明記を欠くので、二次的資

料として活用する。大木8 b式期か、それ以降と思われる。

EAO9 p. (第64図・図版23) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DJO9f.p.とCI21溝状遺構に先行

する。 DI12住居跡とは、記録を欠き不明。 〔平面形〕楕円形基調。 〔縦断面形〕ビーカー型に近

くB-5タイプの仲間とした。 〔規模〕 (2.8±×1.85±)・ (×)・ (2.55±×1.55±)・ (0.83±

̃?) 〔堆積土〕まったくの単一層であるらしく、若干不自然とも思えるが、特記無く、判断し

がたい。 〔床面〕長軸方向に、中央1線にピット5がならぶ。またpitlから三方向に溝状のもの

がのびる。 〔年代決定の資料〕壁土下位出土のものを援用すると、大木7 a式期と思われる。

EA15 f,P.1 (第70図・図版26) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EA15 f.p.2重複するが、実測

図不備につき先後関係不明。遺物面ではそれに後続。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕フラス

コ型となり、 D-1の仲間であろう。 〔規模〕 (1.95±×1.95±)・(×)・(1.9±×l.9±)・(0.

78土へ0.6±) 〔堆積土〕水平位に近い堆積状況は不自然と思われる。 〔床面〕重複のため詳細不

明。 〔年代決定の資料〕壁土出土とされるものを二次的資料に用いると、大木8 b式期か、それ

以降である。

EA15f.p.2 (第70図・図版26) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EA15f.p.1と重複するが、実測

図不備にて、先後関係不明。それに先行するとも読みとれる。遺物面の差もあいまい。 〔平面形〕

楕円形基調。〔縦断面形〕フラスコ型であり、B-3の仲間とした。〔規模〕(2.35±×?) ・ (×) ・

(2.2±×l.7±) ・ (1.14±×0.88±) 〔堆積土〕 (①・(∋のあり方はかなり不自然である。 〔床面〕

p. lへ3が長軸方向に一線にならぶ。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次資料

として用いると、大木7bへ8a式期か、それ以降と思われる。

EA18f.p. (第70図・図版26) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 DJ21住居跡に先行しよう。 〔平

面形〕円形基調。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型であり、 D-2の仲間であろう。 〔規模〕 (1.

75±×l.7±) ・ (×) ・ (2.1±×2.05±) ・ (0.88土へ0.52±) 〔堆積土〕記録を欠き詳細不明。 〔床

面〕中央にp. 1があるのみ。 〔年代決定の資料〕埋土出土のものを二次的資料として大木8 b

式期か、それ以降と思われる。

一 61一



EA21 f・P. (第71図・図版26) 〔検出面〕 K.T.層中である。 〔重複〕 DJ27住居跡に先行する。

〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕典型的フラスコ型であり、 D-3である。 〔規模〕 (1.9±×

l.4±)・ (×) ・ (1.9±×1.9±) ・ (0.95±) 〔堆積土〕 ⑤のあり方は極めて不自然であり、人為

的である。 〔床面〕西半にp. 1・2があるのみである。 〔年代決定の資料〕培土出土のものを二

次的資料として用いると、大木7b̃8a式期か、それ以降と思われる。

EA27ピット群(第75図)特記事項が少ないので、一覧表にまとめた。

EA50 f.p.1 (第71図・図版26) 〔検出面〕 K.T.層か。 〔重複〕 DJ50住居跡に先行し、 EA50 f.

p.2に先行するか(実測図不明瞭のため、やや疑問ある)。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕ビー

カー型に近く、 A-1と思われる。 〔堆積土〕自然堆積と思われる。 〔床面〕重複のため、詳細

不明。 〔年代決定の資料〕埋土出土のものを二次的資料に用いると、大木7 b式以降のものと考

えられる。 〔規模〕 (2.4±×?)・(×)・(2.35±×?)・(0.55±へ0.41±)

EA50f.p.2 (第71図・図版26) 〔検出面〕 K・T・層中か○ 〔重複〕 DJ50住居跡、 EA50f.p.1に先

行する。ただし、実測図は不明瞭で疑問は残る。 〔平面形〕円形基調〔縦断面形〕フラスコ型

であり、 D‾lであろうo 〔規模〕 (1・6±×?).(×).(1.9±×l.8±).(0.77±一) 〔堆積土〕

重複で判然としか)が、自然堆積か。 〔床面〕南壁際に縄文土器が分布し、さらにほぼ中央に焼

土がある。詳記を欠くので後者の性格等は不明である。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを

二次的資料に用いると、大木8 b式期か。それ以降と思われる。

EA59f.p. (第72図・図版27) 〔検出面〕 K.T.層中である。 〔重複〕単独で存在する。 〔平面形〕

円形基調。 〔縦断面形〕ビーカー型に近いフラスコ型と見徹し、 D-6とした。 〔規模〕 (3.0±×

3・05±) ・ (2・75±×2.5±) ・ (2.8±2.6±) ・ (l.14±へ0.91±) 〔堆積土〕 ①の存在は不自然と

思われる。 〔床面〕 M.P.層中に営なまれる。ほぼ中央にP.1. 2、東北部壁直下に溝状のP.

3・4が存在する。 〔年代決定の資料〕埴土下位出土のものを採用すると、大木7 b式期か、そ

れ以降と考えられる。

EA65 P"2 (第74図・図版27) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EA68 f.p.と重複するが、実測図

を欠き、先後関係不明。遺物の時期にも顕著な差は無い。 〔平面形〕底面については長方形。開

口部は不明。 〔縦断面形〕C-2の仲間としておく。〔規模〕 (?).(?).(1.18±×0.6±)・(1.

25±) 〔堆積土〕記録を欠き詳細不明。 〔床面〕 M.P.層中に営なまれている。中央にp.1があ

るのみ。 〔年代決定の資料〕埋土出土のものを二次的資料として用いると、大木6式期か、それ

以降と思われる。

EA68f・P. (第74図・図版27) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EA65p.2と重複するが、記録を欠

く。遺物面では顕著な時間差は見出しえない。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕ビーカー型に

近いが、フラスコ刺と思われ、 D喜2の仲間であろう。 〔規模〕 (3.1±×2.7±)・(×)・ (2.4±
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2.45±) ・ (1.03±×0.87) 〔堆積土〕自然堆積と思われる。 〔床面〕M.P.層中に営なまれている。

中央にp. 1がある他は、特記事項無し。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的

資料として用いると、大木6式期かそれ以降と思われる。

EBO3f.p. (第76図・図版28) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕ほぼ単独に存在するが、 P. 4と

は可能性がある。記録を欠き詳細不明。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕中段をもつフラスコ

型であり、 D-2の仲間であろう。 〔規模〕 (2.15±×2.1±)・ (×)・ (2.05±×2.05±)・ (0.

77±×0.67±) 〔堆積土〕 ④の性状・堆積状況は異常と思われる。 〔床面〕中央やや北東寄りに

p.1、東南部にp.2 ・ 3が存在する。なお壁外周のp.4 ・ 5も便宜上ここに記した。本遺構

との先後関係の有無は不明。 〔年代決定の資料〕壁土出土の資料を援用すると、大木7 b式期か、

それ以降と考えられる。

EBO6f.p. (第68.69図、図版25) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EAO3 P. 1, 2に重複し、

両者に先行か。実測図不明瞭のため断言できない。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕ビーカー

型と思われA-2とした。〔規模〕 (2.0±×1.8±) ・ (×) ・ (1.6±×1.5±) ・ (1.32±へ1.05±)

〔堆積土〕 ③の存在はやや不自然と思われる。 〔床面〕中央にp.1、北に2 ・ 3が存在する。

西部壁外周に円礫と、東西部にEBO6焼土が分布する。相互の関係は不明である。

〔年代決定の資料〕壁土出土のものを二次的資料として用いると大木7 a式期か、その前後と

思われる。

EBO9 f.p.1 (第76図・図版28) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EA12住居跡に先行する。 〔平

面形〕円形基調。〔縦断面形〕フラスコ型であり、D-4とした。〔規模〕(2.4±×2.15±) ・ (×) ・

(2.25±×2.05±) ・ (0.69±×0.35±) 〔堆積土〕 ⑥・③の性状は不自然であり、人為的措置の

反映を思わせる。 〔床面〕北西・南東端部にp. 1 ・ 2が存在する。 〔年代決定の資料〕埋土出土

とされるものを二次的資料として援用すると、大木7 a式期か、それ以降と思われる。

EBO9f.p.2 (第7 7図・図版28) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EA12住居跡に先行する。 〔平

面形〕やや楕円形がかった円形基調。 〔縦断面形〕ビーカー型に近いが、フラスコ型と見徹し、

D-2の仲間とした。 〔規模〕 (2.35±×1.9±) ・ (×) ・ (2.05±×1.75±) ・ (0.88±へ0.8±)

〔堆積土〕堆積状況は自然的なものを思わせるが、性状は不自然である。 〔床面〕中央やや東寄

りにp. 1が存在する程度である。 〔年代決定の資料〕壁土下位出土のものを用いると、大木7

a式期か、それ以降と思われる。

EB12f.p. (第78図・図版29) 〔検出面〕 K.T.層中である。 〔重複〕 EA12住居跡、 EB12p・に先

行し、 EB15f.p.に後続。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕上半部を欠くが、フラスコ型と思わ

れ、 D-2の仲間である。 〔規模〕 (l.5±×?)・(×)・(2.2±×2.2±)・(0.71±へ?) 〔堆積

土〕上半部を欠き詳細不明。 〔床面〕東寄りにp.1、西壁際にp.2 ・ 3が存在するが、 p・3
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はEB15f.p.のものである可能性があり、除外する。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるも

のを二次的資料として用いると、大木7 a式期か、それ以降と思われる。

EB15p, (第77図・図版29) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EA21住居跡に先行する。 〔平面

形〕円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D-2タイプとみなした。 〔規模〕 (2.0±×1.

95±) ・ (×) ・ (1.85±×1.75±) ・ (0.78±一0.66±) 〔堆積土〕 (⊃のあり方は不自然と思われ

る。 〔床面〕西北寄りにp. 1が存在するのみである。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるも

のを二次的資料として用いると、大木7 b式期か、それ以降と思われる。

EB15f.p. (第78図・図版29) 〔検出面〕 K.T.層中である。 〔重複〕 EA12住居跡、 EB12p.EB12

f.p.に先行する。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型と見徹し、 D鵜5の仲間とした。

〔規模〕 (2.0±×?) ・ (×)・ (2.1±×2.1×2.0±)・ (0.78±-?) 〔堆積土〕上半部を欠き詳

細不明だが、 ⑪のあり方は若干不自然である。 〔床面〕中央にp. l、西北壁際にp.2が存在す

る。さらにEB12f.p.のp.3もセットになろう。結果的に一線にならぶ配置をとる。 〔年代決定

の資料〕壇上出土と思われるものを二次的資料として用いると、大木7 a式期かそれ以降とな

る。

EB18f.p. (第79図・図版29) 〔検出面〕 K.T.層か。 〔重複〕 EA21住居跡に先行。 EC21f.p.と

は、記録を欠き先後関係不明。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕ビーカー型に近いフラスコ型

と思われ、D-2とした。〔規模〕(2.2±×2.15±) ・ (×) ・ (2.1±×1.9±) ・ (0.73土へl.08±)

〔堆積土〕自然堆積と思われる。 〔床面〕 p. 1が存在するのみである。 〔年代決定の資料〕壁土

出土と思われるものを二次的資料として用いると大木6式期かそれ以降と思われる。

EB21 f.p. (第79図・図版30) 〔検出面〕 K.T.層か。 〔重複〕 EA21住居跡に先行し、 EC21 f.p.

後続する。ただし、実測図に先後関係の特記は欠くので、遺物を以て比較した。 〔平面形〕円形

基調。 〔縦断面形〕典型的フラスコ型であり、 D-3である。 〔規模〕 (2.05±×.?) ・ (×)・ (2.

35±×2.15±) ・ (0.92±-?) 〔堆積土〕(亘近)などのありかたは若干不自然と思われる。 〔床面〕

中央にp. 1、西半部にp.2へ4のピットが存在する程度である。 〔年代決定の資料〕壁土出土

●と思われるものを二次的資料として用いると大木7 b式期かそれ以降と思われる。

EB24p.1、 (第80図・図版59) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EC24p.1、 EC27f.p.3と重複す

るが、実測図・良好な遺物を欠き先後関係不明。 〔平面形〕楕円形基調。 〔縦断面形〕ビーカー

型に近くA-1の仲間とした。 〔規模〕 (1.6±×l.5±)。 (×)・ (l.5±×1.4±)・ (0.85±へ0.

79±) 〔堆積土〕一様な⑤のあり方は不自然だが、特記を欠き詳細不明。 〔床面〕平坦以外の特

記事項無し。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得ていない。

EB5Of.p.1 (第83図・図版30) 〔検出面〕 K.T.層中である。 〔重複〕 EB50f.p.2と重複するが記

録を欠く。遺物によると、本遺構が後続する可能性がある。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕

-
64
-



フラスコ型であり、 D-1の典型例である。 〔規模〕 (2.15±×1.95±)・(×)・(2.25±×2.

15±) ・ (1.01±-0.83±) 〔堆積土〕 (①のあり方は不自然であり、人為的措置を思わせる。 〔床

面〕東壁際にp. 1が存在するのみである。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次

的資料に援用すると、大木8 b式期かそれ以降と思われる。

EB50f.p.2 (第83図・図版30) 〔検出面〕 K.T,層中である。 〔重複〕 EA50f.p.1と重複するが、

実測図を欠く。遺物によると、本遺構が先行する可能性がある。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面

形〕フラスコ型であり、 D-2の典型例とした。 〔堆積土〕各層が小ブロック状となっている点

に若干の不自然さを感じる。 〔床面〕中央にp. 1が存在するのみである。 〔年代決定の資料〕壇

上出土と思われるものを二次的資料として援用すると、大木8 a式期かそれ以降の可能性があ

る。

EB53 f.p.2 (第84図・図版31) 〔検出面〕 K.T.層中である。 〔重複〕 EC56 p.1と重複するが、

記録を欠く。遺物面を見ると、本遺構が先行する可能性がある。 〔平面形〕若干楕円がかるが、

円形基調とする。〔縦断面形〕フラスコ型であり、D-2の仲間とした。〔規模〕(1.9±×1.7±) ・

(×) ・ (2.05±×1.75±) ・ (0.94±一0.79±)〔堆積土〕具体的詳記の大半を欠くので詳細不明。

ただし(①とされるもののあり方は若干不自然であろう。 〔床面〕中央にp.1が見られるのみで

ある。 〔年代決定の資料〕埋土出土のものを用いると、大木7 a式期か、それ以降と思われる。

EB59f.p. (第85図・図版27) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕単独で存在する。 〔平面形〕円形基

調。 〔縦断面形〕中段をもつフラスコ型で、 D-2の典型例である。 〔規模〕 (1.85±×1.55±) ・

(l.45±×1,3±) ・ (2.3±×2.2±) ・ (1.3±̃?) 〔堆積土〕㊥⑥の存在は不自然であり、人為

的な投棄層の可能性がある。 〔床面〕M.P.層中に営なまれる。北部にp. 1と、南壁際に土器片

が存在する。 〔年代決定の資料〕床面他出土の遺物であり、大木7 a式期かその新しい部分と考

えられる。

ECO3 f.p.1 (第86図・図版32) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 ECO3 f.p.2に後続する。ただし

実測図は若干不明瞭。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D-5の仲間とし

た。 〔規模〕 (2.3±×?)・ (×)・ (2.2±×?)・ (1.08±一1.04±) 〔堆積土〕同一層と思われる

⑤・(①層は不自然であり、人為的措置を思わせる。 〔床面〕中央一線にp. l→3が、南壁際に

p. 4が存在する。北東壁直下に礫1が存在。詳記が無く、その性格は不明。補強関連のものか。

〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に用いると、大木7 b式期か、それ以降

と思われる。

ECO3 f.p.2 (第86図・図版32) 〔検出面〕 K.T,層中。 〔重複〕 ECO3 f.p.1に先行し、 ECO3 p.3

に後続か。実測図不明瞭につきややあいまいてはある。 EDO3f.p.1とは実測図を欠き先後関係

不明。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調か。 〔縦断面形〕フラスコ型と思われ一応D-1と
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した。 〔規模〕 (2.0±×?)・ (×)・ (1.8±×?)・ (0.86±一?) 〔堆積土〕重複で詳細不明。自

然堆積的な層の一部が見える。 〔床面〕重複で不明。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得ていな

いが、重複関係によると、大木7 b式期か、それ以前の可能性がある。

ECO3 p.3 (第86図・図版32) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EC50 f.p.1に先行し、 ECO3 f.p.2

に後続する。ただし、後者関連の実測図は不明瞭である。 〔平面形〕重複のため不明だが、円形

基調か。 〔縦断面形〕ビーカー型と思われ、 A-1の仲間とした。 〔規模〕 (1.6±×?)・ (×)・

(1.4±×?) ・ (0.61±一?) 〔堆積土〕重複のため不明だが、自然堆積ともみえる。 〔床面〕重

複で不明だが、平坦なのみか。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に援用する

と、大木6式期前後と思われるが重複関係では7 b式期以降となる。

ECO6f.p.1 (第87図・図版31) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ECO6f.p.3と重複するが、実測

図を欠き先後関係不明。遺物によると、本遺構が先行する可能性がある。 〔平面形〕長方形乃至

楕円形基調。 〔縦断面形〕写真によるとビーカー型に近いと思われ、 B-1の仲間とした。 〔規

模〕 (2.65±×1.9±) ・ (×) ・ (2.35±×2.2±) ・ (1.9±へ0.93±) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。

写真によると水平位堆積とも見えるが詳細不明。 〔床面〕中央やや西北寄りにp. 1があるのみ。

なお壁外周のp.3も便宜上ここに記した。 〔年代決定の資料〕壇上下位出土のものを用いると、

大木7a式期か、それ以降となる。

ECO6 f.p.3 (第87図・図版31) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ECO6 f.p.1と重複するが、実

測図を欠く。写真はあるが、詳細不明である。遺物を比較すると、本遺構が後続する可能性が

ある。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕写真によるとフラスコ型と思われ、 D-2の仲間とし

た。 〔規模〕 (2.1±×?) ・ (×) ・ (2.3±×?) ・ (0.95±一0.77±) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。

写真によると自然堆積とも見えるが詳細不明。 〔床面〕中央にp. 1があるのみ。 〔年代決定の資

料〕埋土下位出土のものを援用すると、大木7b式期か、それ以降と思われる。

EC12 f.p.1 (第88図・図版31) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EA12住居跡・CI21溝状遺構

に先行。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕中段のあるフラスコ型であり、 D-2の典型例であ

る。 〔規模〕 (2.25±×1.9±)。・ (×) ・ (2.45±×2.35±) ・ (1.26±へ?) 〔堆積土〕自然堆積と

思われるが、 ①の如きものは不自然である。 〔床面〕中央にp. 1が存在するのみ。 〔年代決定の

資料〕壁土出土とされるものを二次的に援用すると、大木7 a式期か、その新しい部分と思わ

れる。

EC12f.p.2 (第87図・図版31) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EA12住居跡に先行。 〔平面形〕

若干乱れるが円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、典型的なD-3としでおく。 〔規模〕

(2・l±×l.8±) ・ (×) ・ (2.25±×2.15±) ・ (1.18±へ?) 〔堆積土〕 ⑤・③・③・などの性状・

あり方は不自然で人為の反映であろう。 〔床面〕中央にp.1、それとp.4・5が東西に一線

-
66
-



にならび、他に南方にp.2がある。なお、 p.5とは重複の可能性があるが詳細不明である。

〔年代決定の資料〕壁土出土とされるものを二次的に援用すると、大木8 b式期か、それ以降

と思われるが、確実ではない。

EC15p.1 (第89図・図版33) 〔検出面〕 K.T.層中である。 〔重複〕 EA21住居跡・CI21溝状遺

構に先行。 EC18 f.p.1とは実測図を欠き不明。遺物面でも不明。 〔平面形〕長方形基調。 〔縦断

面形〕フラスコ型がかったビーカー型と見倣し、 C-2の典型例とした。 〔規模〕 (3.0±×l.

4±) ・ (×) ・ (2.85±×1.4) ・ (0.91±一?) 〔堆積土〕重複で詳細不明だが、 (∋中の遺物のあり

方は不自然で、、投棄を感じさせる。 〔床面〕中央近くに、東西に近接してp. l・2が存在する。

〔年代決定の資料〕壁土出土のものを用いると、 7 a式期以降と思われる。

EC18f.p. (第89図・図版33) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EA21住に先行。 EC15 p. 1と

は実測図を欠くが、遺物を見ても区別はつけがたい。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕中段を

もつフラスコ型で、 D-2の典型例である。なお開口部に段状のものが記されている。この詳

細な説明は無いが、口部閉塞に関連する可能性も無くは無い。ただし平面形には、それにみあ

う記載は無い。 〔規模〕 (l.2±×?) ・ (×) ・ (2.05±×2.0±) ・ (l.08±̃1.03±) 〔堆積土〕④・

(①・(Dのあり方は若干不自然とも思える。 〔床面〕中央にp. 1があるのみ。 〔年代決定の資料〕

壁土出土のものを援用すると、大木7 a式期か、それ以降と思われる。なおロクロ不使用のカ

メ型土師器片が見られるが、これは混入と処理した。

EC21 f.p・ (第79図・図版30) 〔検出面〕 K・T・層中か0 〔重複〕 EA21住居跡、 EB21 f.p.に先行

するo EB18f.p.とは記録を欠き先後関係不明。 〔平面形〕若干長めではあるが、円形基調とし

ておく。 〔縦断面形〕上半部を欠くが、フラスコ型と見徹し、 D「2の仲間とした。 〔規模〕 (2.

2±×1・9±) ・ (×) ・ (2・0±×l・5±) ・ (1.08へ?) 〔堆積土〕水平位に近い堆積状況は若干不自

然ではある。 〔床面〕ほぼ中央にP・1と、その西北位に礫が存在する。 〔年代決定の資料〕壁土

出土のものを援用すると、大木7 a式期かそれ以降と思われる。

EC21 p.2 (第80図) 〔検出面〕 K・T・層中か0 〔重複〕 ED21f・p・l,2. EC24f.p.2. EC24p.1と重

複。実測図を欠き、かつ良好な遺物も無く先後関係不明。 〔平面形〕重複のため詳細不明だが、

長方形乃至楕円形基調か。 〔縦断面形〕完掘時はビーカー型に近く、 A-1とした。 〔規模〕 (2.

6±乃至2・2±×?) ・ (×) ・ (2・4±乃至2.05±×?) ・ (0.77±一?) 〔堆積土〕実測図を欠き不

明。 〔床面〕重複のため詳細不明。 〔年代決定の資料〕良好な資料は無い。

EC24p.1 (第80図・図版59) 〔検出面〕 K・T・層中かo 〔重複〕 ED24f.p・lに後続。 EC24f.p.2.

EC21 p.2. EC27 f.p.3. EB24 p.1とは実測図を欠くo遺物を見るとEC24 f"p・2. EC27 f.p.3に

も後続する可能性がある。 〔平面形〕重複で不明だが、楕円形基調か。 〔縦断面形〕ビーカー型

とみなしB-5の仲間とした。 〔規模〕 (2.0±×?)・(×)・(?)・(0.67±へ?) 〔堆積土〕単
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一層の解釈には瞑重さを要するが、不自然ではあろう。 〔床面〕中央にp∴1と、それから南北

にのびる溝が存在する。 〔年代決定の資料〕壁土出土とされるものを二次的に援用すると、大木

8 a式相当のものを得た。

EC24 f.p.2 (第80図) 〔検出面〕 K.T.層か。 〔重複〕 ED24 f.p.1に後続、 ED21 f.p.2に後続。

ED24 p.2.EC24 p.1.EC21 p.2 とは先後関係不明。 〔平面形〕重複で不明。 〔縦断面形〕ビー

カー乃至袋状か。一応D-3の仲間としておく。 〔規模〕 (?)・(×)・(2.15±×?)・(0.86±

-?) 〔堆積土〕 (○は壁の補強的(構築時の)措置であろう。自然堆積であろう。 〔床面〕北壁

直下にp. 1̃3が分布するのみ。 〔年代決定の資料〕壁土出土とされるものを二次的に用いる

と、大木6式相当のものが得られてはいる。しかし上記の重複関係をも勘案すると、大木7b

式期か、それ以降の可能性もある。

EC27 p.1 (第80図・図版39) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕発掘部分については、その事実

は無い。 〔平面形〕未完掘であるが、円形基調か。 〔縦断面形〕ビーカー型と思われ、 A鵜1の

仲間とした。 〔規模〕 (1.85±×?)・(×)・(1.3±×?)・(0.81土へ0.79±) 〔堆積土〕自然堆

積と思われる。 〔床面〕調査部分については、平坦以外の特記事項は無い。 〔年代決定の資料〕

壁土出土と思われるものを二次的に用いると、大木6式期かそれ以降と思われる。

EC27 f.p.2 (第80図・図版59) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EC27 f.p.3に先行するとも見

えるが、実測図不明瞭で確信できない。遺物面では先行するか。 〔平面形〕完掘前の実測図を欠

き不明。円形基調か。 〔縦断面形〕フラスコ型でありD鵜1の仲間とした。 〔規模〕,(l.1±×?) ・

(×) ・ (l.0±×?) ・ (0.59土へ?) 〔堆積土〕重複で詳細不明。ただし⑧の粘土は不自然であ

る。

〔床面〕南部壁際にp. 1が存在する以外の詳細は不明である。 〔年代決定の資料〕埋土出土と

思われるものを二次的に援用すると、大木7 a式期か、その新しい部分と思われる。

EC27 f.p,3 (第80図・図版59) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EC27f.p.2に後続する。 EB24

p.1とは不明。 EC24には先行か。 〔平面形〕楕円がかった円形。 〔縦断面形〕フラスコ型であり

D-3の仲間である。 〔規模〕 (2.3±×1.7±) ・ (×) ・ (2.15±×l.85±) ・ (1.12±へ1.06±)

〔堆積土〕 ⑤のあり方や、粘土ブロックの混入は人為を感じさせる。 〔床面〕中央にp.1、西

北部にp. 2と東西に粘土集積が存在。粘土集積の性状についての特記は無く、性格不明である。

〔年代決定の資料〕埴土出土と思われるものを二次的資料に用いると、大木7 b式期前後と思

われる。

EC50f.p.1 (第86図・図版32) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EC50p.2.ECO3p.3に後続。 〔平

面形〕円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D鵜2の典型例である。 〔規模〕 (2.05±×?) ・

(×) ・ (2.25±×2.05±) ・ (1.38±-0.97±) 〔堆積土〕パミスの多い④のあり方は不自然であ
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る。東西方向と南北方向の層相の相異の理由は明らかでない。 〔床面〕中央にp. 1があるのみ。

〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に用いると、大木7 b式期か、その前後

と思われる。

EC50 p.2 (第86図・図版32) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EC50 f.p.1に先行し、 EDO3 f.p.1

とは実測図を欠き先後関係不明。 〔平面形〕長方形基調。 〔縦断面形〕ビーカー型と見徹し、 C

-2の仲間とした。〔規模〕 (1.45±×0.95±) ・ (×) ・ (1.15±×0.65±) ・ (1.01±一0.9±)〔堆

積土〕重複のため判然としないが、自然堆積か。 〔床面〕中央にp. 1が存在するのみ。 〔年代決

定の資料〕良好なそれを得ていないが、重複関係からすると、大木7 b式期かそれ以前の可能

性をもつ。

EC53 f.p.1 (第90図・図版34) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED53p.2に先行すると思われ

るが、実測図不鮮明のため、確信できない。 EC56住居跡に先行する。 〔平面形〕円形基調。 〔縦

断面形〕フラスコ型であり、 D-3の仲間とした。 〔規模〕 (2.05±×1.75?) ・ (×)・ (2.0±×

1.9±) ・ (0.95±→0.9±) 〔堆積土〕自然堆積か。ただし小ブロック的な層が多い点は不自然で

ある。 〔床面〕南東壁際にP.l・2が存在する。 〔年代決定の資料〕良好なそれを欠き、不明で

ある。

EC53f.p.2 (第94図・図版33) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕単独で存在する。 〔平面形〕円形

基調。 〔縦断面形〕中段をもつフラスコ型で、 D-2の典型例である。 〔規模〕 (1.7±×1.5±) ・

(×) ・ (1.75±×1.55±) ・ (0.98±へ0.86±)、 〔堆積土〕 ㊤の性状や、焼土・炭化物・遺物を

含む層相は、不自然な感を与えよう。 〔床面〕中央にp.1と、その東に礫2がある。 〔年代決定

の資料〕壇上出土と思われるものを二次的に用いると、大木7 a式期かそれ以降と思われる。

EC56p.1 (第84図・図版31) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EC56住居跡に先行。 EB53f.p.2

とは記録を欠き不明。遺物を比較すると本遺構が後続する可能性がある。 〔平面形〕円形基調。

〔縦断面形〕ビーカー型に近く、 A-4の仲間とした。 〔規模〕 (2.65±×?)・ (×)・ (2.4±×

2.2±) ・ (0.9±̃0.69±) 〔堆積土〕㊤のあり方は不自然であり、遺物を含む土砂の投棄が行な

われた可能性がある。 〔床面〕東壁際にp.1、 p.2が存在する。 p.2は落ち込み風である。

〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的資料として援用すると、大木8 a式期前

後か、それ以降と思われる。

EC56 f.p.1 (第92.93図、図版35) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EC56 f.p.2に後続か。実

測図に明記無く不明瞭。 EC56住居跡に先行。 〔平面形〕楕円がかるが、円形基調であろう。 〔縦

断面形〕フラスコ型であり、 D-2の典型例である。 〔規模〕 (2.1±×2.0±) ・ (×) ・ (2.15±×

2.0±) ・ (1.03±へ?) 〔堆積土〕自然堆積か。 〔床面〕中央にp.1があるのみ。 〔年代決定の資

料〕壁土出土のものを用いると、大木7b式期か、その前後と思われる。
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EC56f.p.2 (第92・93図、図版35) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EC56f.p.1に先行し、 ED56

f.p.3に後続すると思われるが、実測図に詳記を欠き、正確は期したがたい。遺物からみると、

前者に先行し、後者とは時間差は無い。 〔平面形〕重複で不明だが、円型基調であろう。 〔縦断

面形〕、同様に不明だが、 D-2の仲間の可能性がある。 〔規模〕 (2.55±×2.15±) ・ (×) ・ (2.

35±×2.0±) ・ (0.82±へ?) 〔堆積土〕(Dなどは若干不自然ではなかろうか。 〔床面〕中央にp.

1が存在するのみ。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に用いると、大木7 a

式期か、それ以降と思われる。

EC62 f.p.1 (第94図・図版36) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EC62住居跡に後続。 〔平面形〕

円形基調。 〔縦断面形〕ビーカー型と思われ、 A-2の仲間とした。 〔規模〕 (2.65±×2.5±) ・

(×) ・ (2.35±×2.2±) ・ (l.32±一1.17±) 〔堆積土〕(①のあり方は人為を感じさせる。 〔床面〕

中央にp. l、南部にp.2が存在するのみ。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを援用すると、

大木7 b式期か、その前後と思われる。

EC65 f.p.1 (第28図)詳細不明なので規模他を簡単に記すに留める。時期は大木8 a式期か

その前後と思われる。

EC71 p.1 (第95図・図版35) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EC71 p.l’と重複するが、実測

図・良好な遺物を欠き、先後関係不明。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕完掘前の実測図を欠

く。完掘時は浅く、E-1の仲間と思われる。〔規模〕(1.05±×0.9±) ・ (×) ・ (0.8±×0・8±) ・

(0.57±×0.46) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕特記事項無し。 〔年代決定の資料〕良好な

それを得られなかった。

なおこれと重複するEC71p.1’も便宜上ここに示す。規模以外の項目はp. 1に共通するので

略した。

EC71p.1’(0.77±×?) ・ (×)・ (0.65±×?)・(0.24±へ0.2±)

EC71 p.2詳細不明なる故、簡略に記した。大木7 b式期と思われる。

EDO3f.p.1 (第86図・図版32) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 ECO3f.p.2、 EC50p.2に重複か。

実測図を欠き詳細不明。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調か。 〔縦断面形〕完掘時はビーカー

型と思われ、 A-2の仲間とした。 〔規模〕 (l.67±×?) ・(×)・(1.45±×?) ・(0.55±̃?)

〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕重複で不明だが、中央と思われる位置にp. 1が存在す

る。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得られなかった。

ED15p.1 (第96.97図、図版36) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED15p.2. 3. 4.に重

複するが、実測図を欠き先後関係不明。遺物を見ると、 2 ・ 4に後続する可能性があり、 3と

は時期差を見出しがたい。 〔平面形〕楕円形基調。 〔縦断面形〕完掘時はB-2の仲間とみなし

た。 〔規模〕 (2.05±×1.7±)・ (×)・ (1.95±×1.5±)・ (1.06±へ?) 〔堆積土〕記録を欠き不
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明。 〔床面〕中央で長軸方向一列にp. 1へ3がならぶ。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われる

ものを二次的に活用すると、大木7 b式期かその前後と思われる。

ED15 p.2 (第96図) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EE18 p.1、 ED15p.1.3と重複するらしい

が、実測図を欠き詳細不明。遺物を見ると、前者とは時期差を見出しがたく、後二者には先行

する可能性をもつ。 〔平面形〕楕円形基調と見徹した。 〔縦断面形〕完掘時はビーカー型と思わ

れB-2と見徹した。 〔規模〕 (l.8±×?)・(×)・(1.65±×?)・(1.76±へ?) 〔堆積土〕記

録を欠く不明。 〔床面〕中央にp. 1が存在するのみ。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるも

のを二次的に活用すると、大木7 a式期かその新しい部分と思われる。

ED15p.3 (第96.97図、図版36) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED15p.1. 2. 4. EE18

f・p・1と重複するが実測図を欠く。遺物を見るとED15p.1とは時期差を見出しがたく、 2. 4、

EE18 f.p.1には後続する可能性をもつ。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調か。 〔縦断面形〕

重複で不明だが、完掘時はビーカー型と思われA-1の仲間とした。〔規模〕(?) ・ (?) ・ (?) ・

(0・51±→?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕重複のため詳細不明。 〔年代決定の資料〕埴

土出土と思われるものとを二次的に活用すると、大木7 b式期か、その前後と思われる。

巨D15p.4(第96・97図、図版36)詳細不明の遺構であり、記述は省略する。深さは(0,68±̃?)

である。 〔年代決定の資料〕良好とはいえないが壁土出土と思われるものを二次的に用いると、

前期末一中期初頭の可能性をもつ。

ED18 f.p. (第80図・図版37) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED21 f.p.1に後続する。 〔平面

形〕円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D鵜1の仲間とした。 〔規模〕 (1.95±×l.8±) ・

(×) ・ (2・0±×l・85±) ・ (l.05±×0.92) 〔堆積土〕自然堆積と思われる。 〔床面〕西壁際にp.

1へ3のピットが存在し、南壁際に土器片と礫が分布。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるも

のを二次的資料として用いると、大木7 a式期か、それ以降と思われる。なお耳栓も出土して

いる。

ED21 f.p"1 (第80図) 〔検出面〕 K・T・層中かo 〔重複〕 ED18f.p.、 ED21 f.p.2、 EC21 p.2と重

複する。 ED21f.p.2には後続する可能性があるが、実測図への詳記を欠くので確言できない。

その他とは明確は実測図を欠き詳細不明。 〔平面形〕重複で詳細不明だが、断面図からすると、

楕円形基調か。 〔縦断面形〕ビーカー型と考えB-1とした。 〔規模〕 (2.7±×?)・(×)・(2.

0±×?) ・ (0.59±へ?) 〔堆積土〕 ④のあり方は不自然である。 〔床面〕重複で詳細不明。 〔年

代決定の資料〕壁土出土とされるものを二次的に援用すると、大木6̃7 a式期か。

ED21 f.p.2 (第80図) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED21 f.p,1、 EC24 f.p.2に先行。 EC21

p.2とは実測図を欠き先後関係不明。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D-2

としておく。 〔規模〕 (?)・(×)・(2.4±×?)・(0.91±-0,79±) 〔堆積土〕重複のため詳細
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不明。 〔床面〕ほぼ平坦である。平面図には小ピットは記載されていないが、断面図には少なく

とも1がある。したがってD-2とした。 〔年代決定の資料〕埋土出土のものを援用すると、大

木7b式期か、それ以降となる。

ED24f.p.1 (第80図・図版59) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複EC24p.1、 f.p.2、 ED24 p.2に先

行。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D-2の典型例であろう。 〔規模〕 (1.

7±×?)・(×)・(2.25±×2.2±)・(0.13±へ?) 〔堆積土〕 (⊃ (東西)・(∋ (南北)のあり方

は、人為(土砂投棄)を思わせるに十分である。 〔床面〕中央にp. 1があるのみ。 〔年代決定の

資料〕埴土出土と思われるものを二次的に用いると、大木7 b式期か、それ以降となろう。

ED24p.2 (第80図・図版59) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED24f.p.1に後続。 EC24f.p.2と

は実測図を欠くが、遺物を比較すると、後続する可能性がある。 〔平面形〕楕円形基調。 〔縦断

面形〕ビーカーに近いフラスコ型だがB-5とした。〔規模〕(2.55±×1.9±) ・ (×) ・ (2.42±×

1.8±) ・ (0.58×0.5±) 〔堆積土〕 ㊤・(Dの水位堆積は若干異常と思われ、また(⊃の硬さも同様

であろうか。 〔床面〕中央にp.1、四隅にp.2へ5のピットとp.1から十字型にのびる溝が

存在する。 〔年代決定の資料〕壁土上位出土のものを援用すると大木7 b式期か、それ以降と思

われる。

ED27 f.p.1 (第80図・図版37) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED27 P.2と重複するが、実

測図を欠きかつ良好な遺物も欠き先後関係不明。 〔平面形〕未完堀ではあるが、円形基調であろ

う。 〔縦断面形〕フラスコ型と見徹し、未完堀ではあるが、 D-1の仲間とした。 〔規模〕 (1.

7±×?)・(×)・ (1・8±×?)・ (0.97±) 〔堆積土〕自然堆積と思われる。 〔床面〕平坦以外の

特記事項無し。 〔年代決定の資料〕良好ではないが壁土出土と思われるものを二次的資料として

用いると、前後末一中期初頭、あるいは晩期の可能性がある。

ED27p.2 (第80図・図版37) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED27f.p.1と重複するらしいが、

記録を欠き先後関係不明。 〔平面形〕重複で不明。 〔縦断面形〕ビーカー型と思われ、 E-1の

仲間とする。 〔規模〕 (深さのみ0.52±へ0.28±) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕重複で不

明。 〔年代決定の資料〕良好なそれを欠く。

ED53f.p.1 (第90・91図、図版38) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED53p.2に後続する。 ED53

f・p・2とは実測図を欠き不明。遺物から見ると、本遺構が後続する可能性がある。 〔平面形〕円形

基調。〔縦断面形〕フラスコ型であり、D-2の仲間とみなした。〔規模〕(2.3±×2.25±) ・ (×) ・

(2・15±×2・05±) ・ (l.18±一?) 〔堆積土〕 ⑤・⑤などの性状は、不自然と思われる。 〔床面〕

中央にp・ 1が存在するのみ。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に用いると、

大木7 b式期か、その前後と思われる。

ED53f.p.2 (第90.91図、図版38) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EE50f.p.1に後続するとも
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思われるが、実測図不明瞭で疑問がある。 ED53f.p.1とは実測図を欠き先後関係不明。遺物を

見ると、両者に先行する可能性を示している。 EE50住居跡に先行する。/ 〔平面形〕重複で不明だ

が、円形基調ではある。 〔縦断面形〕極めて浅く、 E-1の仲間としておく。 〔規模〕 (2.45±×

2.1±) ・ (×) ・ (2.25±×1.9±) ・ (0.81±一?) 〔堆積上〕水平位の堆積状況は若干不自然であ

る。 〔床面〕平坦以外のことは重複もあり不明である。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われる

ものを二次的に活用すると、大木6へ7 a式期か、それ以降と思われる。

ED53p.2 (第90.91図、図版38) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EC53f.p.1に後続、 ED53p.

3に先行すると思われるが、実測図不明瞭のため、確実ではない。 〔平面形〕重複のため不明だ

が、円形基調ではあろう。 〔縦断面形〕重複で不明だが、フラスコ型と思われ、 D-1の仲間と

した。 〔規模〕 (2.85±×?)・(×)・(2.6±×?)・(0.54±へ?) 〔堆積土〕自然堆積とも思わ

れる。 〔床面〕重複で不明。 〔年代決定の資料〕埋土出土と思われるものを二次的に援用すると、

大木6式一7 a式期と思われるが確実ではない。

ED53f.p.3 (第90・91図、図版34) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EC56f.p.2に先行か。 EC56

住居跡に先行。 ED53p.3.p.4と重複するらしいが、実測図を欠き、先後関係不明。 〔平面形〕

楕円がかるが円形基調と見徹しておく。 〔縦断面形〕詳細不明だが、フラスコ型と思われ、 D-1

の仲間としておく。 〔規模〕 (2.5±×?)・(×)・(2.05±×?)・(1.1±一?) 〔堆積土〕実測未

了のため詳細不明である。 〔床面〕平坦である。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを

二次的に用いると、大木7 b̃8 a式期の可能性があるが不正確である。

ED53p.3 (第90.91図) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED53p.2に後続か。実測図不明瞭の

ため、疑問がある。 ED53 f.p.4、 EE53f.p.1とは実測図を欠き先後関係不明。 〔平面形〕重複で

不明だが、円形基調か。 〔縦断面形〕ビーカー型と思われ、 A-1の仲間と見徹した。 〔規模〕

(1,45±×1.1±) ・ (×)・ (1.25±×?) ・ (0.63±→?) 〔堆積土〕自然堆積か。 〔床面〕重複で

不明だが、平坦ではある。 〔年代決定の資料〕良好な資料は得られないが、前期末̃中期初頭の

可能性がある。しかし正確ではない。

ED53f.p.4 (第90. 91図)規模・年代以外の項目は、 ED53f.p.3に共通するもので省略する。

〔規模〕 (1.1±×?)・(×) ・ (0.8±×?)・ (0.5±×?) 〔年代決定の資料〕埋土出土と思われ

るものを二次的に用いると大木8 b式期前後の可能性があるが、確実ではない。

ED59f.p.1 (第98図・図版35) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED59f.p,2に後続し、 EC56住

居跡に先行する。ただし、実例図は不明瞭である。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調か。 〔縦

断面形〕フラスコ型と思われ、D-1の仲間とした。〔規模〕(1.8±×?)・ (×) ・ (1.85±×?) ・

(0.78±̃) 〔堆積土〕㊤に人為的なものを感じる。 〔床面〕平坦以外の特記事項は無い。 〔年代

決定の資料〕埋土出土と思われるものを二次的に援用すると、大木7 a式期か、その前後と思
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われる。

ED59f.p.2 (第98図・図版35) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED59f.p.3に後続し、 ED59f.

p.1に先行するか。実測図に詳記を欠くので正確は期しがたい。 〔平面形〕楕円がかるが、円

形基調と見徹した。 〔縦断面形〕フラスコ型と思われ、 D-1の仲間とした。 〔規模〕 (2・6±×

l.8±?) ・ (×) ・ (2.27±×1.7±?) ・ (1.09±̃?) 〔堆積土〕(りのあり方は不自然と思われる

ので、人為的措置を想定しておく。 〔床面〕平坦以外の特記事項は無い。 〔年代決定の資料〕壁

土出土と思われるものを二次的に用いると、大木7 b式期前後の可能性があるが確実でない。

ED59 f.p.3 (第98図・図版35) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED59 f.p.2に先行か。実測図

不備により不鮮明である。 EC62住居跡に後続か。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕ビーカー型

と思われ、A-2の仲間とした。〔規模〕(2.65±×2.5±) ・ (×) ・ (2.35±×?) ・ (1.38土へ?)

〔堆積土〕 ④ (東西)・③ (南北)のあり方は不自然であり、人為を感じさせる。 〔床面〕中央

にp. 1、 2が存在するのみ。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを用いると、大木7 b式期か、

それ以降と思われる。

ED68p. (第95図・図版39) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕その事実はありそうだが実測図不

明瞭のため詳細不明。 〔平面形〕円形基調としておく。 〔縦断面形〕浅く、 E-1の仲間として

おく。 〔規模〕 (1.6±×1.3±) ・ (×) ・ (1.1±×0.85±) ・ (0.53±一0.42±) 〔堆積土〕自然堆

積と思われる。 〔床面〕礫1が存在する以外の特記事項は無い。 〔年代決定の資料〕壁土上位出

土のものを援用すると、大木8 b式期か、その前後と思われる。

ED71p. (第95図・図版39) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕その事実はありそうだが実測図不

明瞭のため詳細不明。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕浅くE-1の仲間とした。 〔規模〕 (1.

8±×l.6±) ・ (×) ・ (0.95±×0.8±) ・ (0.38±̃0.27±) 〔堆積土〕 ⑥・(①のあり方は若干不

自然である。 〔床面〕特記事項無し。 〔年代決定の資料〕埴土出土と思われるものを二次的に援

用すると、大木8 b式かあるいは晩期の可能性をもつ。

E巨301. 401̃405も便宜上ここに集め、一覧表で示す。

EEO3p.1 (第99図・図版40) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕その事実は無い。 〔平面形〕楕円

形基調。〔縦断面形〕ビーカー型であり、B-2の仲間とした。〔規模〕 (3.05±×2.25±) ・ (×) ・

(2.65±×1.9±) ・ (l.11±へ0.99±) 〔堆積土〕 ⑤̃(⑭などのあり方は、不自然と思われ、人

為的な可能性がある。 〔床面〕長軸方向に一線にp. 1→4までがならぶ。 3以外がある程度以

上の深さを有する。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを用いると、大木6式期か、それ以降と

思われる。なお土偶破片も出土している。

EEO3 f.p.2 (第101図・図版39) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕南半は近世墳墓周溝により削

平ざれ欠失。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調か。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と思わ
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れ、 D-2の仲間とした。 〔規模〕 (2.8±×?)・(×)・(2.8±×?)・(1.19土へ?) 〔堆積土〕

実測図を欠く。 〔床面〕中央と思われる部分にp. 1が存在する。他に北東壁際に礫の集積があ

る。 EE50f.p.1の壁と接する部分であり、壁の補強に関連する措置の可能性がある。 〔年代決定

の資料〕埴土出土と思われるものを二次的に用いると、大木7 a式期かそれ以降の可能性があ

る。

EElOl ・ 102・ 103 (第100図)特記事項が少ないので、一覧表形式とした。

EE12p.1 (第100図・図版40) 〔検出面〕 K.T.層中に思われる。 〔重複〕 EF12f.p.、 EElO2.103

と重複するが実測図を欠く。遺物を見ても不明である。 〔平面形〕楕円形基調。 〔縦断面形〕ビー

カー型でありB-2の仲間とした。〔規模〕 (4.05±×2.3±) ・ (×) ・ (3.9±×1.9±) ・ (1.17±

へ0.79±) 〔堆積土〕(①・③のあり方は若干異常と思われる。 〔床面〕中央で長軸方向にp. 1へ5

のピットがならぶ。他にp.6が北に存在する。 〔年代決定の資料〕埋土出土資料を用いると、

大木7a式期か、 7b式期と思われる。

EE15f.p,1 (第96図・図版37) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED15p.3. 4と重複するらし

いが、実測図を欠く。遺物を見ると前者に先行する可能性をもつが、後者とは時期差を見出し

がたい。南半部は近世墳墓周溝により削平される。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕完掘時は

フラスコ型と思われ、D-2とした。〔規模〕(2.35±×?) ・ (×) ・ (2.55±×?) ・ (1.07±一?)

〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕中央にp. 1が存在するのみである。 〔年代決定の資料〕

壁土出土と思われるものを二次的に用いると、大木6式期か、 7 b式期と思われる。

EE18 f.p.1 (第96図・図版37) 〔検出面〕 K.T.層中である。 〔重複〕 ED15p.2に重複するが、

実測図を欠く。遺物を比較しても不明である。 C重21溝状遺構に先行する。 〔平面形〕円形基調。

〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D-2の仲間とした。 〔規模〕 (2.05±×2.05±)・ (×)・ (2.

25±×2.15±) (l.05±一0.73) 〔堆積土〕 ④のあり方は不自然である。 〔床面〕中央にp. l、

北壁際にp.2 ・ 3が存在する。他に壁外周ではあるが、 p.4がある。これは重複の可能性も

あるが記録を欠き詳細不明。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に用いると、

大木7 a式期かその新しい部分と思われる。

EE21p. (第102図・図版41) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EE301 (CI21溝状延長部分か)に

先行する可能性がある。 〔平面形〕長方形乃至楕円形基調。 〔縦断面形〕浅目でありE-1の仲

間とした。 〔規模〕 (2.7±×2.2±) ・ (×) ・ (2.55±×2.35±) ・ (0.52±へ0.4±) 〔堆積土〕自

然埋積と思われる。 〔床面〕平坦以外の特記事項無し。 〔年代決定の資料〕埋土出土と思われる

ものを二次的に援用すると、大木6式期か、それ以降の可能性がある。

EE301 (CI21溝状遺構の延長部か).EF701 (第102図)は特記事項が少ないので、一覧表形式

にゆずる。
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EE21 p.1 (第102図・図版41) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EE21 p.2と重複するが、実測

図不明瞭で先後関係不明。おそらくは後続か。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕ビーカー型で

あり、 A-2の仲間とした。 〔規模〕 (l.38±×l.36±)・ (×). (l.76±×1.7±). (0.89±̃0,

6±) 〔堆積土〕自然堆積と思われる。 〔床面〕中央にp.1、西北部壁上にp.2、南部にp.3

が存在する。 p.3とは先後関係があり、それが先行するらしい。 〔年代決定の資料〕壁土出土

のものを援用すると、大木6式一7 a式期か、その前後と思われる。

EE21 p.2 (第102図・図版41) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EE21 p.1に先行するらしい。

〔平面形〕楕円形基調。 〔縦断面形〕ビーカー型であり、 B-2の仲間とした。 〔規模〕 (3.05±×

1・1±) ・ (×) ・ (2.75±×0.9) ・ (0.77±へ0.56) 〔堆積土〕重複で不明である。 〔床面〕中央に

p.l、南北端壁際にp.2・3があり、それらが一線にならぶ。 〔年代決定の資料〕良好なそれ

は得られなかったが、重複関係を見ると、大木6̃7 a式期以前の可能性がある。

EElOl ・ 102は特記事項が少ないので、一覧表形式とした。

EE50f.p.1 (第103図・図版42) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED53f.p.2と重複するが、実

測図は若干不明瞭遺物を比較しても明瞭な時期差は見出しがたい。 〔平面形〕楕円形基調か。

〔縦断面形〕ビーカーに近いフラスコ型でありB-1の仲間とした。 〔規模〕 (2.6±×l.95±) ・

(×) ・ (2・2±×l・7±) ・ (1.33±̃l.1±) 〔堆積土〕⑥(東西)の傾斜は極めて不自然であり、

人為的なものを感じる。また中̃上位に遺物が多いのも不自然であろう。 〔床面〕西南部壁直下

に礫5が集積するが、特記を欠く。壁補強関連のものである可能性もあろう。 〔年代決定の資料〕

床面出土のものを用いると、大木7a式期か、その新しい部分と思われる。

EE53f.p.1 (第90図) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 ED56f.p.3と重複するが、実測図を欠く。

遺物を比較すると本遺構が後続する可能性がある。 〔平面形〕円形基調〔縦断面形〕フラスコ型

であり、D-2の仲間である。〔規模〕(2.95±×2.8±) ・ (×) ・ (2.95±×2.95±) ・ (0.98±̃0.

71±) 〔堆積土〕 ①の傾斜と、 ④・⑤のあり方に若干不自然な面があろう。 〔床面〕東寄りにp.

1があるのみ。〔年代決定の資料〕床面出土と思われるものを二次的に用いると大木8 b式期か、

その前後の可能性があるが確実でない。

EE53 p.1 (第104図) 〔検出面〕 K・T・層中か。 〔重複〕近世墳墓周溝により、南半部欠失。 〔平

面形〕重複で不明だが、円形基調か。 〔縦断面形〕完掘後はビーカー型に近いので一応A-2

とみておく。 〔規模〕 (2・25±×?)・(×)・(2.05±×?)・(0.73±へ?) 〔堆積土〕実測図を欠

き不明。 〔床面〕 p・ 1が存在する他の詳細は不明。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるもの

を二次的に用いると、大木8 b式期かその前後の可能性があるが確実ではない。

EE53 f.p.2 (第104図・図版42) 〔検出面〕 K・T・層中か。 〔重複〕南半を近世墳墓周溝により削

平され欠失する。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調か。 〔縦断面形〕完掘時はビーカー型で

-
76
一



あり、 A-1か。 〔規模〕 (1.85±×?)・(×)・(l.85±×?)・(0.6±一?) 〔堆積土〕実測図

を欠き不明。 〔床面〕重複のため詳細不明。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次

的に用いると大木6へ7 b式期か、その前後と思われるが確実でない。

EE59f.p.1 (第105. 106図、図版42) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EE59f・p・3と重複するが

実測図を欠く。遺物を比較しても差がない。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕中段をもってフ

ラスコ型で、D-6の仲間としておく。〔規模〕(2.05±×l.5±)・ (×)・ (2.05±×2.0±)・ (1.

22±へl.12±) 〔堆積土〕水平位堆積や⑤のあり方は不自然である。 〔床面〕中央にp. 1、東壁

直下にp.2 ・ 3が溝1によって連結する形で存在する。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを

用いると、大木7 a式期か、その新しい部分と思われる。

EE59p.2 〔第105. 106図、図版42) 〔検出面〕 K.T.層相当面。 〔重複〕 EE59f.p・3、 ED59f.p・2

に後続する。 〔平面形〕実測図を欠き不明。 〔縦断面形〕ビーカー型であり、 Aの仲間とした。

〔規模〕 (1.9±×1.6±) ・ (×) ・ (1.3±×1.2±) ・ (0.75±一?) 〔堆積土〕 ⑤のあり方は人為

を感じさせる。 〔床面〕実測図を欠き不明。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得ていないが晩期

前半か。

EE59 f.p.3 (第106. 106図、図版42) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EE59 p.2に先行し、 EE59

f.p.1とは実測図を欠く。遺物にも差はない。 〔平面形〕楕円形基調。 〔縦断面形〕若干フラスコが

かったビーカー型でありB-2の仲間とした。 〔規模〕 (3.1±×2.25±)・(×)・(2.8±×1.

95±) ・ (1.12±へ1.02±) 〔堆積土〕自然堆積と考えておく。 〔床面〕中央にp.1、東壁際にp.

2が存在。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを用いると、大木7 a式期か、その新しい部分の

可能性がある。

EE59f.p.4 (第106図・図版43) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EE301に先行するか。近世墳

墓周溝により、西南部を削平される。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調であろう。 〔縦断面

形〕現状はかなり浅いが、本来はD-2であった可能性がある。 〔規模〕 (1.83±×?) ・ (×) ・

(1.7±×?)・ (0.63士へ?) 〔堆積土〕自然堆積と考えておく。 〔床面〕中央にp.1が存在す

るのみ。 〔年代決定の資料〕良好な資料は得ていない。

EE62f.p.1 (第107図・図版43) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EE65p.1に先行。 〔平面形〕円

形基調。 〔縦断面形〕中段をもつフラスコ型であり、 D-2の典型例とした。 〔規模〕 (1.7±×

1.7±) ・ (1.6±×?) ・ (2.2±×2.15±) ・ (1.25土へl.02±) 〔堆積土〕崩壊土等を含む自然堆

積か。 〔床面〕中央にp.1と、西北壁際にp.2が存在し、後者の中には礫4が存在する。特記

は無いが、壁補強関連の措置の可能性がある。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを援用すると、

大木7 a式期か、その新しい部分の可能性がある。

EE62f.p.2 (第108図・図版44) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕単独で存在する。 〔平面形〕円形
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基調。 〔縦断面形〕フラスコ型でありD-3の典型例とした。 〔規模〕 (2.2±×2.15±)・ (2.

15±×?) ・ (2.4±×2.4±) ・ (1.8±へl.00±) 〔堆積土〕少なくとも⑥の堆状は不自然であり、

人為を感じさせる。 〔床面〕中央にp. 1とした長方形乃至楕円形の掘り込みがある。実測図に

よるとこの遺構に本来的に備わったものであることは明らかであり、何らかの施設に関連しよ

う。 〔年代決定の資料〕 p.1の壁土出土のものなどを用いると、大木7 a式期かその前後の可

能性がある。

EE65 p.1 (第107図・図版43) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EE62f.p.1、 EE65f.p.2に後続す

る。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調か。 〔縦断面形〕かなり浅くE「1の仲間か。 〔規模〕

(1.3±×?)・(×)・(l.05±×?)・(0.33±-0.3±) 〔堆積土〕自然堆積と考えておく。 〔床

面〕中央と南半に、それぞれ土器片と礫が存在する。 〔年代決定の資料〕床面出土のものを一応

一次資料に、壁土出土のものを二次資料に用いると、大洞B-C式期か、その前後と思われる。

EE65 f.p,2 (第107図・図版43) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EE65 f.p.1に先行する。 〔平面

形〕円形基調。 〔縦断面形〕中段を有するフラスコ型であり、 D-2の典型例とした。 〔規模〕

(1.35±×1.3±’) ・ (1.2±×l,2±) ・ (2.7±×2.6±) ・ (1.41±一l.35±) 〔堆積土〕自然堆積

と見徹した。 〔床面〕中央にp. 1が存在するのみである。 〔年代決定の資料〕床面出土のもの、

壁土出土のものを用いると、大木7 b式期か、それ以降と思われる。

EE65 p.3 (第109図・図版44) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕その事実は無い。 〔平面形〕楕円

形基調。 〔縦断面形〕ビーカー型に近く、 E-2の仲間とした。 〔規模〕 (l.5±×1.2±)・ (×) ・

(1.05±×0.85±) ・ (0.52±へ0.48±) 〔堆積土〕単一層的なあり方は不自然とも思われるが、

詳細不明。 〔床面〕 p. lへ5までが存在するが、若干乱雑な配置に見える。 〔年代決定の資料〕

壁土出土と思われるものを二次的に用いると、大木7 b式期か、その前後の可能性がある。

旺68f.p.1 (第108・図版45) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕その事実は無い。ただしEE65f.

p.と壁が接し、穴があいているが記録を欠き先後関係不明。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕

フラスコ型であり、 D鵜3の仲間としておく。〔規模〕 (2.1±×2.05±)・(1.9±×1.9±)・(2.

25±×2.2) ・ (1.51±一l.31±) 〔堆積土〕⑳は人為的なものである可能性をもつ。 〔床面〕中央

にp. l ・ 2が分布する。壁面下位部に青灰色粘土・礫が存在する。これらは自然の層位中には

見られないと思われ、壁の補強化の措置の可能性をもつか。なお壁外周のp. 3へ7と焼土lに

ついても便宜上ここに記す。 〔年代決定の資料〕壁土㊥からは大木10式土器が、その他よりは前

期末一中期中頃のものが出土し、後者と思われる。

EE68f.p.3 (第110図・図版45) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕ほぼ単独で存在するらしい。 〔平

面形〕円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D-2の典型例としておく。 〔規模〕 (2.0±×

l.2±) ・ (×). (2.15±×2.05±). (l.16±へl.05) 〔堆積土〕 ⑤・③のあり方は不自然と思わ
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れ、人為の可能性がある。 〔床面〕 p. 1が中央に存在。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを援

用すると、大木7b-8式期か、その前後の可能性をもつ。

EE68f.p.4 (第109図・図版44) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EF65p.1と重複するが実測図を

欠く。遺物を比較すると、それに後続する可能性をもつ。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕中

段のある(調査時に)フラスコ型でありD-2の典型例とした。 〔規模〕 (2..1±×1.9±)・ (l.

6±×?) ・ (2・3±×2・25±) ・ぐ1.29±へl.2±) 〔堆積土〕自然堆積と見徹しておく。 〔床面〕中

央にp・ 1と、東壁直下にp.2が存在する。他に礫が分布するのみである。 〔年代決定の資料〕

壁土出土と思われるものを二次的に用いると、大木7 b式期か、それ以降と思われる。

EE71 f・P.2 (第110図・図版44) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EE501と重複する可能性を

もつが、実測図を欠く。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D-2の典型例

とした。 〔規模〕 (1.7±×1.7)・ (l.35±×?)・(2.3±×2.15±) ・ (1.51士へ1.41±) 〔堆積土〕

①の粘土層のあり方はやや不自然とも思われる。 〔床面〕中央にp. 1が存在するのみ。 〔年代決

定の資料〕良好な資料に欠ける。

なおEE501も便宜上ここにまとめたが、実測図を欠き詳細不明である。

EE71 f.p.3 (第111図・図版46) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EE301に先行し、 EF71 f.p.1

に後続する。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕中段をもつフラスコ型であり、 D-1の典型例

とした。 〔規模〕 (1.5±×?) ・ (×) ・ (2.05±×l.9±) ・ (l.09±一0.95±) 〔堆積土〕⑪の性状

には不自然なものがあり、人為を感じさせる。 〔床面〕南壁際にp.1へ5の小穴が存在する。

その性格についての詳記は無いが、重複部に存在する点をとらえると、壁補強に関連する可能

性がある。 〔年代決定の資料〕良好ではないが、壁土出土のものを二次的に援用すると、大木6

式期か、それ以降となる可能性をもつ。重複関係も加味すると大木7 a式期か、それ以降とな

る。

EE74f.p. (第104図・図版46) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EE301に先行する。 〔平面形〕未

完堀ではあるが、円形基調か。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D-1の典型例と見徹しておく。

〔規模〕 (l.75±×?)・(1.6±×?)・(2.1±×?)・(1.51±̃?) 〔堆積土〕 ③の性状は必ず

しも自然堆積とのみは思わせないものがある。 〔床面〕未完堀ではあるが大略平坦である。 〔年

代決定の資料〕壁土出土のものを用いると、大木7 a式期か、それ以降と思われる。

EFO3f.p.1 (第I12図) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕北半は近世墳墓周溝で削平されている。

〔平面形〕重複で不明だが、円形基調か。 〔縦断面形〕完掘時はビーカー型に近いが、 D- 1の

可能性がより高い。 〔規模〕 (2.45±×?)・(×)・(2.4±×?)・(0.63±̃?) 〔堆積土〕記録

を欠き不明。 〔床面〕重複で不明だが、平坦ではある。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得てい

ない。
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EFO3f.p.2 (第112図・図版46) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕近世墳墓墳丘下位。 〔平面形〕

円形基調。 〔縦断面形〕完掘時は中段をもつフラスコ型であり、 D-1とした。 〔規模〕 (2.65±×

2.6±) ・ (2.35±×2.3±) ・ (2.6±×2.55±) ・ (1.15±̃0.71±) 〔堆積土〕記録を欠き不明。

〔床面〕大略平坦以外の特記事項は無い。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得ていない。

EFO6 p. (仮No.5p) (第113図・図版46) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EGO9 p.1、 EFO9 f.p.

と重複するが、実測図を欠き先後関係不明。良好な遺物も欠く。近世墳墓墳丘の下位である。

〔平面形〕楕円形基調と思われる。 〔縦断面形〕完掘時は浅くE-1の仲間とした。 〔規模〕 (1.

6±×1・28±) ・ (×) ・ (l.55±×1.17±) ・ (0.43土へ?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕平

坦以外の特記事項を欠く。 〔年代決定の資料〕良好なそれを欠く。

EFO9f・P. (仮No"4p. ) (第113図・図版46) 〔検出面〕 K・T.層中か。 〔重複〕 EGO9f.p.4. EFO6

P、 EGO9p.2と重複するが実測図を欠く。良好な遺物を欠く。近世墳墓墳丘下位にくる。 〔平面

形〕円形基調か。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と思われ、 D」3の仲間とした。 〔規模〕 (2.

7±×2.4±) ・ (×)・ (2.55±×2.3±)・ (0.92±̃?) 〔堆積土〕写真によると上位にパミスと

思われる不自然な堆積層が見られるが、詳細不明である。 〔床面〕中央やや北寄りにp.1 ・ 2

が存在し、かつほぼ平坦である。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得ていない。

EF12p. (仮No.14p.) (第114図・図版48) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕近世墳墓周溝により

削平される。 EF15p.と重複するらしいが記録を欠く。 EF15p.は中期中葉の可能性をもつ。 〔平

面形〕円形基調。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と思われ、 D-1の仲間とした。 〔規模〕 (1.

45±×?)・(l.2±×?)・(1.65±×?)・(1.7±-?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕大

略平坦以外の特記事項は無い。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得ていない。ただし重複関係か

らすると、大木7b式へ8a式期か、それ以前の可能性をもつ。

EF12f.p. (第100図) 〔検出面〕 K.T.層中と思われる。 〔重複〕その南半は近世墳墓周溝により

削平されている。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調であろう。 〔縦断面形〕完掘時はビーカー

に近いフラスコ型か、その逆である。A「2かD-2のいずれかであろう。〔規模〕(2.4±×?) ・

(×) ・ (2・25±×?) ・ (0.4±へ?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕中央と思われる部分に

p・ lが、北壁際に粘土集積2が存在する。後者の形状についての特記は無い。 〔年代決定の資

料〕良好な資料ではないが、壁土出土と思われるものとを二次的に用いると前期末̃中期初頭

と思われる。

EF15p (仮No.13p.) (第114図・図版48) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕近世墳墓周溝により

削平され、かつ、 EF12p.と重複か。後者とは実測図を欠き詳細不明。 〔平面形〕楕円形乃至長

方形基調。 〔縦断面形〕浅くE「1としておく。 〔規模〕 (1.9±×l.85±)・(×).(l.75±×l.

75±) ・ (0・53±一?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕東部に粘土塊2がある。詳記は無い
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が、重複部壁の補強に関連する可能性もある。それを可とすると、 EF12p.に後続する可能性も

ある。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に用いると、大木7 b式へ8 a式期

か、その前後の可能性をもつ。

EF15p.1 (第112図・図版47) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕東半部は近世墳墓周溝により欠

失している。 〔平面形〕楕円形基調。 〔縦形面形〕完掘時はビーカー型に近く、 B-1としてお

く。 〔規模〕 (1.9±×l.35±) ・賀(×) ・ (1.65±×1.05±) ・ (0.98±̃?) 〔堆積土〕記録を欠き

不明。 〔床面〕東西壁直下にP. l・2が存在する。P.2は溝状に近い。 〔年代決定の資料〕埋土

出土と思われるものを二次的に採用すると、大木6式期か、それ以降と思われる。

EF18p. (第114図・図版47) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕近世墳墓周溝によって東半上位を

欠失する。 〔平面形〕楕円形乃至長方形基調。 〔縦断面形〕浅くE-1の仲間としておく。 〔規模〕

(2.15±×1.6±) ・ (×) ・ (1.95±×1.35±) ・ (0.32±一?) 〔堆積土〕焼土の存在は不自然で

あるが、その性状の記録を欠くので性格不明としておく。 〔床面〕北壁にp.lへ3、東南壁

際にp.4がある。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得られなかった。

EF24 p.2 (第116図・図版47) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕その事実は無い。 〔平面形〕長

方形基調。〔縦断面形〕一応C-1の仲間としておく。〔規模〕(2.9±×2.05±) ・ (×) ・ (2.75±×

l.9) ・ (0.61±̃0.51±) 〔堆積土〕 ④・③・④の性状は不自然である。 〔床面〕平坦以外の特記

事項は無い。 〔年代決定の資料〕埴土出土のものを援用すると、大木6式期か、それ以降の可能

性をもつが確実でない。

EF24f.p.1 (第115図・図版47) 〔検出面〕 K.T・層中かo 〔重複〕 EF27p.1に後続するo 〔平面形〕

楕円形乃至長方形基調。 〔縦断面形〕ビーカー型と思われ、 C-1の仲間としておく。 〔規模〕

(2.6±×2.35±) ・ (×) ・ (2.25±×1.43±) ・ (0.89士へ0.51±) 〔堆積土〕 ①は若干不自然と

思われる。 〔床面〕東南隅にp. 1・2が存在するのみ。 〔年代決定の資料〕壇上出土と思われる

ものを二次的に用いると、大木6式期か、それ以降の可能性があるが確実でない。

EF27p.1 (第115図・図版47) 〔検出面〕 K・T・層中かo 〔重複〕 EF24p.1に先行するo 〔平面形〕

楕円形基調。〔縦断面形〕ビーカー型でありB-5の典型である。〔規模〕(3.2±×2.3±) ・ (×) ・

(2.9±×2.1) ・ (0.74±へ0.55±) 〔堆積土〕一応自然堆積と見徹しておく。 〔床面〕中央にp・

l、東西壁直下にP.2・3が、ほぼ一線にならぶ。 P.1から十字型に溝がのびる。 p,4は楕

円形の掘り込みであり、他とは若干異なろう。 〔年代決定の資料〕埋土出土のものを用いると、

大木7 a式期か、それ以降の可能性がある。

EF27f.p. (第101図・図版41) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EE27p.と重複するが実測図を欠

く。遺物を比較するとそれに先行する可能性をもつ。 〔平面形〕未完掘であるが、円形基調か。

〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D-2の仲間である。 〔規模〕 (2・l±×?)・(×)・(2・
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25±×?) ・ (0.94±→0.89±) 〔堆積土〕③のあり方は必ずしも自然堆積とは思わせないものが

ある。 〔床面〕 p.1が存在する。他に壁上にp.2も見られる。 〔年代決定の資料〕埋土出土と

思われるものを二次的に用いると、大木7 a式期か、それ以降と思われる。

EF50p. (第114図・図版48) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕近世墳墓墳丘によって中央部を削

平される。 〔平面形〕円形基調と思われる。 〔縦断面形〕完掘時はビーカー型だが、本来はフラ

スコ型の可能性があり、 D-1と見徹した。 〔規模〕 (2.8±×2.3±)・ (×)・ (2.6±×2.3±) ・

(0.77±一?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕大略平坦以外は、重複のため不明。 〔年代決

定の資料〕良好なそれを得ていない。

EF65 p.1 (第109図・図版48) 〔検出面〕 K.T.層中である。 〔重複〕 EF301に先行。 EE68 f.p.4

とは記録を欠く。遺物を見ると先行する可能性がある。 〔平面形〕長方形基調。 〔縦断面形〕ビー

カー型に近く、 C-2の仲間とした。 〔規模〕 (3.05±×2.05±)・ (×)・(2.95±×2.0±)・ (0.

98±へ0.87±) 〔堆積土〕 ⑪・㊥のあり方は不自然で、人為的投棄の結果と考えておく。 〔床面〕

中央にp. 1があるのみ。 〔年代決定の資料〕埴土出土のものを援用すると、大木7 a式期か、

その前後と思われる。

EF71 f.p.1 (第110図・図版46) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EE71f.p.3、 EE301に先行。 〔平

面形〕楕円形基調。 〔縦断面形〕ビーカー型に近いフラスコ型であるが、 B-2の例としておく。

〔規模〕 (2.7±×1.75±) ・ (×) ・ (2.75±×l.8±) ・ (1.07±へ?) 〔堆積土〕重複で不明だが、

自然堆積か。ただし音①の傾斜は若干不自然とも思える。なお①はEE301のものであろう。 〔床

面〕中央にp. l、東壁際にp.2が存在する。 〔年代決定の資料〕壇上中一下位出土のものを援

用すると大木7 a式期か、その前後と思われる。

EF74f.p.1 (第116図・図版48) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EG74 f.p.3に後続するか。実測

図不明瞭のため、やや疑問がある。 EE302・403・404に重複するが、実測図を欠き先後関係不明。

〔平面形〕未完掘であるが、円形基調か。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D-2の仲間として

おく。 〔規模〕 (1.75±×?)・(L5±×?)・(2.0±×?)・(l.57±へ?) 〔堆積土〕⑪・㊥の性

状は、一部不自然な部分があろう。 〔床面〕中央と思われる部分にp. 1が存在。北壁直下に礫

があり、詳記は無いが、壁補強関連の可能性がある。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるも

のを二次的に援用すると、大木7 a式期か、それ以降の可能性をもつ。

EGO3 p.1 (第117. 118図) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EFO3 f.p.2、 EGO6 f.p.l、 EGO3 f.

p.2と重複するが、記録を欠く。近世墳墓墳丘の下位である。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基

調か。 〔縦断面形〕完掘時はビーカー型と思われ、 E-1とした。 〔規模〕 (2.00±.×?) ・ (×) ・

(l.8±×?) ・ (0.39土へ?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕重複で詳細不明。 〔年代決定

の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に用いると、大木7 a式期か、その新しい部分の可
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能性をもつ。

EGO3 f.p.2 (第117図・図版48) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EGO3 p.1、 EH50住居跡と重

複するが、実測図を欠く。 EHO3f.p.1と壁が接している。近世墳墓墳丘下位にくる。 〔平面形〕

円形基調。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型であり、 D-1とした。 〔規模〕 (1.85±×l.55±) ・

(l.7±×l.4±). (2.0±×1.8±). (l.41±へ?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕西壁際

に礫1が存在する。詳記無く、性格不明。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的

に用いると大木7 a式期か、それ以降と思われる。

EGO6f.p.1 (第117図・図版48) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EGO6p.2、 f.p.3、 EGO3p.1と

重複するらしいが、実測図を欠く。比較に足る良、好な資料も得られていない。近世墳墓墳丘下

位にある。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と思われ、 D-2の仲間とし

た。 〔規模〕 (2.4±×?)・ (×)・ (2.6±×2.5±)・ (1.18±̃l.02±) 〔堆積土〕記録を欠き不

明。 〔床面〕中央にp. 1が存在するのみ。 〔年代決定の資料〕培土出土と思われるものを二次

的に用いると大木8 b式か、その前後の可能性をもつ。

EGO6p・2 (第117図) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EGO6f,P.l、 EHO3f.p.1と重複するが、

実測図を欠く。近世墳墓墳丘下位にくる。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調か。 〔縦断面形〕

完掘時はビーカー型であり、 A-2の仲間とした。 〔規模〕 (l.7±×?)・ (×)・ (1.35±×?)・

(0・5±̃?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕中央と思われる部分にp. 1、西壁上の斜行

するp・ 2がある他は詳細不明。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得ていない。

EGO6 f.p.3 (仮No.9) (第113図・図版49) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EGO6 f.p.1、 EGO9

p・2・3・f"p・5と重複するが、実測図を欠く。良好な遺物も無い。近世墳墓墳丘の下位にくる。

〔平面形〕円形基調か。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と思われ、 D-1の仲間としておく。

〔規模〕 (1・5±×?)・(×)・ (l.6±×?)・(0.72±̃?) 〔堆積土〕記録を欠き不明である。

〔床面〕平坦以外の特記事項は無い。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得られなかった。

EGO9p・1 (仮No.7 P.) (第113図・図版49) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EFO6p、 EGO9p.

2と重複するが、実測図を欠く。近世墳墓墳丘の下位となる。 〔平面形〕楕円形乃至長方形基調。

〔縦断面形〕完掘時はビーカー型でC鵜1の仲間としておく。〔規模〕(l.00±×0.7±) ・ (×) ・

(0・75±×0.5±) ・ (0.87±-?) 〔堆積土〕実測図を欠き詳細不明。 〔床面〕中央がやや深くな

る。 〔年代決定の資料〕良好なそれを欠く。

EGO9 p.2 (仮No.6) (第113図・図版49) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EFO9 f.p.、 EGO9 p.

l●3・f.p.4と重複。実測図を欠く。近世墳墓墳丘下位になる。 〔平面形〕重複で不明。円形基調

か。 〔縦断面形〕不明。 〔規模〕 (深さ0.57±へ?) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕 p.1

を一応本遺構のものとしておく。東壁直下に溝状のものの一部が見られる。 〔年代決定の資料〕
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良好なそれを欠く。

EGO9 p.3 (仮No.8) (第113図・図版49) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EGO9 2、 EGO6 f.p・

3、 EGO9f.p.4. 5と重複か。実測図を欠く。良好な遺物も欠く。近世墳墓墳丘の下位になる。

〔平面形〕重複のため不明。 〔縦断面形〕完掘前の記録を欠き不明。 〔規模〕 (深さ0.7±一?)

〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕平坦な一部が残存するのみ。 〔年代決定の資料〕良好なそ

れは得ていない。

EGO9f.p.4 (仮No.3) (第113図・図版49) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EFO9f.p、 EGO9p.

2.3と重複するが、実測図を欠く。 〔平面形〕円形基調か。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と

思われ、D-1の仲間とした。〔規模〕(2.35±×l.8±) ・ (×). (2.35±×l.9±). (0.84±一?)

〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕中央部がやや深くなる。 〔年代決定の資料〕埋土出土と

思われるものを二次的に用いると、大木7 a式期か、それ以降と思われる。

EGO9 f.p.5 (仮No.10) (第113図・図版49) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EGO6 f.p・3、 EGO9

p.3に重複するが、実測図を欠く。遺物にも時期差は見出しがたい。近世墳墓墳丘の下位にくる。

〔平面形〕楕円形基調。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と思われ、 D-2とした。 〔規模〕 (2.

15±×2.05±) ・ (×) ・ (2.35±×2.05±) ・ (0.92土へ?) 〔堆積土〕実測図を欠き詳細不明。 〔床

面〕中央にp. 1と、南部に礫1、西壁際に礫群がそれぞれ存在する。後者の性格についての詳

記は無いが、壁補強に関連する可能性をもつ。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二

次的に用いると、大木6式期か、それ以降と思われる。

EG12p.1 (仮No.2) (第119図・図版50) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EG12p.2、 EH12p.1

と重複すると思われるが、実測図を欠く。良好な遺物も無い。近世墳墓墳丘下位にくる。 〔平面

形〕円形基調か。 〔縦断面形〕完掘時は浅く、 E-1としておく。 〔規模〕 (l.95±×1.95±) ・

(×)・(1.6±×l,5±)・(0.36±へ?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕 p.1・3・5、壁

上にp.2 ・ 4が存在する。さらに壁直下に溝がめぐるが、全周はしない。 〔年代決定の資料〕

良好なそれではないが、大木6式期か、それ以降と思われる。

EG12.p,2 (第119図・図版50) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EG12p.1と重複するらしいが、

実測図も良好な遺物も欠く。近世墳墓墳丘の下位にくる。 〔平面形〕楕円形乃至長方形基調か。

〔縦断面形〕若干疑義はあるが、 C-1としておく。〔規模〕 (1.2±×0.5±) ・ (0.9±×0.3±) ・

(0.35±×0.18±) ・ (0.45±-0.68±) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕中段をもってさら

に深くなる。最深部は西南位に偏する。 〔年代決定の資料〕良好なそれを欠く。

EG21p. (第119図・図版50) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 P.4と重複するらしいが実測図

を欠く。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕かなり浅くE-1の仲間とした。 〔規模〕 (1.7±×1.

57±)・ (×)・ (1.5±×1,3±)・ (0.38±̃0.22) 〔堆積土〕一応自然堆積と見徹しておく。 〔床
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面〕 P.1が中央に、北部にP.2・3が存在し、かつ南壁直下に礫lが分布する。壁外周のP,

4も便宜上ここに記した。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを用いると、大木7 a式期か、そ

れ以降と思われる。

EG27 p.1 (第120図・図版50) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EF27 p.1と重複するが明瞭な

実測図を欠く。遺物を見ても差はない。 〔平面形〕重複で不明だが円形基調か。 〔縦断面形〕浅

く、E-1の仲間とした。〔規模〕(2.1±×1.25±) ・ (×). (1.9±×l.2±). (0.37±一0.29±)

〔堆積土〕自然堆積と見徹しておく。 〔床面〕大略平坦である。南壁直下に斜行するP. 1が存

在する。 〔年代決定の資料〕壁土出土をものを援用すると、大木7 a式期か、それ以降と思われ

る。

EG50f.p. (第120図・図版52) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EH50住居跡に先行。近世墳墓

墳丘下位にのる。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D-2の典型例と見徹

しておく。〔規模〕 (2.45±×2.3±) ・ (2.05±×2.2±) ・ (2.3±×2.15) ・ (0.88土へ0.66±)〔堆

積土〕⑪の性状は自然とは考え難い。 〔床面〕中央にP. 1、西南部にP.2が存在するのみ。 〔年

代決定の資料〕壁土出土のものを用いると、大木8式期か、それ以降の可能性がある。

EG53 f.p, (第120図・図版52) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕近世墳墓丘下位にくる。 〔平面

形〕円形基調。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と思われD-2の例とした。 〔規模〕 (2.6±×

2.25±) ・ (×) ・ (2.4±×2.2±) ・ (0.69±一0.46±) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕中

央にP. 1が存在し、かつ大略平坦であ・る。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを二次的に援用

すると大木8式期か、その前後の可能性をもつ。

EG56 p.1 (第121図・図版52) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EG56 p.2と重複するが実測図

を欠く。東半は近世墳墓周溝によって削平され、西半は墳丘下に入る。 〔平面形〕円形基調か。

〔縦断面形〕完掘時はビーカー型でA-1の仲間としておく。 〔規模〕 (2.5±×?) ・ (×) ・ (2.

35±×?)・ (0.59±×へ?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕西壁際にP.1・2が存在する

のみ。 〔年代決定の資料〕ピット肌を欠くために遺物を遺構に特定できないが、 “EG56p.、から

は大木6式期のものが得られている。

EG56 p.2 (第121図・図版52) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EH53 f.p.l、 EG56 p.1と重複

するが実測図を欠く。良好な遺物も欠く。東半を近世墳墓周溝によって削平され、かつ墳丘下

位にくる。 〔平面形〕楕円形基調か。 〔縦断面形〕完掘時はビーカー型であり、 B-1の仲間と

した。 〔規模〕 (2.85±×2.6・ (×)・ (2.6×2.1±)・ (1.07±へ?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。

〔床面〕中央にP.1が存在するのみ。 〔年代決定の資料〕ピット胸の明記を欠くために、遺物

を遺構できない。 “EG56 p.、からは大木6式期前後のものが得られている。

EG62 f.p. (第122図・図版51) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EE301に先行する。近世墳墓
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周溝に西端を削平される。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D. 1の仲間と

した。 〔規模〕 (1.8±×?) ・ (×)・ (l.8±×1.75±)・ (0.69±̃?) 〔堆積土〕⑤のあり方はや

や不自然と思われる。 〔床面〕平坦以外の特記事項は無い。 〔年代決定の資料〕壁土中出土のも

のを援用すると、大木6式期か、その前後と思われるが確実でない。なお近世陶器片も見られ

るが、何らかの形での混入品と見徹した。

EG68 p. (第124図・図版51) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EG71 p.に先行する。その他と

は実測図を欠く。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調か。 〔縦断面形〕 E「2の仲間と見徹し

た。 〔規模〕 (l.8±×1.5±) ・ (×)・ (l.6±×1.4±)・ (0.56±へ?) 〔堆積土〕⑤の性状は不自

然と思われる。 〔床面〕特記事項無し。 〔年代決定の資料〕良好なそれを欠く。

EG71 p. (第124図・図版51) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EG68p.に後続する。その他と

は実測図を欠く。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕若干浅目だが、 A-1の仲間と見徹した。

〔規模〕 (l.35±×l.25±)・ (×) ・ (1.05±×1.05±) ・ (0.62±×0.56±) 〔堆積土〕 ㊤や、焼

土等の存在は不自然であろう。現地性焼土か否かなどの記述は無く、詳細不明。 〔床面〕平坦以

外の特記事項は無い。 〔年代決定の資料〕埴土出土と思われるものを二次的に用いると、大木8

b式期か、その前後の可能性をもつ。

EG71 f.p.1 (第124図・図版53) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EE401̃403他と重複するが実

測図を欠く。 〔平面形〕円形基調か。 〔縦断面形〕中段をもつフラスコ型であり、 D-2の典型

例としておく。 〔規模〕 (l.2±×l.0±)・ (×)・ (1.15±×1.05±)・ (0.88±-?.) 〔堆積土〕一

応自然堆積と見徹しておく。 〔床面〕中央にP. 1が、東壁直下に礫2が存在。後者の性格は不

明だが、補強に関する可能性はあろう。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に

援用すると、大木8b式期か、その前後と思われる。

EG74 f.p.3 (第116図・図版48) 〔検出面〕 K.T.層中である。 〔重複〕 EF74 f.p.に先行すると

思われるが、実測図不明瞭である。 〔平面形〕未完堀のため不明。 〔縦断面形〕フラスコ型(D)

ではあろう。 〔規模〕 (深さ1.36±へ?) 〔堆積土〕部分的にしかすぎず、詳細不明。 〔床面〕不

明。西壁際に礫が分布する。 〔年代決定の資料〕良好なそれは得られないが、重複関係からする

と、大木6式期か、それ以前の可能性をもつ。

EHO3p (第117図・図版53) 〔検出面〕 K.T,層中か。 〔重複〕 EHO3f.p.1、 EH50住と重複する

が、実測図を欠く。良好な資料も得られない。近世墳墓墳丘下位にくる。 〔平面形〕重複のため

不明だが、円形基調か。 〔縦断面形〕重複で詳細不明だが、完掘時はE喜1の仲間か。 〔規模〕

(1・75±×?)・(×)・(1.75±×?)・(0.32±̃?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕壁直

下に巾0・2×深さ0.08へ0.03mの同港状のものがめぐる。 〔年代決定の資料〕良好なそれは無い。

EHO3f.p.1 (第117図・図版53) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EGO3f.p.2、 EGO6p.2、 EHO3
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p・と重複するが、実測図を欠く。良好な資料も無い。近世墳墓墳丘下位にくる。 〔平面形〕円形

基調か。〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と思われ、 P-2の仲間とした。〔規模〕 (2.05±×?) ・

(l・7±×?) ・ (2・15±×l・95±) ・ (1.25±̃l.05±) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕中央

にp・ 1が存在し東西壁直下に礫・粘土が分布する。詳記は無いが、壁補修・補強に関連したも

のである可能性もある。 〔年代決定の資料〕良好なそれは無い。

EHO6f.p.1 (第125図・図版53) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕近世墳墓墳丘下位にくる。 〔平

面形〕円形基調。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と思われD-2と見徹した。 〔規模〕 (1.6±×

l・45±). (l・35±×l・3±). (l・85±×1.65±). (1.13±×?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床

面〕中央にP・1が位置し、その中に礫lがある。 〔年代決定の資料〕大木7a式期か。

EHO6 f.p.2 (仮No.11p.) (第125図・図版54) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EHO9 p.と重複

するが実測図を欠く。写真によると、それに後続するとも見えるが、詳細不明。近世墳墓墳丘

下位にくる。 〔平面形〕円形基調か。 〔縦断面形〕完堀時はフラスコ型と思われD鵜1の仲間と

した。 〔規模〕 (2.05±×1.85±) ・ (×) ・ (1.8±×1.6±) ・ (0.83±→) 〔堆積土〕実測図を欠き

不明。 〔床面〕中央が若干深い。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に援用す

ると、大木7 b式期か、その前後の可能性をもつ。

帥09 p. (仮No・16p.) (第125図・図版54) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EHO6 f.p.2と重複

するが記録を欠く。良好な遺物も無い。 〔平面形〕重複のため不明。 〔縦断面形〕完掘時はど-

カー型に近く、かつ浅いのでEの仲間とした。〔規模〕 (l.85±×?)・(×)・(l.05±×?)・

(0・53土へ?) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕重複のため不明。 〔年代決定の資料〕良好

なそれを得ていない。

EH12p,1 (第119図・図版50) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EH12p.2、 EG12p.1に重複す

るが、実測図・良好な資料ともに欠く。近世墳墓墳丘下位にくる。 〔平面形〕楕円形乃至長方形

基調か。 〔縦断面形〕完掘時は浅く、 E-1としておく。 〔規模〕 (0.97±×0.45±)・(×)・(0.

9±×0.35±) ・ (0.21±̃0.37) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕平坦であり、特記事項無

し。 〔年代決定の資料〕良好なそれを欠く。

EH12 p.2 (仮No.1P) (第119図・図版50) 〔検出面〕 K,T.層中か。 〔重複〕 EH12 p.1と重複

するらしいが、実測図・良好な遺物の両者とも欠く。近世墳墓周溝に西半部を削られかつ、東

半は墳丘下位にくる。 〔平面形〕削平で不明だが、円形基調か。 〔縦断面形〕重複で不明だが、

完掘時は浅い。 E-1の仲間としておく。〔規模〕 (2.1±×?)・(×)・(1.95±×?)・(0.22±

-?) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕重複で詳細不明。 〔年代決定の資料〕埋土出土と思

われるものを二次的に用いると、大木6式期か、それ以降の可能性をもつ。

EH21p. (第126図・図版54) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕その事実は無い。 〔平面形〕円形

-
87
-



基調。 〔縦断面形〕現状はかなり浅いが、 E-2としておく。 〔規模〕 (1.5±×1.3±)・ (×)・

(l.35±×l.15±) ・ (0.31土へ0.21±) 〔堆積土〕 (D・(Dのあり方は若干異常であろう。 〔床面〕

平坦以外の特記事項無し。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得ていない。

EH50 p. (第126図・図版54) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EH50住居跡と重複するが実測

図を欠く。 〔平面形〕長方形基調。 〔縦断面形〕完掘時はかなり浅いが、 C-4の仲間とした。

〔規模〕 (3.05±×l.68±) ・ (×) ・ (2.95±×1.53±) ・ (0.18±一0.1±) 〔堆積土〕実測図を欠

き不明。 〔床面〕中央にp.1と、そこから十字型にのびる溝がある。他に北壁際にp.2̃4、

さらにp.5 ・ 6が存在する。 〔年代決定の資料〕埋土上位出土のものを用いると大木8b式期

かその前後と思われる。

EH53 f.p.1 (第121図・図版55) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EG56 p.2と重複するが、実

測図を欠く。近世墳墓墳丘の下位にくる。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ

型と思われるが、浅く、 E-2(かD-1)と思われる。 〔規模〕 (2.45±×?)・(2.25±×?)・

(2. 4±×?) ・ (0.76±-0.53) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕平坦以外の特記事項無

し。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に用いると、大木7 a式期か、それ以

降の可能性をもつ。

EH56 p. (第126図・図版55) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕近世墳墓周溝によって削平され

る。 〔平面形〕円形基調か。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と思われ、 D-2の仲間とした。

〔規模〕 (2.6±×2.35±) ・ (×) ・ (2.6±×2.13±) ・ (0.98±へ?) 〔堆積土〕実測図を欠き不

明。 〔床面〕中央にp. 1が存在するのみ。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得ていない。

EH62 f.p.1 (第122図・図版55) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕西半部を近世墳墓周溝によっ

て削平される。 〔平面形〕円形基調か。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D-2の典型例とした。

〔規模〕 (2.4±×2.2±) ・ (×) ・ (1.95±×1.9±) ・ (0.89±̃) 〔堆積土〕⑤の性状は不自然と

思われる。 〔床面〕 p. 1が存在するのみである。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得ていない。

EH65 f,P.1 (第127図) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EH65f.p.2、 EH68f.p.1と重複するが、

実測図を欠く。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調か。 〔縦断面形〕完掘時はビーカー型と思

われ、 A-1の仲間とした。 〔規模〕 (1.6±×?)・(×)・(1.25±×?)・(0.82±へ?) 〔堆積

土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕平坦以外の特記事項は無い。 〔年代決定の資料〕埴土出土と思

われるものを二次的に用いると、後期初頭の可能性ももつが確実でない。

EH65f.p.2 (第127図・図版56) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EH65f.p.1と重複するが、実測

図を欠く。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕A-2の典型例とした。 〔規模〕 (1.3±×?) ・ (×) ・

(1.1±×1.0±) ・ (1.33±̃l.2±) 〔堆積土〕 ①上位と下位の異同が対照的なことは不自然と

も思える。 〔床面〕中央にp. 1が存在するのみ。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを
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用いると、大木6式期かそれ以降、とりわけ大木8 b式期前後の可能性をもつ。なお土製耳栓

2も出土している。

EH68f.p. (第127図・図版55) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EH68f.p.1と重複し、壁に穴があ

く。実測図を欠き先後関係不明。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕中段をもつフラスコ型であ

り、 D-3の仲間とした。 〔規模〕 (規模〕 (2.2±×l.55±)・(×)・(2.0±×2.0±)・(1.07±

へ?) 〔堆積土〕自然堆積と見徹しておく。 〔床面〕西半壁際にp.l→3が存在する。 〔年代決

定の資料〕良好なそれを得ていない。

EH68 f.p.1 (第127図・図版54) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EH71 f.p.1に先行するとも見え

るが、実測図不明瞭であり、かつ良好な遺物も無い。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調か〔縦

断面形〕フラスコ型と思われ、 D鵜5と見徹した。 〔規模〕 (3.05±×?)・(×)・(2.75±×2.

67±). (1.12±へ?) 〔堆積土〕①の性状は若干不自然であろう。 〔床面〕 NE鵜SW方向にp.

1→3がならぶ。南半にp.4へ7の小穴もある。 〔年代決定の資料〕良好なそれを欠く。

EH71 f.p.1 (第127図・図版54) 〔検出画〕 K.T.層中。 〔重複〕 EH68f.p,1に後続する可能性を

もつが、正確は期しがたい。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調か。 〔縦断面形〕一応フラス

コ型と思われD-1と見徹した。 〔規模〕 (l.65±×?)・(×)・(1,45±×?)・(0.75±一?)

〔堆積土〕重複で不明。 〔床面〕の重複のため不明だが、平坦ではある。 〔年代決定の資料〕良

好なそれを得ていない。

EH71f.p.2 (第130図・図版56) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EH74f.p.に後続する。 〔平面形〕

円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D-2の典型例とした。 〔規模〕 (l,6±×?)・(l.

35±×?) ・ (1.8±×l.75±) ・ (1.13±-0.91±) 〔堆積土〕中位の(∋・⑤の互層的あり方は若

干不自然と思われる。 〔床面〕中央にp.1がある。他に、床面より若干上位に土器片が壁際に

分布する。 〔年代決定の資料〕重複によると中期中葉以降か。

EH74f.p. (第130図・図版56) 〔検出面〕 K.T.層中。 〔重複〕 EH71f.p・2に先行する。 〔平面形〕

未完堀ではあるが、円形基調か。 〔縦断面形〕中段を有するフラスコ型であり、 Dの仲間とした。

〔規模〕 (2.1±×?) ・ (1.7±×?) ・ (2.15±×?) ・ (1.24±-?) 〔堆積土〕(⑧などの存在は、

自然堆積以外の人為的措置を感じさせる。 〔床面〕未完堀のため不明。 〔年代決定の資料〕壁土

出土と思われるものを二次的に用いると、大木7b-8 a式期か、その前後の可能性をもつ。

EIlOl f.p.、 E1102 p.は一覧表形式にまとめた。

EIO3f.p. (第131図・図版56) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕近世墳墓墳丘下位にくる。 〔平面

形〕円形基調。〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と思われ、D鵜3の仲間とした。〔規模〕 (2.05±×

2.0±) ・ (l.77±×1.75±) ・ (2.15±×2.05±) ・ (1.49±̃0.97±) 〔堆積土〕実測図を欠く。

写真にても詳細不明。 〔床面〕中央にp.1、西南部にp.2、東半部を占める形でp.3がそれ
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ぞれ分布する。 〔年代決定の資料〕壁土出土のものを二次的に用いると、大木7へ8式期か、そ

の前後の可能性をもつ。

EiO6p. (仮No.12P.) (第125図・図版57) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕近世墳墓墳丘下位に

くる。また平面形不整な点は、重複の可能性を思わせるが、詳細不明である。 〔平面形〕不整形。

〔縦断面形〕実測図を欠く。完掘時はEの仲間とした。 〔規模〕 (2.9±×2,05±) ・ (×)・ (2.

25±×1.85±)・ (0.34±̃0.06±) 〔堆積土〕実測図を欠く。 〔床面〕 p.1、溝l等があるが、

詳細不明。西部に礫が分布する。 〔年代決定の資料〕埋土出土と思われるものを二次的に用いる

と、大木8 b式かその前後の可能性をもつ。

EI12 p.1 (仮No.15P.) (第119図・図版50) 〔検出面〕 K.T,層中か。 〔重複〕近世墳墓墳丘下位

にあり、かつ、その周溝によって西半を削平される。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調か。

〔縦断面形〕完掘時は浅くEの仲間とした。〔規模〕(1.7±×?) ・ (×) ・ (1.55±×?) ・ (0.13±

へ?) 〔堆積土〕実測図を欠く。 〔床面〕特記事項無し。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得てい

ない。

Ei12 p. 2 (第119図・図版50) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕近世墳墓墳丘下位にくる。 〔平

面形〕東西長の楕円形基調。 〔縦断面形〕完掘時は浅く、 E-1とした。〔規模〕 (1.05±×0.6±) ・

(×) ・ (0.65±×0.4±) ・ (0.22±へ?) 〔堆積土〕実測図を欠き不明。 〔床面〕特記事項無し。

〔年代決定の資料〕良好なそれを得ていない。

なお周辺のピット群も便宜上ここにまとめた。

EI24 p. (第126図・図版54) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕その事実は無い。 〔平面形〕円形

基調。 〔縦断面形〕浅く、 E鵜1とした。 〔規模〕 (1.45±×l.4±)・ (×)・ (1.3±×l.3±) ・ (0.

31±へ0.15±) 〔堆積土〕自然堆積と見徹しておく。 〔床面〕中央にp.1が存在するのみ。 〔年

代決定の資料〕良好なそれを得ていない。

EI50f.p.1 (第132図・図形57) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕近世墳墓墳丘下位にくる。 〔平

面形〕楕円形基調。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と思われ、 D葛2の仲間とみなした。 〔規

模〕 (1.4±×1.4±)・ (×)・ (2.06±×1.65±)・ (l.14±̃l.06±) 〔堆積土〕実測図を欠く。

写真にても詳細不明。 〔床面〕中央にp. 1が存在するのみ。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得

ていない。

EI53 f.p.1 (第133図・図版58) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EI53 p.2と重複するが、実測

図を欠く。 EH50住居跡とも同様。近世墳墓墳丘の下位にある。 〔平面形〕円形基調か。 〔縦断

面形〕完掘時はフラスコ型と思われ、 D-1の仲間とした。 〔規模〕 (2.1±×1.95±)・ (×)・

(2.65±×2.0±) ・ (1.2±一0.98±) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕平坦以外の特記事項

無し。 〔年代決定の資料〕良好なそれを欠く。
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E153 p.2 (第133図・図版58) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EI53 f.p.1、 EI50住居跡と重複

するが、実測図を欠く。近世墳墓墳丘下位にくる。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調か。 〔縦

断面形〕完掘時は浅く、 E-1の仲間とした。 〔規模〕 (1.35±×?)・ (×)・ (1.17±×?)・(0.

33土へ0.12±) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕平坦以外の特記事項無し。 〔年代決定の資料〕

良好なそれを得ていない。

E156f.p.1 (第133図・図版58) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EI53f.p.1、 EI59f.p.と重複す

るが実測図を欠く。近世墳墓墳丘の下位にくる。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕完掘時はフ

ラスコ型であり、D-2の仲間とした。〔規模〕(1.95±×1.4±) ・ (1.6±×1.35±) ・ (2.45±×

l.95±) ・ (1.38±一1.21±) 〔堆積土〕実測図を欠く。写真によるとパミスと思われる層もあり、

不自然とも思われるが詳細不明。 〔床面〕中央にp. 1が存在。東南壁に穴があり、そこに粘土

と礫が見られ、壁補強関連のものと考えられている。 〔年代決定の資料〕埋土出土と思われるも

のを用いると、大木7 b式式期か、その前後の可能性をもつが確実でない。

E159f.p. (第133図・図版58) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EH56f.p.1と壁を接し穴があく。

東半を近世墳墓周溝により削平され、かつその墳丘の下位にくる。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断

面形〕完掘時はフラスコ型と思われ、 D-2の仲間とした。 〔規模〕 (2.75±×2.7±)・ (×)・

(2.45±×2.4±)・(1.29土へ?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕中央にp.1があり、そ

の北に礫1がある。 〔年代決定の資料〕壁土出土と思われるものを二次的に用いると、大木7 b

式期か、その前後と思われるが確実でない。

EI59f.p.2 (第132図・図版58) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕西半が近世墳墓周溝に削平され

る。 〔平面形〕円形基調か。 〔縦断面形〕完掘時はフラスコ型と思われ、 D-2とした。 〔規模〕

(2.05±×l.75±) ・ (×) ・ (2.0±×1.85±) ・ (1.58±へ?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕

中央にp. 1が存在するのみ。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得ていない。

Ei62f.p. (第134図・図版58) 〔検出面〕 M.p.層中か。 〔重複〕 EI65f.p.に先行する。 〔平面形〕

円形基調。〔縦断面形〕フラスコ型であり、D-3の仲間とした。〔規模〕(2.0±×l.9±) ・ (×) ・

(2.3±×2.25±) ・ (1.01±-0.8±) 〔堆積土〕⑪は若干不自然であろう。 〔床面〕中央にp. l、

西北壁際にp. 2 (掘り込み風に若干大きめ)が存在するのみ。 〔年代決定の資料〕壁土出土の

ものを用いると、大木6式期か、それ以降と思われる。

EI65f.p. (第134図・図版58) 〔検出面〕 M.p.層中か。 〔重複〕 EI62f.p.に後続する。 〔平面形〕

円形基調。〔縦断面形〕フラスコ型であり、D-3の仲間である。〔規模〕(2.8±×2.7±) ・ (×) ・

(3.09±×2.7±) ・ (l.05±-0.95) 〔堆積土〕 ⑤・④の性状は若干不自然と思われる。 〔床面〕

中央にp.l ・ 2が存在する。 〔年代決定の資料〕埋土中出土のものを援用すると、大木9式期

か、その前後の可能性をもつ。
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E168ピット群(第127図)特記事項を欠くので、一覧表形式とした。

EJ53p.1 (第132図) 〔検出面〕K.T.層中か。 〔重複〕近世墳墓墳丘下位にあり、かつ周溝によっ

て南半を削られる。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕完掘時はビーカー型と思われ、 A-1の

仲間とした。 〔規模〕 (2.1±×2.0±)・ (×)・ (1.9±×l.8±) ・ (0.88±へ?) 〔堆積土〕実測図

を欠く。 〔床面〕平坦以外の特記事項は無い。 〔年代決定の資料〕若干疑問ある資料を用いると、

大木6式期か、それ以降の可能性をもつが確実でない。

EJ53p.2 (第136図) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕近世墳墓墳丘下位にあり、南半は周溝に

削られ、欠失する。 〔平面形〕重複で不明だが、円形基調か。 〔縦断面形〕完掘時はビーカー型

と思おれ、 A-2とも見えるが、 D-2の可能性もある。 〔規模〕 (1.9±×?)・(×)・(1.

65±×?) ・ (0.63±一?) 〔堆積土〕実測図を欠く。 〔床面〕中央と思われる部分にp.1が存在

するのみ。 〔年代決定の資料〕良好なそれを欠く。

EJ59 f.p. (第136図) 〔検出面〕 M.p.層中。 〔重複〕 EI62住居跡と、近世墳墓周溝の両者に先

行。 〔平面形〕円形基調か。 〔縦断面形〕フラスコ型でありD-1の仲間とした。 〔規模〕 (2.

05±×?). (1.85±×l.65±). (l.7±×l.55±). (1.1±一0.86±) 〔堆積土〕⑪の性状は若干

不自然さを感じさせる。 〔床面〕中央にp. 1が存在するのみ。 〔年代決定の資料〕埋土出土と思

われるものを二次的に用いると、晩期か、その前後の可能性をもつが確実でない。

EJ62p. (第136図) 〔検出面〕 M.P.層中か。 〔重複〕 EI62住居跡と重複するが、実測図を欠く。

おそらくはそれに先行しょうが、同じく古代に属す可能性もある。 〔平面形〕不整形〔縦断面形〕

若干減めであるが、A-1の仲間とした。〔規模〕(1.55±×1.15±) ・ (×) ・ (1.3±×0.95±) ・

(064±̃0.48±) 〔堆積土〕自然堆積と見徹しておく。 〔床面〕東方へやや傾斜する。 〔年代決

定の資料〕良好なそれに欠ける。

EIlOlも便宜上ここに記す。

E」68遺構(第137図)詳細不明のため、一覧表形式にまとめた。

EJ68f.p. (第138図・図版59) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EJ71 p.に先行。その他とは実

測図を欠く。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕中段をもつフラスコ型であり、 D-3の典型例

とした。 〔規模〕 (3.5±×3.3±)・ (3.0±×2.5±) ・ (2.9±×2.9±)・ (l.37±へ?) 〔堆積土〕

一応自然堆積と見徹しておく。 〔床面〕中央にp,1 ・ 2、周辺にp.3へ8の小穴類が存在し、

さらに東南部にp.9がある。 〔年代決定の資料〕埋土出土のものを援用すると、大木7b式期

か、それ以降の可能性をもつ。

EJ71 p, (第139図・図版59) 〔検出面〕 K.T.層中か。 〔重複〕 EJ68f.p.に後続する。 〔平面形〕

楕円形基調か。 〔縦断面形〕 E-1の典型例とした。 〔規模〕 (2.05±×1.75±) ・(l.8±×1.

35±) ・ (l,5±×l.0±) ・ (0.82±へ?) 〔堆積土〕遺物・焼土のあり方は人為的な措置を思わせ
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るに十分である。 〔床面〕特記事項は無い。既述の焼土についての記載を欠き、性格不明である。

〔年代決定の資料〕壁土出土のものを援用すると、大洞B-C式へC,式期か、それ以降の可能

性をもつ。

FA59p. (第142図) 〔検出面〕 M.P.層中。 〔重複〕 FA62p.1と重複するが、実測図を欠く。 〔平

面形〕重複のため不明。円形乃至楕円形基調か。 〔縦断面形〕完掘時は浅くE- 1の仲間とした。

〔規模〕 (1.45±×?) ・ (×) ・ (1.25±×?) ・ (0.4±へ?) 〔堆積土〕記録を欠き不明。 〔床面〕

特記事項は無い。 〔年代決定の資料〕良好なそれは得ていない。

FA62p.1 (第142・図版24) 〔検査面〕 M.P.層中。 〔重複〕 FA59p.、 FA62p.2と重複するが、

実測図を欠く。 〔平面形〕円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型と思われ、・ D-2の仲間としてお

くおく。 〔規模〕 (2.0±×2.0±) ・ (1.83±×) ・ (1.72±×l.72±) ・ (0.74土へ?) 〔堆積土〕⑧

の性状は若干不自然であろう。 〔床面〕中央にp.1があるのみ。 〔年代決定の資料〕ピット甑を

付していない岬A62 p、出土資料に後期のものがある。

FA62p.2 (第142図) 〔検出面〕 M.P.層中。 〔重複〕 FA62p.1. 3と重複するが、実測図を欠

く。 〔平面形〕楕円形基調か。 〔縦断面形〕現状は浅くE-1の仲間とした。 〔規模〕 (l.3±×0.

8±) ・ (×) ・ (1.0±×0.65) ・ (0.49±一?) 〔堆積土〕 ④・⑤の性状は若干不自然と思われる。

〔床面〕特言醇項無し。 〔年代決定の資料〕ピット恥を付していない“FA62恥出土資料に後

期一晩期のものがある。

FA62 p.3 (第142図) 〔検出面〕 M.P.層中。 〔重複〕 FA62p.2と重複するが、実測図を欠く。

〔平面形〕重複で不明。円形乃至楕円形基調。 〔縦断面形〕完掘時は浅くA-1の仲間か。 〔規

模〕 (1.5±×0.9±) ・ (×) ・ (1.3±×0.8±) ・ (0.58±一?) 〔堆積土〕実測図を欠く。 〔年代決

定の資料〕ピットNoを付していない“FA62恥出土資料に後期乃至晩期のものがある。

なおFブロックの以上のピット類はその上位を削平(人為・自然の営力によって)された可

能性もある。したがってここでEの仲間としたものの中には、本来はAであった可能性のもの

も含む。

FA68p.1 (第141図) 〔検出面〕 M.P.層中か。 〔重複〕その事実は無い。 〔平面形〕楕円形基調。

〔縦断面形〕完掘時は浅く、 E-1の仲間としておく。 〔規模〕 (1.1±×0.95±)・(×)・(0.

95±×0.75±) ・ (0.26±一?) 〔堆積土〕実測図を欠く。 〔床面〕東南部壁際にp.1がある。か

なり深いといえる。 〔年代決定の資料〕良好なそれを欠く。

FA68f.p.3 (第141図) 〔検出面〕 M.P.層中。 〔重複〕その事実は無い。 〔平面形〕楕円形基調。

〔縦断面形〕中段のあるフラスコ型であり、 D-2とした。 〔規模〕 (1.73±×1.55±)・ (×)・

(1.42±×l.13±) ・ (0.34±一?) 〔堆積土〕自然堆積と見徹しておく。ただし⑪・⑤の性状は

若干不自然であろう。 〔床面〕中央やや南寄りにp. 1がある。その他は詳記を欠き詳細不明。
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〔年代決定の資料〕良好なそれを欠く。

FA68f"P.2 (第143図・図版24) 〔検出面〕 M.P.層中。 〔重複〕 FA71p.1に先行し、 P.2に後

続すると思われる。 〔平面形〕楕円形基調。 〔縦断面形〕フラスコ型であり、 D-3の仲間とし

た。 〔規模〕 (2・8±×2・l±)・(×)・(2.7±×l.9±)・(0,8±へ?) 〔堆積土〕部分的であり詳

細不明だが、自然堆積と見徹しておく。 〔床面〕中央にp. l̃3が存在するのみ。 〔年代決定の

資料〕良好なそれを得ていない。

FA71p.1 (第143図・図版24) 〔検出面〕 M.P,層中。 〔重複〕 FA68f.p.2に後続する。 〔平面形〕

実測図未完のため不明。 〔縦断面形〕ビーカー型と見徹し、 A葛1の仲間とした。 〔規模〕 (l.

1±×?)・(×)・(0・9±×?)・(0・8±一?) 〔堆積土〕一応自然堆積と見徹しておく。 〔床面〕

実測図を欠き不明。 〔年代決定の資料〕良好なそれを得ていない。

FA71p.2 (第143図・図版24) 〔検出面〕 M.P.層中。 〔重複〕 FA68f.p.2に先行する。 〔平面形〕

円形基調。 〔縦断面形〕重複のため不明だが、 A-2かD-2の可能性はあろう。 〔規模〕 1.

9±×?) ・ (×) ・ (l・6±×1・4±)・ (0"56±̃?) 〔堆積土〕重複で詳細不明である。 ①のレベ

ルは若干不自然とも思える。 〔床面〕中央と思われる部分にp. 1が存在する。 〔年代決定の資料〕

良好なそれは得ていない。
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種 l) ei C3 d 

生YR%蹄赤禍 螺上 聞い 炭化物を含む臆 
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火I用木と嘱柄士の混上層。ハミス輸少 炭化物多い。士 

握・i詰まl)よりある。 暮片岩上含む 

祐旧まぐIに同じ.ハミスはe,よI)多い 炭化物稀少 

了.5l’時%∴明薄 火I用木・鮪性ややある臆 
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DF24.f.P

W21

雪雪

W20
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87乏し\//霊1
径 深

P.1 0.7 ×0.40 0.10
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P.6 0.2 ×0.2 0.18

P.7 0.2 ×0.20 0.17

第47図 Dブロックピット実測図(6) (DDi5f.P..DF24F・P..DF2IP.1)
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A’

1 DDl16

No. 

長 径 短 径 糊二∴∴∴彫 深,∴∴∴さ 
備 考 

(臆上)(下) (」つ (1つ (上)(卜) (臆上)(下) 

D= 10l 

0.76 0.5 0.65 0.38 偽印、長方 0.47 

102 
つ 0.75 0.25 つ 記 載無 し 未完据 

10こう 0.85 0.33 0.75 0.29 _了I∴方、偽用 0.89 

104 0.72 0.5 0.55 0.4 持出、格口 0.55 121と重複(?) 

121 0.25 0.16 0.24 0.14 口 0.86 

106 0.1 0.02 椅iI主 用 0.1 

107 0.12 0.03 用 I↑」 0.1 

108 0.55 0.3 0.5 0.26 硝子宴上 方 0言う2 

109 0.22 0.09 0.2之 0.09 用、 用 0.12 

110 0.45 0.26 枠用、祐出 0.32 

111 0.(う 0.36 0.55 0.3 II II 0.18 

112 0.18 0.1 0.18 0.1 門 出 0.12 

1言う 0.47 0.3 偽書I上 持出 (主42 

l14 (主83 O.95 0.7 0.85 I〇 月 0.62 ーフラスコ型音(?) 

上).1 0.22 0.14 0.22 0.14 用、 用 0.12 I表面中火 

P.2 (主27 0.15 0.25 0●16 中 り 0.2 南1醤直下 

115 0.43 0.3 ダ′レマ、鮎I! 0∴う4 116と重複(?) 

116 0.6 0.6 0.58 0.55 持出 ′′ 0.16 

117 0言う5 0.32 0.22 0.2 II II 0.84 斜イ子 

l18 0.75 0.58 0.73 0.55 出 口 0.4二と 

119 4.15 2.6 1.6 0.7 不略、長方 (主(う4 

P.1 0.12 0.07 II主 用 0.1 
{手工 

上).2 0.13 ? (主13 ? 
II II (主17 II 

P言う 0.】9 0.15 0.11 0.1 船出、帯出 0.43 II 

P,4 0」8 0.12 0.18 0.12 用、 用 0言う5 

i)D I:ごく) 

1.2 1.35 1.1 1.3 用、 用 0.57 フラスコ型 

P.l 0.25 0.18 0.25 0.18 り !! 0.05 

P.2 0.12 0.02 0.12 0.02 II II 0.0〔) 

l)上 10】 

L05 0.8 
つ り つ り 

(主7 

P.1 0.25 0.15 0.23 0.15 口、 用 0.4 

102 1.9 1.8 
つ ? つ り 

0∴27 

P.1 つ 0.22 †有用?航用 0.57 

1).2 0.4 0.3 0.」 0.25 Il主 催国 0.(う7 

上⊃.3 0.7 0.6 昔,用 ′! 0言う 

し).4 0.3 0.2 II II 0.8 

103 1.0 0.75 0.8 0.6 ダIしマ、ダI」で 0.65 I表面に礫 

104 0.65 0.4 0.55 0.4 硝口、 用 (主46 IIにノトヒ∴,ト 2 

105 1.1 ? 1.0 ? 
つ つ 

0言う 

106 0.8 0.5 粋印、雄用 _他部が“深い 

第49図 Dブロックピット実測図(8)
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母 性 状 そ∴∴の 他 

1 ら ( d 十 

丁.5Yは名 工∴薄 しミリ強く、′、ミス浩子量売り 幽′中二が, 

†串頼!多い 

了.員’畑%∴∴略寮薄 炭化物部分(軌∴ら= L圭一上も-).全休ニ′、ミス諏有 ソ 

つトロームがプロ ′ク出二分布、 

∴5Y!〈%∴∴暗∴符 潰化的はとんどない i章へ:畑冒のノ、ミス勘肝.’士’し 

了.5YR?金 寮∴薄 

ノ、ミス:お部し′こいるふ 

炭化物混入 掠質‾こ理性紅)′言スはと人となし 
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P・2 p.1

◎

DHo9f. P

径 深

P.1 0.3 ×0.25 0.17

P.2 0.28×0.25 0・44

DHo9f. P

P.1

W10

悉Ⅵr8 ㊨)9
÷撃 DI12P.8 丁 DIo9NoIN5+

Ⅵ「23

十

DH24f. P.

W22
-+-

W21

ヽ6十

楢 色 調 性 状 ÷∴∴∴∴ 他 

a b C d 

7.5\’骨%音∴薄 スコリア・精工プロ ノクを混じる 炭と土器片を含む 

7.5\’R%∴ 明∴禍 しまI)強く、火山吹、精性あI主 

炭は舞い l)に同じ 

7.5l’R% 暗 視 スコl)了、ハミスを含む臆 

し言二両し し)に同じ 

DIO9P.1 周辺ヒ ノト計画表

Noふ 長∴後 短∴径 掻∴彫 深∴き 備 考 

P.1 0.23 0.23 用 記載なし 

之 0.38 0.28 倒∴∴卵 0.13 

3 0.5 0∴14 諦∴∴用 0.」 I∴、上(うと重複? 

」 (主3丁二 0.32二 不 明 (主08 

○ 0.23 0.18 不 霊 用 0.18 P言 と重被り 

亘 (主j二 0.4 不 明 0言う6 二重弛 

l 0.2= 0,22エ I 0∴う3 D109I∴1とi丘陵 

i)Il:: l)∴! 

0.82 0.了6 出 門 上09 

DIO!) l).1 

0.」6 0,jl 
I 0.年1 

DIl:i l∴.1 

0∴まl 0.3.1 用 0.」8 

に‾1に読当しようへ
) 

径 深

P.4 0.3 ×0.3 0.13

P.2 0.35×0.29 0.20

DH24f. P.
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層 色∴∴∴∴調 性 状 そ∴∴の∴他 

種 b C d e f 

了.5†’R%璃籾 年中 III 了、5l’R%′′ 

は-)強く拓性なし 

炭を含む I 火旧柄よプロ,′ク状 

ノ、ミス・火同大を含む 

′′ 3士より多い′、ミス・火山叛 

′ a、l)よりハミスが夫狂喜 

I′ a、bよりハミ在天小味少量 

∴5l’R%.∴∴′ 軟質で掘性なし ノ、ミス・火回天 

了.51’R%
′′ しまり,神性ともにややみる ハミス小串臆 

′、ミス・畑1恢 

g ∴5l’恥%∴∴∴薄 基質で拙作みI上 
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h 丁.5\つく%
II i_まI)強く姑件なし 
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N0. 長∴徒 短∴径 覇∴彫 深∴さ 欄 考 

P.5 0.二三 0.15 雄 用 0.06 

6 0.35 0.18 II 
(l.13 

/ (主36 (主22 中 0.105 

8 0.28 0.25 
II 0.12 

9 0.5 0.36 中 0.06 
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\十† 良∴径 短∴経 駆∴彫 深 さ 備∴∴∴∴考 

P.11 0.34 0言う 出 口 0.ユl 

1之 0言う6 0、28 II 0.13 
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N8十

E2

N7十

No, 

長 径 矯 径 概 形 深 さ 

備 考 

(上) (下) (上) (下) (上)(下) 

DH 101 

0.4 0.24 0.3 0.12 楕円 ダルマ 
0.18 

102 0.75 0.5 0.4 0.15 
ダルマ

II 0.1 

103 

P.l 0.37 0.17 0.27 0.18 棉円 円 0.4 P.2と重複(つ 

P.2 0,5± 0工8 0.4± 0.17 II II 0.65 P.l.3bと重複(?) 

P.3 l.15± 0.7 0.35± 0.2± ?∴∴∴∴? 0.24 

P.4 0.4± 0工5 0.3 0.16 ? 円 0.54 P.6と重複(?) 

P.5 0.45± 0.2± 0.2± 0.1± ?∴∴∴∴? 
0.15 P.4と重複(?) 

P.6 0.92 0.45 0.65 0.2 栴円 柿円 1.14 P.3と重複(?) 

104 0.45 0,3 0.45 0.3 円 円 0.43 

105 

P.1 0.3 0.17 0.3 0.17 II II 0.81 

P.2 0.8 0.6 0.6± 0.35± 楕円 梧円 0.12 

106、 0.95 0.65± 0.75 0.45 
II II 0.3l P.2と重複(?) 

107 0.85 0.7 0.5 0.3 
夕子しマ ダルマ 

0.18 

108 0.7 0.4 0.55 0.4 棉円 円 1.Ol 109と重複(?) 

109 0.45± 0.35± 0.55 0.4 
?∴∴∴∴9 

0.21 

110 

P.1 0.45 0.21 0.4 0.2 楕円 円 0.43 

P.2 0,35 0.23 0.35 0.21 方 円 0.67 

P.3 0.55 0.35 0.51 0.33 円 円 0.85 

P.4 0.25± 0.2± 0.3 0.15 
?∴∴∴∴7 

0.24 

大田’ E-1と思おれる 
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了,5l’叩く∴∴褐 IIII III 了.5l’据付畠∴灼 了5両雄∴∴枕 

しまI)ややみI)粘性なし。
′′ aより炭化物少か、 

しまI)強く粘性なし。パミスはbよ-)多い_ bより旋I肋争い。 

d e f 

やや欽質で、納性ややみI〉こバミス火山 炭化的少量 

鵬星人バミス拉二手は、b、ぐより大きい 

炭化物楢 

鮮†÷粘性ゐI主火山鮎と人 

g ∴5l’蝉を瑚∴∴鳩 しまり強いぅ栴帝ややみるふ 

径
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WA AE

轄
W「.A AE

‾で主「
DI65薄状

.▲N .AS

一一割‾‾
D」68.P.

層 色∴∴∴∴調 性 状 そ の 他 

a 五 

了.5YR%∴∴昭∴禍 火山灰士。指痕つきだ人二’状となろう 

小喋、炭化物少一組毘人。 クロボクプロノクあI)。 バミス・火山峡土・炭 化物少一読混入こ 小石混入。b-より火山 

了.5YR%∴∴椿的枇 クロボク土。 同 士。 

bz e 了.5YR%∴∴黒∴禍 了.5l’R%明褐 

同 士。靖痕つかず、羅叛くこなる 

粘性ややあI主 灰多く混入。 

火山吹土、靖痕つき、紐状となる、 全般的にクロボク二白星 

描性ややあI上 入。 

層 色 封 性 状 そ の 他 

a b 

10YR% ! 榔 婿植土。指痕つき細沢化 火山味着十;l土力宰 明夫に混入「 

10YR舞∴∴∴∴褐 火山灰士つ 同 上 黒的色臓柄土が若半量混入 

層 色 調 性 状 そ の 他 

ふ い 

高1’R%∴∴黒∴鴻 爛植十、指痕つかず∴粘性乏し 

黒的色士プロ/クが混 入 

10YI半疑∴∴∴∴薄 火両天一上 指広告主つ〈 ケンコ一世化( 

層 色 調 性 状 そ の 他 

種 b 

了.5YR% I∴ 薄 噛付口∴ 楕痕つかす粘性なし 

黒薄色上告十・ 10l′R%音∴∴∴薄 火山吹上 靖厘つかすだんご状化を混しろ 

層 色 調 性 状 そ∴∴iの 他 

こl l) 

了.5l′lりイ∴∴∴薄 撞痕ややつ〈 タンゴ:旧じ 五時引旧と徹吊 

の′、ミスを含む 

了.待’l〈% 明 薄 シ′しト 措痕つが十、組状化 

植物保を右上合し- 
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十N6
E6

て蒋‾

\寺了
DI56.P

DI56港状

N6十
ElO

N5十

D」56p (ダブリ命名)

覇 色∴∴蝿 性 状 そ∴∴の 他 

∂ b 

7.待R努∴黒∴薄 蹄旧二二鮮魚つか十だ′∴守口ヒ、 則ヒ勧探少品 

了.汗Rタイ∴∴鮒 火山鮎二I祝し)二 回∴上 同 上 

ぐ d 

了.昔R労 黒 的 昭博二日二少量の相月味混入二 年ij 上 向 上 

毒YR%∴∴栂 相1版土に岩手の星=最大、 同 上 

晒 包 詞 竹 林 そ∴の∴他 

亀 b 

六昔蹄を. 柑 鷹腫上鯖魚つかでダンプ状となる 〇二の玲1古、 

了.汗的く 薄 畑成上理姉仕の最上 鞠●とっく 樟=二樹扮沙【I歳入 

∴ d ぐ 

読YR努 硝 同 上 瀞’〔つき、測点こなる 炭化杓彊少品古、 

了.昔障る 日課! 同 上 同 上 

了.昔臣%∴籾 朝し相間中.靖振つか十、だ′し二世こなろ 

DI56P DJ59P

検出面 K.T.酢帥〉 同 左

重∴綾( 埠糊口,) 同 左

塙改築)

平面形 円形し,I 楕円形

断面彫 \写早 E- 1

上端径 L05XL05 1.05±XO.5±

DI56溝状道筋

同 左

同 左

長楕円彫

不 明

L95±XO.2二

中I′ X x x
下II O.25XO.2 0.75±XO.45± 1.8±XO.」5

深∴さ 0.了2エー? 0.18-0.39 0.28-0.23

堆散土 別表(自然?)同左は然り) 離京を欠く

味∴面 X 2ケの凹部 批正詰む
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b2 e) e3 d ぐ 「 
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深 さ 

上 ・ 下 上 ・ 下 上 ・ 下 

D日 101 

0.25 0.12 0,2 0.l 三角 椿円 0.3 

102 0.27 0.2 0,26 0.18 方 円 0.42 

D重 101 

0.27 0.19 0.25 0工7 楠田 楠田 0.73 
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0.15± 0.1± 0,37 0.24 
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D」10l P.3 

0.4 0.16 0.25 0.13 楕円 II 0.55 

P,5 0.54 0.5 0.25 0.22 Il リ 0.35 

D」 102 

0.3 0.16 0.24 0.15 II 円 0.3 
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W14 W13

N6十
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DIlO7
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DJlO7
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W9

十N4//一一‾‾‾‾-÷

WlOレ

DJ12f.P.

P.l ・、∴
/

〇〇〇〇一

WlO w9
†N2 十

層 色 調 性 状 そ の 他 

b2 l % 明褐 3同調のこより。 

) 
※ 植 同 上。 

k l m n ※赤稔 阜障し 気音∴∴∴課) 同士。 3m調のこよI)。 

D.J50P.1

層 色 調 性 状 そ の 他 

a b e d 

7.5YR%∴時制 指頂つかず、固くしまI上溝惟なしっパミス"火山灰・炭化物混入。 

7.5YR舞∴∴禍 固くしまり、指紋ややつき、粘性ゐI):パミス・火山灰混入臆aよI恢山灰多いぅ 

7.5YR%明褐 了.5YR上7/1黒 

固くしまり指痕つかず、粘性なし。ハミス若干・火山灰 

混入。bより火山灰は多い。 

軟質で指痕つき、棉性なし。 炭化物層。 

径

P.1 0.3×0.25

P.2 0.18×0.18

P.3 0.4±×0.25
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P.1し)2」XO.19 0.2了

P.?申35XO3 し).11

手)3 035XO.25 0.13

上).4

十轟鮒p壷′ /青 ノー“〇、ヽ ノー{ヽ

十\2 I)結論⑨
⑥上⊃.9

◎ ⑤p8

〇十Nl
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十N50

E4

十Sl

E5

㊦p23
E5
-十〇

N2十

(㊤

薫0

E6 E7

十 Sl〇十

A’

層 色∴∴∴調 性 状 そ の 他 

あ ら (’ d 

言YR叛∴暗棚 丁.待R%:i、朝 

清涼つき、軟質∴拓性なし 炭化 

ノ、ミス・大間・I高と入 

約・′、ミス・火しl恢環を混じる 

靖疾つき、ややしまり誹骨なし、 

言丁は% 昭博 揺撮つき、かた〈LまI上溝性なし 同 上 

∴5l’層/く 帰郷 II I 温件おり臆 ′、ミス・火=恢・鮎ヒ 

物を合し・が∴)川国鳥aより多く 

プロ ′ク状 

D」53炉周辺ピ/ト計測値(単位nl)

No. 長∴雀 短 径 概 彫 深 さ 備 考 

l 0.32 0.17 椎 田 0.26 

2 0.14 0.14 口 0.16 

3 0.1丁 0.12 祐 用 0.09 

4 0.28 0.17 中 0.2 

○ 0.32 0.3 円 0.28 底面に段 

6 (主36 0.26 倒 卵 0.33 り 

l 0.31 0.24 隈丸長方 0.22 

8 0.28 0.22 描 出 0.07 

9 0.22 0.2 円 0.13 

10 0.24 0.2 雄 門 0.1 

ll 0.16 0.16 門 0.05 

12 0.24 0.17 招 用 0.07 

13 0.23 0.18 り 0.06 

14 0.18 0.18 用 0.07 

15 0.26 0.24 り 0.05 

16 0.44 0.42 方 0,27 17と重複 

17 0.」2= 0.42 り 0.15 

18 (ト28 (主2 倒 卵 0.39 

19 0.」了 (主4 祐 門 0.21 

20 0.19 0.17 用 0.2 

2l 0.占う 0.33 方 0.19 

22 0.43 (上32 描 出 0.27 底面に段 

23 0.」 0.4 円 0.5l 斜 行 

24 0.32 0.28 方 0.1 D.J50上⊃.2のP.2 

25 0.32 0.23 祐∴円 0.11 II の上⊃.3 
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EAO3No. 3

径 厚さ A

EBO6 焼土 0,6×0.45 記載なし

EBO6f.P.

EBO6上P

径 深

P.1 0.3×0.3 0.17

P.2 0.23×0.23 0.19

P.3 0.18×0.17 0.33

D6f.P.

B’

8㌃8 EAO3P.1

径 深

P.1 0.27×0.17 0.69 EAO3f.P.3

EAO3P.2

P.1 0.16×0.16

P.2 0.37×0.3

P.3 0.45×0.35

P.4 0.42×0.35

P.5 0.32×0.32

EBO6上P. EAO3.P2のP,6 p.6 0.3×0.25

1

2

P
 
P

8

8

4

7

2

7

1

2

1

2

0

0

0

0

0

0

径 深

0.45×0.4 0.11

0.5× ? 0.86
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∴ l) 

詰YR%∴∴∴拙 かた〈」きろ ′言自〕子らI) 

炭化的浩完II 「.待料%∴甲∴榔 徹i!つく 口‥人世∴∵こ′、ミス多い 

( d I 」 

丁.5YR% 闘潤 靖賞つか子硬くしまる・I(山時・′、ミス混入 
高丁R%∴∴砧∴褐 

描法つき温帯ふ-)、だ∴二川と・)(il恢′、 i 

了.5丁R%∴卑下 薄 

ニス1化へ 同上・)同年く・ノ言でを量‾子らか、 、ノ/iレIタ音 

了.昔R舞∴∴聞∴薄 ′、こアタリ-シ/,_シソ、↓ 舶でっか十㌧きろ臆砧省;紅I畑1恢最大 

「.待【i%∴阜1薄 同 上 同∴∴上 I\山吹 

′、ミ:同い、′、ミス:点グ点 

EA18f.王⊃

第70図 Eブロックピット実測図(3) (EA15f.P.I・2、EAI8f.P.)
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圏2W 十
W
2
1

0SN

一一一一一一

IA’

EA21f.P

/′’S2十

十S2

屑 色 .調 性 状 そ の 他 

a b C d d 

7.5YR舞∴∴∴褐 晴雄土と火山灰土の混上。指痕つきだんご 炭化物飯少あI)。 

状化。パミス少量散在。 

7.5YR%∴∴∴褐 岡 上。 火山灰土。指痕つかず、紐状化。パミスタ 

了.5YR%∴∴明∴褐 い° 同上。岡上。パミス菩甑的I)。 下半に炭化物多い。 

7.5YR舞∴∴明∴褐 7.5YR%∴∴明∴褐 

火山灰(二幸轟の聴植土が混入。描線つき紐 尉ヒ物若干あり。 

薄と。パミス少批あI)。 

火山灰土。指痕つき粒状化。 

径 深

P.1 0.23×0.23 0.15

P.2 0.2 ×0.15 0.1l

層 色 調 性 状 そ の 他 

a ai a! b 

10YR%∴∴黒∴禍 10l’R%∴∴暗∴鮒 

暗植土・火山灰土。指牧つかず、粘性やや 炭化物・僚土・土器片 

みる。パミス需干。 を含む。 

火山I)自二。指狼つき相性ややある。パミスふI)。 

同士. 炭化物・偽土あり。 

10YR%∴∴∴凋 同 上 同 士。 

了.5YR%∴∴瑠∴褐 樽博士・火山灰土。同 上 パミスあI主 

b- 10YR% 里∴禍 火山灰土。同 士。 同 上。 同 上。 

b暮 10l’Rライ
甲 幡植土・火山灰土。 同 士。 同 士. 同 士。 

bう 了.5l’虹%∴∴暗∴褐 火山灰土。∴∴∴∴同 士。 同 士。 

多轟の筏土。炭化物土 器。 炭化物"土器あり。 b` 7.い’R舞∴∴∴拙 同 上 同 上こ′、ミス多い。 

No2医師二多量の蛭土ある。 

b2∴∴a2
EA50f.P.2 J.P

第7I図 Eブロックピット実測図(4) (EA2if.P..EA50f.P.l.2)
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径 深

P.1 0.5 ×0.4 0.16

EA68f.P

層 色 調 性 状iそ の 他 

急 bl 

丁.5l当りを∴黒∴鵠 蒋吏つが十、組:旧ヒ ハミスだ吉合し、 

∴5l’時雄∴∴∴榔 措項祥子つき抽出化 ′、ミスi●言二と相ヒ裾緋Iし含む 

l)暮 。 d e 

同 上 同 上 上器片を含む 

∴5l’Ⅳ%∴∴∴薄 同 上 /′しト㍉混入し、硬化物も微量を)-) 

了.5YR%∴ 明∴鮒 同 上 ンIし手 

∴5l’篤杉∴黒∴鵠 同 上 

第74図 Eブロックピット実測図(7) (EA65P.2・EA68f.P.)
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トS3

丁S2

WI EWO
十 S6十

径 深

P.1 0.32×0.3 0.16

P.2 0.16×0.16 0工7

P.3 0.16×0.15 0.1

P.4 0.3十2×0.33 0.66

P.5 0.37×0.37 0.56

径 深

P.1 0.35×0.32 0.25

P.2 0.45×0.37 0工6

EBO9f.p.し

A’

層 色 調 性 状 そ∴の 他 

a b e d e f 

了.5YR労.昭的 靖疾っくがしまる詳占性あり紐状 短巨樹ヒ物あり 

化、バミス・火山灰、躍混入。 

7.5YR瑳∴榔 炭化物若手 同上粘性あI)てだんご状化⊃II持上 

10YR者∴暗禍 7.5l’R帝∴禍 

靖痕つかす、しまりおる占有浩おり 

同上 同上 

て羅軟化。火山灰・′、ミス一昔上ノ、 

ミスはbより多い) 

同上。同上I【川二。 

7.5†′R究 明的 同工事j上ノく山伏含むぅ 

上i」 上 同上うi河上点く山瑳・喋を含む 

g h 7.5YR男祁 了.5YR%明的 

靖痕つが十、かたくしまる臆祐性も 

I)て細状化了、ミス・火I川舟毘人 

同上瑞祥なし。火山灰含有 

層 色∴∴∴∴調 営 口、 ÷∴わ 他 

種 主 上 d 

了.5YR雄略的 ′′男∴鵡 

しまり強く、碑骨なし∴楕痕つが ・用i吹同日・紺自 

十’ハミス・上器牛やおり 物もi) 

i,用言 3よ-)子、ミス・火山吠多 

耗上プロ・ク・糾し 物もIl ′、ミス‥)く山吹・叛 

′′叛∴榔 l′究極的枇 i′米ii咽! 

\、 】_三月掻く、揺振つき二組作らII 

二iノ二六二状化ふ bよI)′、ミス・火 

化的浩子 来し上映・木炭含有左 

山吹少し、 

d ぐ l’ 

軟質で惰疾つき、軸竹園台I′二だ∴ 

二’状化 駕よ他用よ一号多い 

信二〈i_まI)、揺寮ややつさ、糾 ・)く間五混入 

日子∴i一子 

第76図 Eブロックピット実側図(9)(EBO3f.p.EBO9f.p" l)
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W16

十S6

EB15FP

W15

十S6

径 深さ

P.1 0.33×0.33 0工l

W14

S6十

J.P.

87.0

EBO9f.p. 2

棚 色 調 習 状 そ の 他 

al aっ a〕 b̃ 

10YR者∴∴鮒 火山吠士に若干のクロボク士混入, バミス"炭化物荘子。 

揺痕つかす精性なし。 

′′ 擁 I′ 

礫、ハミス・機工・ 炭化物若干⊃ ハミス・炭化物i告∴ 

同士。指穣つき、純軟化。・ 

′′ 男 ′′ 同上 同上 
′′

ウイ 暗榔 タロボケ上、吊=二。 

′、ミス・炭化物"轢 ・廃土・土器等つ i(埴∴ b: 
′′ 者 I′ i車上 同上 

b‥- 

′′ 労∴黒的 同上 同士。 同士. 

層 色 調 性 状 そ の 他 

種 b し、 d 

了.与YR名∴榔色 II ′′米∴鰐色 

ホサボサ・油性なし,ハミス・′ト 

炭化物もり 同上 

有あり′ 

粒性やや字)リ ノ、ミス多い→ 細工 

プロ メタふI) 

陣門∴おろソフトローム、ノ、ミス少 

′′な;肌色 Cに同i_ ′′者∴吠点 種言二回し II辛 同上 II在 cに同i- い∴∴〇㌧ 

I( 同上′、ミス細粒 

(’ f 鱗 h 1 J k l 

′、ミス浩十㌢)I) 

5-30間のノ、ミス粒を多く もつ 

信二似るが、′、ミス多い 

ソフトロームに細粒′、ミスが混入/ 

ハミスの純層、結性なし 

m Il 、- 

′′高上I.1調 dに回し 1に回し 

精解あI上 

第77図 Eブロックピット実測図(10)(EBO9f.p.2.EB15p)
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\ 〇一・

†●S4

W22

十S5

W22 w22 、、---

-十s6 s6十

EB18f.p. 径 深

P. 1 0.25×0,23 0.14

EB21f.p.

P. 1 0.35×0.35

P.2 0.15×0.08

P.3 0.17×0.13

P.4 0.2 ×0.2

EC21f.p.

4

1

8

2

1

1

1
⊥

0

0

0

0

P.1 0.28×0.28 0.21

W

86.0

S8十

EC21串.

十 EA21住 十

W19 W18

\

屑 色 調 性 状 そ の 他 

a b Ci C: C3 d e f 

7.5YR%∴禍 7.5YR男直り上 

火山灰土に若干のバミス・黒土が 

炭化物板少量 

混入。指狼ややつきだんご臥化。 

火山灰土(ン、ミス混入。串j上 

7.5YRうま 明的 火山灰土。惰れつか十、だんご状化。 

串】 上 ciよI)しまI〉なし。火l用表土。 

同 上 c十Cはり汚れる。串=二。 

7.5YR労∴∴的 拙上質火山灰士。靖痕つかす。 

7.51’R%明的 了.5†’R擁音∴視 

火山灰上にバミス・黒色土混入。 

靖涙ややつかす、純減化。 

火山灰士と黒色土の混上 ハミス 

若干。i【川二。 

層 色 調 性 状 そ の 他 

種 ト C) e了 d) 

7.5YR労 時制 黒色士と火山灰士の泥土。ハミス 炭化物少々. 

少量、靖痕ややつき、謝状化。 

′′者∴∴榔 I′寿明褐 ′′擁音∴薄 ′′うま明測 

炭化物椿少量 炭化物鱗少量 

汚れだ火山吹上。バミスやや多い。 

揺叛ややつき、ケンコ’状化。 

火山灰十に黒色土少量混入。バミ 

ス若干。 同上 

c占化し、バミス・黒色士多い、、 

同書上 

同上 揺涼ややつき、細沢化(〕 

dl e f 

同 上 d吉比し、′、ミスj’昌二混入。庫=二。 

I′ 者∴暗視 黒色士に少量の火山灰士混入、同上 
′′ 男 同上 黒色士に火Il恢十・ハミス少柚毘 

入i棺痕浩子つきだ人二軟化 

g 
′′ 男∴∴榔 炭化物極少品 火山吹上に′、ミス混入 汚れる、 

同上 

第79図 Eブロックピット英側図(12)(EB18f.p..2if,P..EC2If.p.)
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8し4
EC27p. 1

EC2Jp.上 2. EC27f.p.2. 3, ED21f.p

層 色∴∴∴凋 性 状iその他 

a b 

了.5\’中名∴瑞相 0.主1(、爪のハミス疎に点在ふ 温帯・しめI)けなくか/こい臆 

5\’R%揃木的 ノ、ミスな」 結竹・i_めりけともにふI)二がたい、 

(- d 

点l’R%靖木棚 ′、ミス烏有 同 上 

5l’R来∴木棚 

温上層臆ノ、ミスやふ-)しかり告・結竹ともに強くか/こ し㌧ 

十 ( 5l’R当臨木棚 

dと同)二と思われろっ 

ハミス点在 しかり号・枠許しとも;ニなく.か了つ、《 タロ 

ポク1・のプロ ′クもリ 

g 高YR擁∴的場 ハミスややら一上∴」ダ)用†・油性とも∴なく臆 やや快い二 

h :.自白りん∴赤禍 

Oi-2ぐmのハミス点在っi_のり号・拙省∵言古ニネまi)な ’か十・、 

1 i 

詰YR当∴暗薄 \〇′l_ト音 ノ、ミス.らi上 同上 
同 上 ノ、ミスなく 結性・しの-)廿やや書手)I)がたい、 

ト 言い’単二 バミス「しめ屈す・相性なしニ 

i 了.5Y和弘∴∴㈹ ハミスおりっ しかりは"裾畳ともなくかたい「 

m 了.5YR者∴明薄 ハミスあI上 しめりけ・温帯ともみる 鯖疾っく, 

EC24p. 2 、 ED24f.p. 1 (東西)

層 色∴∴∴調 性 状 そ の 他 

種 い ぐ 

了.5Y帥イ∴拙 了.5YR在∴明薄 

火山兵士に若干の,I旧二・′、ミス混 板化的鯨少 

入。摘疲つかでダンプ状化。 

火山灰十・ハミスやや多い、同上 

炭化的樟二ロI上 聞ヒ勃駁少。 炭化物・健二日宇干量 

∴白’R雄略補 完Y層了:明薄 了.5YR症∴∴榔 

火山味と.一問二の泥土、ハミス混入二 

d ぐ f 

同 上 

火山吹上 bよI)′、ミス少なく 

黒土を含乙・、 上iJ上 

火山天上 ′、ミス昔上dより高 

丁.買R名∴薄 

れ○( 

黒色上と火山吹上の混上′、ミス 

若干混人 指痕つ㍉言紐状化 

g ト l 十 

同

上 了.い’和名∴略薄 

fよりハミス少量.掃潰つかずダ 

シナ状化 

昭輔上 火同庁上 ノ、ミス需二手混 

∴5l’R名∴暗禍 上るl’R弘明的 

<㌧ 清原つか十タンゴ叛化。 混入. 

大間天上に黒土若干と、多量の′、 

策化幼少量 炭化約着二上 

ミスを合を∴指礁つぎ子裾引ヒ。 

火山I五十二 桁叛つかす。抽出ヒ: 

上 丁.51’Ⅳ米∴∴褐 火=席上 黒土で詳二手汚れろ_ 蒋 

妹つか寸書 紐状化 

k 了.5Y部名∴揃薄 火川和二と黒色士の滝上 ポロポ 

口で、緯状化こ 

同 上 (南北)

層 色∴∴∴調 性 状 そ∴の 他 

重 l) 

51′部名“暗榊 ′、ミス工i宜。しかり号ややおらも 

鮎ヒ幼者上 炭化物樟手 相ヒ物差一手 

丁.5YI"名∴榔 

祐性なく/ややがたい 

ハミス混言い∴しのI)号や・拙作と I′-◆Iノら 

( d (’ 

5YR擁 木棚 

シ.〇、∩)ノブ∴_い臆 

同 上 

5l’R雄略木棚 中 上 

51’和名∴椿賄 ′、ミ星-中上∴しのI‖†・拙省とも 

I 

本初 なく臆〕わめ‾こかたい 

5l’Rシ神町木棚 温上陣 ハミスを含み、しの-1言 

・掴1二大 

g l(丹R名∴明薄 ふ\音 ハミス多量’_分-)号・結性とも 

ト 1 I 

9.5l’R在∴∴薄 

.葛、∩

ヘヤ′)つ_い ′、ミス宮子しかり号・鮎性とも 

工員’R名∴暗薄 .〇、わー)心、,)-l-い ′、ミス詰まと完どな〈裾浩・i_ 

51弓子弘∴木棚 

カ月_シ..書_′し_′書、.)il_、 ′、ミス?●詳混入言描二・㌧の)仁十 ノ・′ノ.ら 

ト 10Yl津’i∴棚 書、′)l_し・ ′、ミスわすれ言最大 同上 
i 了.5丁暗(、明枇 同 上 

nl 言い’屈イ 蹄薄 ハミスなしふ 拙作・しの′l∵なま 

ー)二・〈軟い層 

ED27p. 4

柄 色∴∴∴調 性 状 そ の 他 

a b 

了.5YR寂 蹄竜 ハミス臆 しめりけ・溝性なし。 

了.5YR男∴靖拙 ′、ミスを含乙iしかりけ‥ 沌性と になくかたい、 

ぐ d e 

2.5YR米∴本郷 tI5-1〔・mのハミス若手らI仁 上 

5YR擁略赤禍 1ぐ南天のハミス洋上 しかり号・ 奇龍ともになしこ 軟質. 

了5YRう神勅調 ハニスをI:I分間†・軸調上とも ニあり がたい、 

f 了.5YR在∴明的 ハミス若干二 LのI)け・精性とも ムー上揺頂つ仁 

g 了.5YR在∴薄 

0、5-0証mの′、ミス点(主しかりは・納棺ともになく、 がだい 

楢 色∴∴∴調 性 状 そ の 他 

a b C d l 

10l’R来音∴榔 7.5YR来∴暗薄 

靖叛つが十二 しま-)おり二 据性な 間ヒ物 上器片あ生 

〈 小豆夫の′、ミス混入へ 

掃寮つき 温帯みろ臆 ′、ミス浩一十 

5l’R浩二ふい 

赤禍 

.γ〉つ臆 「ii」上 

了.5YR亮∴明鵠 同 上 大間)諒と人、 

7.5l′R名∴朝褐 刷Iii上 恒」上 

楢 色∴∴∴謂 性 状 そ の 他 

a l) ぐ d ぐ 子 

需\’R弘∴靖的 相川天と鵬鮒二上の混上1:上 ノ、 炭化物少量 

ミス者手 持叛つきiタンゴ状化「 

了.5l’Ⅳ主∴塙薄 

′、ミス臆 ′、ミスと火山陸上・範子直上のi旧二 痛点つが‾「ダンプ状化 

瑳化的少量 

了.待同士,靖薄 炭化物やや多い ・Iく回天2:鴨組上1の混上のノ、ミ 

了ふYR上∴∴榔 

ス浩子∴揺痕つきタンゴ状化 

炭化物椿少∵ 大=吠3:鱒埴土1の最上 ′、ミ 

了.5YR名 聞薄 

ス浩子∴措項つき線状化 

炭化的少量。 火=i吹上に浩子の鴨植上混入、′、 

こス少量 同 上 

g 了.5YⅣ与∴∴榔 火11恢2:鵬持上1の混士 ′、ミ 同 上 

ス少量/鯖頂つか‾手ダンプ状化, 

h 了.5YR来 朝的 火向吹上∴揺叛つ‡∴油状化 

炭化物少量 吊l’R)(∴薄 火山吹上2:腐植土1の混士のハ 

ミス少量舶●くつかナデシコ状化_ 

層 色∴∴∴調 出 自、 そ∴の∴他 

a 主 ぐ 

了.5YR名
甲 騎祐上 指痕ややつく だ′し二宮こ 黒色十と火山吹の混 

7.5l’R告∴揺榔 化 火山吹上 同上 恒j上 

上 火山吹1:ハミス上 鮎ヒ約岩手 ・)くし小畑こ少量の′、ミ ス混入 

了.5\半口;∴薄 同上 恒=∴ 純洲と。 
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‘87.O e. e2 e e2

g3 f4

W

2E

S7 十
P.1 径 深 P.1 径 深

0.3 ×0.25 0.14 0.3×0.3 0.17

層 色∴∴∴調 性 状iそ の他 

a aI aま a3 a4 b 

10l’R名工し璃 了.己l’R‥)/〔′ 了.5l’R男∴∴禍 

クロボク十 蒋痕ややつき描件なしつ疎あり。炭化物・ 

境土着十_ 

火山吹上∵膚魚ややつさ、緯性ややふI主iバミス・礫・ 

悦化物あり_ 

クロボク上りくしl恢士の混上 i日日ニー 同上 

了.自’R偽∴鴫的 序=二二 回上 聞上 

了.ハ’R気韻昭的 クロボク上 同上 ハミス、採るI上 

了.5YR擁∴褐 クロボク十と火山吹上の最上工宣=二言車上こ鮎膨妙)I主 

bi 10YR来∴賞褐 火山吹上指衰あるも粘性なし,匡=∴ 同上 

bま 】0†’R在 ′′ I′ 同上 喋るI上 

be 

10l’R擁∴薄 子中 

クロボク士と弓くI川舟上の泥土二言-1=二つ乱上。尉跨郷土 

b. 同上 同上 同上 同上 

EB50f.p.l
→ ←

EB50f.p.2

EB50f.p. 1

棚 色 調 性 状 そ の 他 

a b 

7.5YR労∴鴫禍 昭雄士‥ 撞痕つきだんご状化← ′、 炭化物・土器片つ 

ミス・轢 

了.5Y和雄∴鴨鍋 クロボク上 聞上 同上、 

同上 鮎ヒ物。 eよ用庫、こ 

b) ぐ d 

了.5l’R労∴異郷 iI川二 同上 ハミス∴ 

了.5l′R海∴晴祁 同上 iI用言 ハミス・疎音 

了.5YR敷音∴惟 ハミズ同上クロボク・相恢i百二 

坤 0 el 〇二 e5 f 

了.5YR私∴明薄 パミスプロ ′ク_iI用二、同上 

了.5YR% 明的 火山吹上靖痕つくへ 

事i】 士 同士二∴刷上 

同 上 同上 同上 温帯ややあI)。 

同

士 同上 

I車上つ 掃痕つきだ六二紺ヒ二 ′、ミ 

e.音より欲し、二 羅性強いニ 

ス・クロボク若一十 

刷上 措痕つき紐状化二 同上 

上 同 上 同上 同上 クロボク少々臆 

上 同 上 机上 精頂つきだ人ご状化。′、 

ミス・クロボク上少量 

仁 了.5\’R% 明的 (よ情度し、、 火11」妖」∴ 楕痕つかで_クロボク 

上 同 上 

少々へ 

鮎ヒ物浩一上 同士二 指痕つきだ六二軟化二 ′、ミ 

ス"蝶臆 

g 同 上 恒」上申」上ハミス・クロボク洋上 

標。gよ情更。 g) 同 上 同上 母=∴ 同上 

了.5l′I高言 明視 上ii十 指疾つが十だ/しこ’状化。′、 練れて硬い- 

gへ 了.らYⅣ敷∴∴憾 

ミス・クロボク・′上端岩上 

結偉大、 同上 靖吏つき紙状化/′」璃:千二 

h 了.;YR男 薄 クロボク士 詣浜つきだ′しこ臥化臆 炭化物着一十bはり 

′、ミス・火旧柄’訂・、 快い、 

信 了.5YRi暮∴拙 同上 同上 ノ、ミス‥)(回天・採 規ヒ物着手トよI〉 

樟二十 も火山灰多い。 
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EB53f.p. 2

EB53f.p. 2の土偶注記の記載は無い。

径 深

EB53f.p. 2

量⊃. 1 0.27×0.25 0.27

EC53f.I). 2

P. 1 0.27×0.25 0.27

EC56p. 1

P. 1 0 55×0.3 0.15

P.2 1 35×0.7 01-0.07

層 色∴∴∴誹 性 状 そ の 他 

種 ai a: l) 

10Y打者∴暗視 了.5YRi%∴∴薄 10YR’米∴州側 

臓榊士8:火Il恢2(ノ、ミス昔上 

炭化物若干。 炭化物・袖丈土器あ 

組て相性なし二 

鱒植上9:天白恢上ノ、ミスなし。 

上・=∴ 

鴫植上」:火山吹6、ハミスあI上 

同 上 

同上 I上 

嘱刷上2∴)く山吹8,同上 密で 

I則ヒ物持上 炭化物・親文士器若 

b- C ei d 

了.5YR寮損薄 了.5Y音名∴∴裾 

油日、ム= 

楯柚仁主火山吠了 ノ、ミスなし。 

同上 

鱒腫上」:相11(う、ハミス浩子 

10l’R%∴賞的 

机て‾油性なし「 上 

噛村i占う:火回天7 同上同上 炭化物f’訂∴ 

10YR% 黒的 腐植上、同上 机て瑠偉あり 

同上 炭化物若手 炭化物語十音、 

di d: 10\’R’拓∴損的 10l’R雄略薄 

I桃子亘5∴ノく回天5 ノ、ミスなし、 

机で手打骨なし、 

恒j上 同上 密で油性なし. 

d・- e e) f 

10\’Ii労 臨調 同上ハミス若上組で酬生なし 

10l生し名∴∴薄 10l’R労音∴約 

娼皿上こう:火回天了 ハミスなし 

密て糾宮上ややらI) 

同上 同上 同上 

10l’R亮∴英樹 鱈もf廿2:火山吠8、ハミス昔上 

同上 

第84図 Eブロックピット実測図(17)(EB53f.p.2.EC56p.1)

- 146
-



十S3
E 8

E 9

S3十.・一・・ A
′′・. ∴・丁

層 色 調 性 状 そ の 他 

a b e d) e f 

10l’R“米∴∴榔 丁.5Y部名∴褐 

詣疾っくつ かだ〈しまI上 溝性な 

炭化物若干。 炭化物若干二 炭化物ヨ享上 

しこ ノ、ミス火山博覧入しっ ′、ミ 

スが多い 

指痕つき軟質_ 雄性おる、同上 

了.5YR%∴明視 同 上 火山時毘入。 

了.5†“R男∴榔 了.5YR擁∴蹄的 了.5YR男娼的 

指痕つかでしまる∵ 羅性ふI上 ノ、 

ミス"火山味混入しこ bよ-)ハミ 

スが多い、 

同士。∴粒性なしへ ノ、ミス・火山 

I塙見入、 

国士 同上 同上 

g 同 上 樟=∴∴裾性も一上 火1上原見入 

h I 」 
了.5YR労∴黒薄 了.5YR在∴明禍 10YR米∴拙 

同上 裾性な∴火11」味"ハミス・ 

鴫腫上混入。 

靖痕つきこややしまI主精解ふIら 

火山灰・ノ、ミス混入、 

同上 同上 同上 

k 1 10YR来∴笹神 101’R輝明貸欄 

指痕つかでしまり精確ふI上 ′、ミ 

ス"火山灰若十混入っ 

机上 緯性なし臆 ハミス混入 

ハ三石星人度合 a)b〉 b〉「 

層 色 調 性 状 そ の 他 

a b C d e f 

10YR男∴榔 5の血のハミ右茂人。温習なし。 

炭化物絃少。 

101’即熔∴褐 1伽00の ′′ 同上 

10YR労∴塙禍 かた〈 しまる《 

7.5YR者∴∴灼 雄性ふI上 ′、ミス多い二 炭化物.部l∴ 

了.5YR%∴明褐 精解強い二 ′、ミスなし臆 

10YR殆 蹄邑 粘性弱い二 ハミスI庇 

層 色 調 性 状 そ∴の 他 

a bi 

10YR労∴黒的 綺鮪上靖痕つきだ六二栂と。ノ、 炭化物多駕 

ミスを含てら 

10YR笠∴黒禍 竣みる。 シル上質上iの=∴ 同上 

b? Cl C: d e fi 

10YR労∴串=二 白子j上指痕つき純軟化こ同」∴ 同上 

10YR% 同上 鴫腫上 措痕つかすタンゴ状にな 同上 

らか、÷ 同上 

同士 同上 ハミス。 同上 靖痕つきダンプ状にならな 

10YR労 同上 い← 同上同上ハミスふi), 炭化物。 

10YR%∴賞拙 10YRラくi占廿 

シルト買上∵指頂つきダンプ軟化。 

炭化物若干二 炭化物おりこ 

′、ミスタし∵ 

同」∴ 同上 

主 同士 同上 iIi廿.二 掃痕つき紙状化、 

gI 10YR9イ 略薄 同上 同上 

g二 10YR擁∴褐 司上 聞上 i【i」上 

h 10YR来∴背約 i-,=∴蒋痕つきタンゴ湘ヒ二 

径 深

P.1 0.55×0.55 0.34

晒 色∴∴∴調 性 状 そ∴の 他 

a b C d e f 

了.5YRi光∴拙 楕痕つか十。がだ〈しまり。粘性 炭化物需一㌔ 

なしつ 火山灰・′、ミス靖二手 

同 上 刷上 同上 拙作ふI仁 i占」上 

了.5YR%明繍 同上 了.5YR%∴明拙 

匡=完 結性なi_つ∴火旧来・傭 

出十品\∴ 

同上 満雄もI上 火口恢・ハ 

ミス・晴雄土混入。 

同上,∴串=∴ 火旧琉星人、 

7.5YR労∴黒褐 同上ご∴縮骨なし、 火山尿"ハ 

ミス混入。 

層 色 調 性 状 そ の 他 

a b e d 

10YR擁∴褐 了.5Y即者∴褐 了.5YR%明褐 

指療つかず、しまりふI上 祐性な 

炭化物ふI上 同上 様化物混入、 

しこ ′、ミス・火山I舶星人.ハミス 

は大粒。 

指痕つきつ温帯ある。火山味・ノ、 

ミス混入こ 

同上 火山Iノミ混入、 

7.5YR男∴∴拙 掃痕つが十二 か/こくしまる、粘性 

ふリ ノ、ミス・火山」II高と入( 

調 n 0 p Q 

了.自’R多く駆寄的 匡‖∴ 粘性なL「火山味・ハミス 

7.吊’R労∴∴的 

混入へ 

炭化物混入こ i耳=二 同上 同上 

了.5YR!名 神 恒=二ふ ∴序=∴ 同上 

了.iYR%聖褐 了.5YR名∴明棚 

持味つかで、ややしまI上 溝性ふ 

る〈 ノ、ミス・火山販混入。 

靖痕つが十、しまI)ふI上 結撮み 

R 了.5YRう乙 明細 るこ 同上 

R 了.5YR労音∴禍 古=∴∴∴刷上 恒」上 

S 耗痕つき_ ややかたいっ 恒」上 

i()=∴ 

第85図 Eブロックピット実測図(I8)(EB59f.p.他)
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S8十

S9十

ECO3f.p.1

EDO3f.p.1

径 探

P.1 0.2 ×0.15 0.26

P.1 0.28×0.28 0.16

2 0.18×0.1 0.27

3 0.2 ×0.2 0.33

4 0.2 ×0.18 0.1

P.1 0.45×? 0.1

第86図 Eブロックピット実測図(i9) (ECO3f.p.1他)
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第87図 Eブロックピット実測図(20) (ECO6f.p.l・3.ECI2f.p.2)
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奇手
EA12住柱

EC12f.p.1

層 色∴∴∴潤 性 状 そ∴∴∴の 他 

a b 「 d ぐ [ 

工員’R%瑠茶棚 了.買’R%呼集的 同上 了.らYR%茶薄 同上 了.5YR舞音:甲鵬 

細かい相1」吹上、細粒ハミス診)I) 

線化的醤喜子 則ヒ約着千, 

やや軟質で、組骨なしっ 

同 上 中央部にノ、ミスが多い 亀 

よI)かたく、温帯なし 

同 上 ハミス多量 bよI)硬く、 

裾性あり_ 同 上 

同 上 下位」ニハミス多い 上辛か 

たく 下草軟い_ 結性あり 

同 上 ノヾミスあまI)なく、性質で 

結性みI上 

パミスわずかへしまI)ありて、賄性なし) 

g ト l 」 ト 

了.5ヽ’「く%黒禍 読Y手l%∴∴肌 同上 

ソフトロームのプロ ′クあI上 中矢 

部にバミスふI上 蒋疾っく bに同 

しかだき 

船上化? ソフトロームのプロ・ク 

ふI上 面二間じかたき 

g・hが混入へミスも浩子守り 

了.5YR%「相電 信Y母舌 

ソフトローム層。5-10棚のハミス 

混入し温伸二証し( 

クロボク∵∴ 最初の理上かつ 

層 色∴∴∴劇 性 状 そ の 他 

a b C d e f 

了.吊’R光明薬禍 小摸・ハミス混入。歓矩 

土砂こ炭化物あI上 炭化物多量に混入。 

了.5YR% 茶杓 5-10関のハミス混入。かた〈しまる_ 

赤的 機工プロ ′ク∵ 

了.い′R% 肌 きわめてかたく、靖性強い二 

了.5YR砧∴∴肌 b帯皮の′くミス壷と入つ 

了.5YR%暗茶灼 細かいノ・ス言見入( 

g 同 士 ぐに似るが、ハミスが多い、 

h 了.5YR%∴褐 aに似る。 

g 同 上 バミスを含まれ、ソフトローム航 

第88図 Eブロックピット実測図(21) (ECI2f.p.I)
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闇 色 調 性 状 そ の 他 

a b el Cま di dま e f 

7.5YR努∴里褐 了.5YR%II 了.5YRタをII 

黒色士と少最火山灰の混上楕漁つきだん 

ご軟化。 

火山灰土と若干のパミスの混土二 

同 士。 

′ト錬含みの火山灰土。少量の′くミス混入こ 

同 上 c-よI)パミスが多い、 

7.5YR%∴蹄榔 同士 

火山灰土と黒色士の混土。指潰つきだんご 

軟化こ 

dlよ-)火山味多いニ 

了.5l’R%∴明細 火山灰土。指潰つきだん二組ヒ。 

串I 上 パミスと火山灰土の泥土っ指漁つかずポロ 

ポロ、 

g 恒j 士 fよI)バミス多い。 

h l 

7.5YR%i∴褐 火山」灰土。揺痕つき、粒状化( 

了.5YR%∴明褐 同 士。 同 上 

I 
同 上 パミス多き根上航指痕つかすポロポロ。 

崩 色 調 性 状 そ の 他 

枇 a b ぐ 

7.5YR労音∴黒 了.5YR%∴暗薄 

庸雄土に少巌の火山灰土混入。指痕つかず 

炭化物着一手 

だんご状化。 

黒土に火即柾二・ノ、ス若干混入。同士。 

了.5YR%∴暗視 同 上 撞浜つきだ人ご軟化 同 上 

了.い’R%∴ 音的 畑出来上に浩子の点上・ハミス混入ふ 同 上 

栴映つが十だんご状化臆 

第89図 Eブロックピット実測図(22) (EC15P.l.EC18f.p.i)
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第90図 Eブロックピット実測図(23) (EC53f.p.I他)
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EE53f.p.1
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第9i図 Eブロックピット実測図(24)
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十S6

E6

第92図 Eブロックピット実測図(25) (EC56f.p.1他)
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W

ED53p"3
ED56f.p.3

EC56上p.1 径 深

p.1 0.22×0.22 0.32

EC56f.p.2

p ・1 0・24×0・24
0・18

屑 色∴∴∴田 性 挟 そ の 他 

a b C d e f 

7.5Y鳴る塙褐 7.5YR労相 7.5Y鵡ま的掲 7,5YR労褐 同上 

蒋腫上。パミスプロノク若干。粗 

炭化物若干。 

で粘性なし。 

火山灰8:パミス2。客て粘性ふ 

I)。 

火山灰土。パミスプロノク若干。 

同上 

火山灰8:麻植土2。視て粘性ゐ 

I)。 

席他土.′ヾミス若干。同上 

了言YRう乞 明褐 火山灰土 c古訓∴ 

g h 

10YR寮∴褐 了.5YR寮∴褐 

碇他土。パミスプロ・ノク若干詳し 

て粘性みI主 

パミス。 

b“ 相席・璃他土のi撮∴バミスも 

若干。密で粘性ややみI), 

屑 色 調 性 抹 そ∴の 他 

a a) b 

51’R%鴫赤禍 暗部土,パミスプロ′ク・蹟若干。 尉ヒ約着干言上詰片こ 

粘性なくしまりふI上 

7.買R労∴拙 樹的若干 「占壮言且で粘性なし。 

5YR雄二ふい 火山灰二上磯・バミス着手 しま 同士 
赤禍 

リなく。拍惟なし、 

い 7.昔R男∴渦 火山灰土バミスプロ′ク需士 同書上∴ 

肌で満性なし: 

b: 2.5YR’米 赤禍 同士 火山灰と鴎博士の混二王の同士帆 

て補性ややあI上 

b〕 了.5l’R私 賭場 同士 

火山灰5:晴随二5誹に璃塙な i 

b( ぐ C( C: C3 Cl d e ei e: I 仁 C 

了.5YR労相 了.5l’R在∴褐 

火山吹上こ′、ミス岩手 しまりよ 

同上 劇と物着手 

〈親性あー主 

火山灰土 同上∴∴机上 

了.iY郎来∴褐 同士 同士∴∴同上 

5l’Rう〈;赤約 机上ハミス・小駿若干。親で璃 

撞着干ふI上 

了.買S未 明的 

同上 尉ヒ物に十 

火山灰土 しまIはく粘性ふI上 

了売YR労璃禍 了.iYR寮∴禍 

騎組土・火山味土の泥土。′、ミス 

ブロック常子誹に癌性ややみI′二 

火山灰上岡士 しまりよく鮪畳 

ややゐI上 

了.5YR来 場 

同上 炭化祐若干臆 縄文土器常子 

同」二 同上∴∴∴匡=二 

了.昔R寿 明褐 同上 しまりムー)て粘性もI』 

了.待R当∴鯖 了売YR高明褐 同上 了.昔R崇暗鳩 

火山吹上8:梅酢土2、′、ミス樟 

干。しまりなく粘性もり‥ 

バミス9.5:火山叛0.5こ しまりも 

りて桔畳みI上 

畑」りく士二ノ、ミス諾王宮で癌性 

ムI主 

稀植土工占用二剛二二 

C) 了.5Y鵡イ 暗褐 火山灰二艮蒋腫上の聞∴ハミス 

苦千言見て瑠偉ムー上 

C‥ 高1’鵡経路灼 同上勘と拘苦手 同士 同上 i寄‖∴ 

第93図 Eブロックビット実測図(26)
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A’

E3 A

十S19

E2

S9十
E3

A’ 十S9
E4

EC53f.p.2

径 深

p.1 0.26×0・26
0・15

p.2 0,2×0・1
0・15

S6十

E 14 ECう3f.p. 2 -soc思0=

軸 色∴∴∴調 龍 城 そ∴の∴宅 

a d. 亀こ 種 b 

了.昔旧く∴灼 同上 

火山灰8:昭博ゴ工5:ハミス05 

や十・鮎と杓祥子 封じ杓撫子 

の没上 中取結負つき二胎生や 

やおら 

畑順8:小口:早綱白子,) 

荘園上 聞上ip=∴ 

」:五R昔∴調 

同上 や上端:自照ムー) 賞化汚!告・ 

相席5:′、ミス上磯腫上1′′ 

1昆∴ 持生/)き∵ 姑筈ムーI 

了.汗R当∴薄 

:′言和上5f)1毘上 小輩〇㌢)iI 

駒十ノき、温帯ネ〃I 

相.用言:肇刷上3:′∵ミズ上つ 

畳:二 同上 

b 凧’時一 評薄 

相轟七・蝿上縄と 出自i吉 出し乃)口・ 同上 i 

io=:臆 「り=一 

b 

川Ii帥-i湖 上汗柄。、∴薄 

相.恢「当部目上2牛′、ミ古口 

中臣二 小繋ムーI 

Io=: 

小中高信実・′言で0,之f)1引. 

同I 

璃 色∴∴∴月 義 弘 そ∴∴∴色 

d トI 子∴ d e f 

「.iYR当轟的 上汁正言明枇 了.昔話、鞠的 高一即悼辞褐 5l’R浩二ふい 木場 

クロボク上∵′言え!口説八∴指 

封じ笥・小峰)‖: 玲∴′∴星紺‾ 

生/ノさ’∴二村、 

′言ス:二グロ霊ク〕高畑二品人 

′恨みi上 胎生/六㌦:二,-∴・旧と 

ヤ‾手 

相1頂上ニグロ者タロ口二品大, 

清負うき,’二′しこ“紺と臆やや温帯ら I 

タロ者ク上∴‡告二の大間I仕毘大書 

「p仕.「〇月∴ 

′、ミス徹品提示楕魚つき測〈世一 

了.待Rう(∴博 i〇=二 回土 則じ約微量 

g 了.汗R労∴掲 同上言窟漁つき別冊にならない; ib上上 

EC62P.1

第94図 Eブロックピット実測図(27)(EC53f.p.2.EC62f.p.1)
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十s5
E22

E22 B/
十S8 丁

S 12玉68。

E22 ED71p.  i23

十 s12十

\」/
EC71pl′ EC71p.1

画題星田
EC71p.2

B’

層 色 調 性 状 そ∴の 他 

al a: a3 b e Ci d 

7.出R%∴略禍 タロ岩ク士ハミス・′上擦若干。 炭化物苦手 

指痕つかでダンプ軟化こ 

了.出’R男∴鳩 同士こ 火山吹上 ハミス岩上∵縞叛つき 

ケンコ’二間ヒ二 

7.5YR部∴鴫灼 7.5YR男∴褐 

博士岩上 僚十・炭化物若干。 僚十・」請出雷千二 

グロ者ク上 中曝帝王舶“くつか 

十ケンか旧ヒ‥ 

火山I杭二こ指魚つきダンプ状化。 

7.5YR%∴羽場 同士 

回上中猿島十 指叛つかでケン 

ナ状化せ十 

火山頂上プロ ク 

了.評R9鯉鴫褐 クロボク上 ′、ミス詐十指庇う 

きダンプ測ヒこ 

di 了.紺R%∴鴨場 同上∴ 机上二。∴匡=二 「o=∴ 

第95図 Eブロックピット実測図(28)(EC7Ip.l.2. ED68p. 7Ip.)
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S12十

廟 色 調 性 扶 そ の 他 

溝 a b ぐ d e f 

待YR%,一欄 席駈二と火山灰少最の法王言相克 炭化紡機少ゐI主 

つきだんご軟化。パミス極少もI主 

7.昔購え塙褐 了.詳R米∴鳩 同士 同士 

火山灰と騎腫上の同罷泥土。純屯 

つかずだんこ状化ラバミス少量ふ 

牛 

火山灰土,鯖凍つきだんご,聞ヒ, 

パミスやや多生 

7.昔的〈 韓褐 同士 火山灰2:璃博士1の泥土再出う 

パミス少轟。 

了.5l’即座∴拙 同上二 火山灰土笛駄つき秒間とラバミ 

ス極少つ 

7.5l’部名∴鳩 同士 火山灰に宕千の種も妃二言星人.匡 

士ノヾミス槙少こ 

第96図 Eブロックピット実測図(29)(ED15p.I他)
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径 深

P.1 0.38×0.28 0.22

ED15p,l

C

屑 色 調 性 状 そ の 他 

a al b 7.5YR%明褐 了.5YR%∴褐 

パミス。雷で粘性なし。 

炭化物若干。 

aに同じ。水分多い。 

火山灰と麻植土の泥土。パミス詳 

干。 

了.5YR擁∴褐 

同上。 炭化物若干。 

C d dl e el d3 a 

鴎極上7:火山灰2.5:パミス0.5。 

了.5YR男∴褐 了.5YR%∴明褐 

火山灰と輔伸上の泥土。パミスも 

若干。粗で粘性ややあI)。 

火山灰土。同士。雷で粘性若干。 

10YR%∴明視 同士。 同士。 同士。 

7.5Y只者 火山灰8:晴雄土1:ハミス1。 

密て癌性なし。 

7,5YR者∴褐 

d占似るが、ハミスなし。 

火山庄土。パミス苦手。粘性なし。 

b’ b; 
了.5YR%∴瑚褐 了.5YR米∴鴫 

騎柿土と火山灰の泥土。同上。同 

士. 

同士。∴時日∴∴財性あI〉。 

bこ C di 

7.5YR瑳 a’に同じ_ 

了.5YR擁音 ∴杓 火山灰土。温帯なく藍 

10YR擁音 ∴褐 火山灰土6:バミス4。粘性なし。 

d; e 

7.5YR%∴明褐 火山灰土。密で相性なし。 

7.5YR%∴鴨場 了.5YR%∴明褐 

聴椛土。パミス若干。粗で粘性な 

f 

し。 

ハミス7:騎植土3。椿性なし。 

g 了.5YR%・握 パミス9:火山灰土l。密て‾粘性 

なし。 

廟 色 調 性 状 そ の 他 

a b“ C e 仁 

7.5YR%∴略褐 暗箱土。バミス若干。粗で粘性若 炭化物若干。 

干 

7.5YR擁∴褐 腐植土8:バミス2, 同上。 

炭化物差士 

7.5YR労∴舶 5YR%鴫赤禍 

火山姐二。バミス話二。粗で粘性 

なし二 

計上音i哲て一粘性あI主 

了.5YR弟∴明褐 火山灰土。 同士, 

g 7.5YR敷∴∴稔 パミス、 

信 Cl 7.5YR%明褐 7.5YR瑳∴褐 

火山灰土。聴植土着千つ密で粘性 

あI主 

聴腫上5:粘土5。粘性あI主 

ED15.p.2

EE59p.2, ED59f.p.2. 3. EC62伍

屑 色 調 性 状 そ の 他 

a b Cl 

7.5YR%∴聖褐 指浪つき紐状化。 

炭化物微量。 

7.5YR擁 褐 粘土質シルト。掃痕つかず紐軟化。 

了.5YR▲舞∴褐 バミス微光。 同士 

Cご d 

c言こ似るかい 含有物少ないこ 

5YRナ信二.畠、 土諾片若干。焼けて 
ー

同上。 同士。 

赤禍 いる。 

e f 

10YR米 的 バミス全面二混入。i-i主上 炭化物若干。 

7.5Y虹彩∴現場 黒色土若干。 同上∴ 

g 了.5YR%∴∴褐 バミス全面に混入。 同士。 

樹ヒ物観1と。 

h- h登 1 」 k 

7.5YR雄 視 

バミス徹し主靖が入り網引ヒ。 h-に似るが、黒味がつよ’いっ 

了.5YR労∴褐 7,5Y打線∴明禍 7.5YR労∴禍 

炭化物岩手。 バミス坊特使。靖痕つかで。紐状 

化。 

棉土質シルト,指痕つき。紐状 

化。 

バミス仝鮎こ混入。 同上 

1 7.5YR雄∴∴褐 粉状化バミス混入。 同士。 

第97図 Eブロックピット実測図(30)
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第98図 Eブロックピット実測図(31)(ED59f.p.他)
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第99図 Eブロックピット実測図(32)(EEO3p.1)
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◎

径

P.1 0.23×0.23

2 0.25×0.25

3 0.25×0.15

4 0.17×0.1

5 0.23×0.12

6 0.12×0.12

層 色 調 †上 告、 そ の 他 

al 工∴ b (’ d e f 

了.5YR者∴略的 7.5YⅣ在∴∴薄 ら5YR労∴黒鮒 了.出’!i%明湖 上5\’R名暗薄 了.い’li米∴∴薄 了.5†’い寿明瑚 

黒色土に大同天上が混入(指痕つ 

炭化物・土器片洋上 炭化物多い、 

きつ 緯状化 

火山吹上に黒色上とノ、ミス混入、 

靖痕つきタンゴ法化こ 

黒色土に火山吹とノ、ミス混入。喋 

岩一手。措振つき、線状化つ 

′、ミスー 黒色士少量混入つ 描線つ 

が丁臆 ポロポロ 

火山吹上に黒色上・ノ、ミな星人っ 

靖痕つき羅状化」 

火間天工∴I.l、色上と′、ミス若手混 

入、上り上 

火山吹上,靖頂つき謝状化、 

g 同 上 火剛天上ノ、ミス若旧土人 同上。 

第100図 Eブロックピット実測図(33)(EEI2p.i他)
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第IOI図 Eブロックピット実測図(34)
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第IO2図 Eブロックピット実測図(35)(EE2Ip.他)

「 164
鵜



十S12

W26

十S13

十S12 B

Wl
\

十
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EE24p.1

径 深

0.45×0.45 0.2

EE24p.2

EE24p・2 EE24p.3

IA

EE50仁p.l

十

W22

W22

S14‾「

層 色∴∴∴調 性 状 そ∴の∴他 

3 b ぐ d̃ 

了.5YR擁∴∴籾 7.5YR擁∴薄 

火し上映と黒色上の混十 ハミス鶴 

炭化物梯少二 炭化物極少 咲化的差一手 

少臆 揺疾っく∴タンゴ状化臆 

火回天とハミスの最上 同上 

了.出’R者∴暗榔 5l’R%蹄′赤的 了.5l’R者∴時的 

・)く白lIl主黒色上の混上 ′、ミス若 

十・精疾っく 描出化 

慨上りくI川叛の 措潰つか丁、㌶ 

dご e f ei 

ロポロ臆 

韓上 ハミス 

黒色上3:火Il高上1′、ミス少 

(Iこ:措魚つさ、細:旧ヒ 

了.5YR労∴∴薄 炭化物極少 黒色上1∴)川」吹上! 同上 

了,5YR●米∴明的 火11恢上 ′、ミス半口二 同上 軌中二表,Jなし 

EE50f.p.l

第103図 Eブロックピット実測図(36)(EE24p.EE50f.p.1他)
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⊥一S16 十
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径 深

P.1 0.35× ? 0.17

間 薙

EE53p.1

層 色∴∴∴調 性 状 そ∴の∴他 

言 上 ぐ1 (㌧ d (’ 「 

上白’R究理薄 了.自’即砧一割 

・)く山吹昔子 持丸/)く ケン=’状 

美化萄極少 

化 

水間天上1:確聞上 ハミス極少 

精疾っく∴タンコ’星化 

丁.ハ半時i∴湖 同上 

同上 栄化萄極少 同上 

火山吠.二鳴営口二が′只I:歳入 請負 

つが十 紺紺ヒ 

′用膳昔上前予告二的樟i士持去 /ノ 

∴うYR与∴黒薄 了.5YR笑黒薄 

)\ 妬聞上・l(l聞くとノ、ミでかi告二品 

大 ′‖1贋若手 桔真つく 翌星 

化 

同上。=:同上 

了.主上正当∴∴榔 時植上1∴)く山吹1 卒状∴靖 美化胃′少量 

項つく 紺時化 

g 了.い’層1:十割 I離仕.精叛/ノ〈 油状化 

′
I
㌘

B

B
一

呈
B
-
開
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S

2D
▲

一
▲
i
▲35EE

EE74f.p. (東西)

EE了・待.p. 戒西)

層 色 調 性 状 そ∴の 他 

a b- 

了.5丁R当∴∴鮒 鱒伸上 ′小豆夫のハミス散在 紬 鮎ヒ物鰊少、 

∴千二:∴ 

了.5YR当一 雄薄 同上 同上 ′、ミス少量ニ ケシナ状化臆 

b∵ (、 d e [ 

了.5l’即亘∴薄 同上 ′、ミス岩一十i(i」上 

同上, 炭化物椿少 了.5l’R5六甲樹 了.昔R言∴∴薄 

火山吹上 少量の鴨腫上混入、湿 

弘化、 

鳴植上 火Ii頂くニ脂植上とハミス 

若く星人 タン買付と 

了.5l’即:-靖薄 同上 

同上 同上 火中叛と′、ミフ言告ニ ケン 

ゴ状化 

同上・)く11恢上若手 組状化 

第IO4図 Eブロックピット実測図(37)(EE53p.l.EE74f.p.他)
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○○ふi_こさ

回書図書書画

E8 E9

十S16 十

EE59f.p・3

E10

〇十一

EE59f.p.2

A

ED59f.p.2

E巳与9!p 之

E12

-」

E13

S16十

ED59f.p.3

EE59f.p.1 径 深

P.1 0.35×0.35 0.22

2 0.24×0.24 0.36

3 0.21×0.21 0.18

鴻1 巾 0.2 0.06-0.08

EE59f.p.3

P.1 0.53×0.43 0.29

2 0.62×0.44 0.54

第IO5図 Eブロックピット実測図(37)(EE59f.p.I他)
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EE59f.p.1 -→
←

EE59f.p.3

EE59白).4

層 色 調 性 状 そ の 他 

a b (’ d ぐ 

了.5YR瑳∴鵬 7.51’Rうま略的 

崎植士と火山吹士の泥土。靖痕つ 炭化物倣少. 

き班状化二 ′、ミス諾一十 

火山吹上 措痕つき組状化二 

了.5l’Rラ名 聞榔 同上 同書上 

了.5l′Rシ乙明禍 了.5Yl㍊定黒棚 

同上 措痕つが十細状化。′ト轄 

天のハミス散在/ 

鱒柄士,肺魚つき羅状化「′小豆大 

の′、ミス散在 

径 深

P.1 0.4×0.35 0.13

第IO6図 Eブロックピット実測図(39)(EE59f.p.4他)
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B’ c

第107図 Eブロックピット実測図(40)(EE62f.p.l.EE65p.I ・EE65f.p.2)
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B B’
86・5 J・P d2 86・5

径 深

P.1 l.1±×0.55 0.6

2 0.4 ×0.4 0.72(斜行?)

十slO

E18

十Sll

P.3

÷s14

十 十
E19 E20

怒鳴7

㊤

径 深

P.1 0.33×0.27 0.18

2 0.25×0.23 0.14

EE68f.p.l

大木10式

烏〕 長∴建 容∴亜 挺∴彫 源∴き 慣∴∴弓 

P3 十貴 0.3 舶円 0.4 斜∴行 

4 0」 0.4 円 0.偶 

⊃ 0、3 0.2 楕円 0.= 

6 02了 02 0」了 

0.3 0.25 Oふ〔鳩 

亀上1 子高 0-45 印 記録なし 

第IO8図 Eブロックピット実測図(4i)(EE62f.p.2.EE68f.p.1)

ー170
-



層 色∴∴∴調 性 状 そ∴の 他 

l a二二 b (、 d 

10l’R労∴略薄 ノ、ミス樟上帯痕つき言舶用ヒこ 

硬化約着十《 a・Cの混上 I対ヒ物昔上 

同 上 上に11実るが、拙性強くケンコ順化 

10YR夕子点 

描薄 
揺叛つき、タンゴ軟化 

10l’Ⅳ米∴∴薄 ′、ミス・小軽信十 同上 

10Y和名∴晴薄 揺痕/ノ三園 ケンニ口付ヒ、 

EE68f・p・4
B′

86,5

EF65P. 1

鞘 色 調 性 状 そ∴の∴他 

al a:」 bl bご 

了.5)’R率∴臨調 了.5Y和名∴靖薄 

嘱植上 ノ、ミス 小熊着上 帯痕 

i封じ的i.吉 相ヒ絢i告二 

つく タンゴ状化 

同上同上同上同上ダンプ ・-ノ.、iノ. 

了.5\’R辛∴∴薄 了.己=自言∴薄 

.-′ゝI)′青い 同上同上精気/子タンゴ状 

化 

相1i母上 ノ、ミスタ音、、同上 

l)弓 子 d し’ [ 

同 上 同上 ′、ミス持上 黒色上告十 

措吏つき∴タンゴ状化 

同

上 了.い“【工手明視 

iI了廿. ′ト嘩少々 

同上 ′、ミス少量∴掃吏つく 浩 

上∴タンゴ:旧し 

同上 同上 同上 同I 

丁.5YBら、∴薄 同上 同上∴同上 同上 

了.吊十汁?∴薄 同上 同上 同上 糾う口と i対ヒ物浩子 

第IO9図 Eブロックピット実測図(42)(EE68f.p.4.EF65p.1他)
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◎
EE68f.p.3

一一一一S 16 十
--・-・‾‾一‾‾.‾

E20

径 深

P.1 0.22×0.22 0.18

径 深

P.1 0.3×0.3 0.18

EE501上2土へ 0.29-

2.5± 0.23

層 色∴∴∴講 性 状 そ の 他 

a b) b∴ e d 

了.5丁即:黒薄 軸土質砂上 ハミス昔上指痕つ 炭化約・土器片需十 

かす。がたくしまる臆 温性なし二 

子らY圧点∴靖的 5l’暗:’《接的 同上 I封じ勧告一手 

同上 同上∵鯖柾ややつ〈(かた 

いこ 粘性ややみi上l中宮ン、ミス 

多い、 

iI王子上 ノ、ミス・火Il恢岩十∴鯖痕 
木棚 

つく かたい 油性あI)て紐状化、 

5†“R雄吊満 了.5YR5∴明薄 

′、ミス∴火山吹差二十措寮つきこ 五月二 

しまりふI主 雄性なし 

火山鳩十の′、ミス着工 掃痕つか 

十かたい、粘性なし- 

EE71仁p.2

柄 色∴∴∴誹 省 欺 そ∴の 他 

種 b (、 d 

了.待R:主《 雄薄 クロボク上 ハミズノ:i証書 掃無/ノ 姐ヒ拘i’,子 

上す タンコ’:旧ヒ 

了.5l’R・)二 子i音一帯 同上 同上 やや砂質 向上 

了.51当主-;ヨ,i課 同上 ′、ミス持主 痛点←つき、ダ 同上 

シナ:旧し 

了.い宮上。∴薄 同上 火山吹上 帯広/)き 謝状化 

e f 

了.5丁R十 揃薄 タロポク上 ′、ミス浩子 同上 

吊l’柱㍉∴差置 組上 小職最大 

EE71f.p.2

第=0図 Eブロックピット実測図(43)(EE68f.p.3.EE7If.p.2)
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